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			俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する②

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			プロローグ　Ａｍｏｚｏｎチートは消滅寸前

			　

			　俺が寝転んでいるのは、家賃四万五〇〇〇円。ユニットバス付の１Ｋの木造アパート。

			　若い独身者がコストパフォーマンス優先で選ぶのにぴったりな物件だ。

			　最低限のものは置けるが、それ以上は辛い感じだ。

			　そんな、どこにでもある普通の一室。

			　ただ、一つ違うのが……。

			「窓の向こうは異世界でした」

			　この部屋は、なんと馬車の荷台となっている。

			　そして、窓の外を見ると巨大なダチョウが馬車を引いていた。

			　この世界では日常的な風景。

			　他にも、よくよく見ると木々が器用に二本足で歩いていたりと、日本風にいうとファンタジーっぽいものがそこかしこで見られる。

			「ここは異世界だ。俺はよくある異世界召喚ではなく、女神によって俺の部屋ごと飛ばされてしまった。すべては魔王や魔族に脅かされる異世界を救うために。そう、俺こそがこの世界を救うために舞い降りた、英雄なのだ」

			　決まった。うん、このセリフは使える。

			「ユウ、何してるの？　独り言が気持ち悪い」

			　しかし、そんないい気分な俺に水を差す奴がいた。

			　キツネ耳とキツネ尻尾(しつぽ)をもった美少女……マユキだ。

			　いつものように、気だるそうな目をしている。

			「最近、新規の客が増えてきただろう。だから、一回おさらいみたいなものを、やっておきたいんだよ」

			「納得。お客さん増えないとまずい。新規のお客様向けのおさらいはいいアイディア」

			「だよなー」

			　俺が異世界に来てから何をしているかというと、異世界の実況放送だ。

			　いわゆる、ユアチューバー。

			　異世界に来てまでこんなことをやっているのは伊達や酔狂じゃない。

			　これは俺にとって、死活問題なのだ。

			「じゃあ、マユキ。一度、リハーサルをするから見てくれ」

			「ん。わかった」

			「珍しく協力的だな」

			「お金がないと、チーズが買えなくなる。それはキツネ的にとても困る」

			　相変わらず、マユキは駄ギツネだ。普段は何もかもめんどくさがるくせに、Ａｍｏｚｏｎのネット通販で買っている好物の白雪印の８Ｐチーズのためなら、途端にやる気を出す。

			　やる気があるのなら手伝ってもらおう。さっそく、おさらい放送のためのリハーサルだ。

			「俺の名は、霧(きり)野(の)ユウ。異世界を救うため、運命の女神に導かれてやってきた英雄だ。無限の魔力を武器に、今日も無(む)垢(く)なる人々を守るために戦っている」

			　さっきよりもあえて言葉を少なくして、わかりやすくしてみた。こっちのほうがよさそうだ。

			　内容も完璧だ。何一つ間違ってない。

			　よし、本番はこれでいこう。そう思ったが、何やらマユキは不満そうな顔だ。

			「何か気になるところがあるのか？」

			「没。内容が間違っている。正しくは……無限の魔力があると女神に聞かされて、異世界なら金も権力も思うがままになると期待して召喚された」

			「いっ、いや、それだけじゃないよ。たしかにさ、そういうことも考えたけど、ちゃんと正義感とか、そういうのもあるよ。だけど、現実的にはかなり厳しいかなって」

			　人助けには先立つものが必要だ。俺だって、権力者とツーカーになって人生に余裕ができて、しかもどんな相手も一方的にねじ伏せられるぐらい強くなれば人助けぐらいはする。

			　正義感とか、義憤とか、そういうのって生活に余裕がある人間が趣味でやるべきだよ。

			　だって、ボランティアだってそうだよね？　生きるのに必死な人間は、人の面倒を見るより自分の生活をなんとかするべきだ。うん、間違いない。

			「わかった。それは認めてもいい。ユウは電気、水道、ネット、通販がないと不便で死ぬってごねて、部屋ごとの召喚を要求したヘタレ。転生特典にそんなのを要求した人、初めて見た」

			「だってさ、無理だよ！　こんな江戸時代以下の水準の不便な生活とか。そりゃ、要求するさ！　電気、水道、家電は必須だよ。ネットは俺にとって空気だ。通販もないと人間らしい生活ができないよ！」

			　そこだけは絶対に譲れない。

			　まあ、言ってみるもので必要なものすべてが揃った異世界召喚を実現できたのだ。

			　この馬車の部屋にはなぜか電気と水道が通っているし、俺が近くにいればパソコンやスマホがネットにつながるし、異世界だというのに、Ａｍｏｚｏｎで購入したものが即時に届く。

			　むしろ、日本にいたときより快適な生活を送れている。

			　ありがとう女神様！

			「そこまでしてもらったのに……唯一の取柄の無限の魔力も、魔法が使えない遊び人を職業に選んで宝の持ち腐れ。それ以外のステータスは並み以下。英雄どころか、そこらの冒険者以下の存在。なんのために、女神様がユウを呼んだのか、マユキにはわからない」

			　キツネ耳美少女がレイプ目になって俺を見ている。彼女は女神のせいで俺と運命共同体となった。微妙に、俺が遊び人を選んだことを根に持っている。

			「いや、もう少しオブラートに包もうよ!?　間違ってはいないけど、間違っていないけどさ」

			　そう、俺は冒険者としてはクソだ。

			　マユキの言う通り、ステータスで見ると魔力がカンスト。でも魔力を一切使えないという宝の持ち腐れ状態。それ以外はゴミ。だけど、あえて言わせてもらおう。

			「だが、俺にはネットと、Ａｍｏｚｏｎチートがある。実際、それで美少女エルフを助け、剣聖を呪いから解放し、魔族の大軍から街だって救ったぞ!?　もう、これ英雄だよね。完全に英雄だよね!?」

			　そう、たとえ無限の魔力はなくともネットを通じて住人たちの知恵をかり、Ａｍｏｚｏｎで購入できるものを活用して大活躍したのだ。

			「……この前のは少しかっこよかった。でも、そのおかげでＡｍｏｚｏｎが使えなくなりかけてる。もう少し、頭を使わないと駄目」

			「面目次第もありません」

			　素直に頭を下げる。

			　俺の力は、異世界に商品が届くというだけであって、購入の際は、ちゃんとお金を払わないといけない。

			　そして、そのお金は日本円。

			　異世界でいくら稼ごうが、異世界の金でＡｍｏｚｏｎは使えない。

			　もちろん代引きなんて使えないので、クレジットカードを使っているのだが、それが限度額に到達した。

			　なおかつ、俺の口座に入っている金も残り少ない。

			　そうなると、どうなるか？

			　クレジット会社が金を引き落とせずクレジットカードが凍結される。

			　つまり、異世界でＡｍｏｚｏｎが使えなくなるのだ。

			　Ａｍｏｚｏｎチートなしでより強い魔物が出る東へ行くのは自殺行為なので、急きょ予定していた東への旅は中止し、Ａｍｏｚｏｎチート復活を最優先にした。

			　異世界で日本円を稼げない以上、絶望しかないと普通なら思うだろう。

			　だが、唯一の希望がある。

			　それこそが、ユアチューバー。

			　異世界実況の広告収入が入るのが、引き落としのぎりぎり前。

			　つまるところ、それまでに不足分を賄えるだけのＰＶ数を稼げばいい。

			　これが、今のところ日本円を稼ぐ唯一の手段だ。

			「ユウ、少しでも再生数を稼ぐために今の動画をずっとアップしてた。案外、お客様も喜んでる。マユキに感謝してもいい」

			「はぁ!?　ちょっと待って。なんで操作できてるの。おかしいよね。教えてないよねえええええ!?」

			「知らなかった？　キツネは賢い。ほら、お客様も大喜び」

			　マユキがスマホを突き付けてくる。

			　すると、動画にはコメントが無数に流れた。

			　

			『ユウさんは、やっぱりクズだったんですね納得です』

			『こんなのを英雄として異世界に送り込んだ女神様涙目』

			『腹黒キツネのマユキちゃんぺろぺろ』

			『マユキちゃんのチーズのためにもっと動画を頑張るべき』

			『チーズが買えないなら、僕のチーズを』

			　

			　相変わらず、コメントを書き込む層は偏っている。

			　まあ、いいか。

			　何はともあれ、それなりに再生数が稼げているのは間違いない。

			　やっぱり、俺一人が自己紹介するよりマユキとの漫才じみたやりとりのほうが良かったのだろう。

			　とはいっても、まだまだ動画の再生数が足りない。

			　そうだ。いいことを考えた。そのためには彼女たちの協力が必要だ。

		

	
		
			第１話　テコ入れ動画を作ろう

			　

			　パーティメンバー全員を集めた。

			　俺のパーティは四人。一人目は女神の眷(けん)属(ぞく)にしてキツネ耳美少女のマユキ、二人目は金髪ロリ巨乳エルフのエフィル、そして三人目は剣聖にしてスレンダー美少女のミツハ。

			　集まった場所は、女神に与えられた馬車の荷台。もとい、俺の部屋だ。１Ｋの部屋に四人だとかなりキツキツだ。

			　ベッドが折り畳みでよかった。引っ越しのときに楽だからと折り畳みベッドを購入したのだが、意外なところで役に立った。ベッドを折り畳まないと全員座るスペースを確保できない。

			「ユウ様、今日はどうしてみんなを呼んだのでしょうか？」

			　エルフのエフィルが真っ先に口を開いた。エルフが人里に降りてくるのは珍しい。精霊と共に生きるエルフたちは、エルフの村で一生を終える。だが、エフィルはエルフでありながら、自然や精霊よりも、人の作った道具が好きで村が退屈で飛び出してきたという変わりものだ。

			　エルフはほぼ全員、精霊魔術を使いこなす精霊魔術士(ドルイド)を職業として選ぶ。

			　だが、エフィルは錬金術士(アルケミスト)を選んだ。属性魔法は風をちょっと使えるぐらい。なにからなにまでエルフらしくない。

			　顔立ちは整っており、おっとりした印象を与える。

			　見た目は一〇代半ばだがエルフなので実年齢はわからない。エルフ耳も特徴的だが、低めの身長に似合わない巨乳。いわゆるロリ巨乳。エルフなのにロリ巨乳。トールキンさんは怒るかもしれないが、俺は大好物だ。ちなみにエルフのほとんどは貧乳らしい。そっちはそっちで見てみたい。

			「私も気になるわ。ユウがこんなことを言い出すのは初めてだもの」

			　エフィルに続いてミツハが発言した。彼女は銀色の髪が美しく、凛とした女騎士だ。

			　一〇代後半だが、そこに少女のあどけなさはない。厳しい修練と騎士として背負ってきたものがそうさせたのだろう。

			　だが、日本人の俺はどうしても思ってしまう。…くっ殺とかすごく似合いそう。

			　まあ、ミツハのことは大事な仲間だと思っているので、目の前でくっ殺展開されたら楽しむどころではないのだが。

			　こうしてみると、前衛と後衛がそろい、どちらもできる俺がそろったこのパーティは、案外バランスがいいのかもしれない。

			　だが、今このパーティに最大の危機が訪れている。それを今から全員と共有する。俺は一呼吸おいてから語り始める。

			「みんなに集まってもらったのは他でもない。今のままだと、俺は古代宝具(アーティファクト)を呼び出せなくなるんだ。そうなると、俺はただの遊び人(ドリーマー)になりさがり、パーティの弱体化は避けられない。それを防ぐためにはみんなの力が必要だ。なんとか、力を貸してくれ。頼む」

			　マユキがあくびをして、エフィルはエルフ耳をぴくりとさせ、ミツハは息を呑む。

			　三者三様の反応だ。

			「ユウ様の古代宝具(アーティファクト)が呼び出せなくなるなんて……もしかして、先日の魔族との戦いが原因ですか？」

			「その通りだ。俺は神々を楽しませることで、賢者だったころに作り上げた古代宝具(アーティファクト)を異世界から呼び出せる。だけど、この前の戦いで神々にずいぶんと力を前借りしてしまった。前借り分、神様を楽しませないと俺は二度と力を使えなくなってしまうんだ」

			　神妙な顔をして、俺は【設定】を話した。

			　この世界の住人にとってＡｍｏｚｏｎで買えるものは、超オーバーテクノロジーだ。

			　能力発動時には、Ａｍｏｚｏｎから通販で買っているだけだが、この世界の住人にネットだとか通販と言っても、まったく理解できない。

			　だから、俺は魔王に力を封じられた賢者であり、賢者が作った道具を魔法で呼び出せるという設定を作って、そう認識してもらっている。

			　あながち嘘じゃない。ネットの住人(外なる神々)を（動画で）楽しませ、力(広告料)を得る。その金でＡｍｏｚｏｎを利用する。

			　貯金もないのに、クレジット枠を限界まで使ったのも「前借り」だ。

			　つまるところ、俺のチートが使えなくなるというのは、限度額まで使ったクレジットカードの清算ができずにカードが止められるということだ。それはまずい。俺の唯一の力が使えなくなってしまう。

			「ごめんなさい。私のせいね。私が剣を折らずに戦えれば、あれほどの数の古代宝具をユウが呼び出す必要はなかったのに」

			「いや、それはいい。むしろミツハはよくやったよ。ミツハじゃなければ勝てなかった」

			　剣聖ミツハ・クライムット。

			　彼女はこの歳にして剣聖とあがめられる実力者だが、過去に魔族を倒したことで呪いをかけられた。

			　彼女が振る剣はことごとく折れてしまい、一度は剣士として生きることを諦めていた。

			　とはいえ、あくまで折れるのはこの世界の技術水準で作られた剣の話で、Ａｍｏｚｏｎで買える米軍御用達の軍用ナイフなら二振りまでなら耐えられる。そして、剣の提供と引き換えに仲間になってもらったのだ。

			　彼女の剣は一撃必殺の威力があり、普段の戦闘で困ることはない。

			　だが、前回戦った魔族アルトバレットは恐ろしい強敵で数十本の剣を駄目にしてしまった。

			　そのことが、俺の財布事情の苦境に繋がっているが、ミツハを責めるつもりは毛頭ない。

			「そう言ってもらえるとうれしいわ……でも、すごかったわね。あなたの【無(む)窮(きゆう)の剣製】。あの力のおかげでなんとか魔族アルトバレットに勝てたわ」

			　ぐふっ。

			　古傷が痛む。俺は全世界にキメ顔、キメボイスで【無(む)窮(きゆう)の剣聖】の詠唱を披露したのだ。

			　某大人気エロゲーの必殺魔術、【無(む)窮(きゆう)の剣製】を真似したのは、俺の名誉のために言うが街を救うために必要だったからだ。

			　結果的には本家と同じような力を発揮して、数十本もの米軍御用達の軍用ナイフを召喚……もとい、オタ芸を見て調子にのった神々(住人)たちがＡｍｏｚｏｎのほしいものリストにあった軍用ナイフを購入しまくり、足元に現れた。

			　その無数の剣を思う存分に使うことでミツハは魔族に打ち勝った。

			　ちなみに、軍用ナイフは大振りでナイフというより鉈(なた)に近い。刀身も四〇センチほど。

			　この世界の剣は攻撃力が＋33程度のものが普通だが、俺も愛用しているこの軍用ナイフのステータスがこれだ。

			　

			アイテム名：オルタリア 18 ミリタリーマチェット

			武器種別：剣

			重量：５９０グラム

			攻撃力：＋98

			耐久値：１２５０

			　

			　まさに桁違い。この世界の剣と比べて三倍近い攻撃力。さすがは特殊な製法で作られたカーボンを使っているだけはある。黒い刀身は大量生産品でありながら、芸術品のような趣(おもむき)がある。

			「ははは、そうだね。すごかったね。だけど、その代償で神様をたっぷり喜ばせてあげないといけなくてね。二人の力を借りたいんだ」

			　まあ、実はほしいものリストで購入してもらったミリタリーマチェットはそんなに痛手ではなかった。

			　むしろ、奴の下にたどり着くために車爆弾として使いつぶした車とか、その強化に使った装甲材や、爆弾の原料のほうがずっと出費が大きかったのだ。

			「わかったわ。そういう事情ならなんでもするわ」

			「私も及ばずながらお手伝いさせてください。実はエルフの村にいたときから踊りとか得意だったんです！」

			　いい子だ。ミツハもエフィルも本当にいい子だ。

			　ちなみに、異世界で地球のお金で買い物をして荷物を届けてもらうことができても、異世界のものを地球に売ったりすることはできない。

			　Ａｍｏｚｏｎでの購入に必要な地球の金は、異世界実況を放送するユアチューバーとしての稼ぎに依存するしかない。

			　この作戦会議すら少しでも再生数を稼ぐために実況しているのだ。

			　そして、身に着けているブルートゥースイヤホンからは絶え間なく、音声読み上げソフトで住人たちのコメントが聞こえてくる。

			　

			　きっと連中は、エフィルのなんでもするという発言に反応し、鬼畜なことを言いだすんだろうな。

			　

			『ん。今なんでも』

			『するって』

			『いったよね？』

			『ロリ巨乳エルフの巨乳がみたいです。なまで！』

			『>>1よ。われわれ神々はエロスを所望する』

			　

			　予想通り。相変わらず住民(外なる神々)たちは通常運転だ。

			　神々は下種だが欲望に忠実。彼らの意見は参考になる。たしかに、エッチなのは再生数を稼ぐにはいいと思う。

			　だからと言って、大事な仲間のあられもない姿を晒したいとは思わない。

			「二人とも、ありがとう。協力してくれると言ってくれて心強い。まず、神々に俺たちのことを知ってもらおうと思うんだ。だから、神々を楽しませるためにイメージビデオを作ろう！」

			　二人が首をかしげる。

			　無理もない。そんな単語は聞いたこともないだろう。

			　だが、俺はいけると確信があった。

			　ロリ巨乳エルフのエフィルも、凛とした女騎士のミツハも素材としては超一流だ。

			　彼女たちの魅力を撮影することができれば、人気動画になるだろう。

			　エッチなものを積極的に撮る気はない。

			　だけど、ほんの少し、ほんの少しぐらいはエッチなものになってしまうかもしれない。

			　もし、そうなってもわざとではない。あくまで事故だ。

			　そんなことを考えながら、俺は二人にイメージビデオについて説明していった。

		

	
		
			第２話　メンバー紹介（エフィル）

			　

			　勢いまじりで、テコ入れ動画作りの約束を取り付けた。

			　俺の仲間は見た目がいい。

			　マユキは駄ギツネだが、一三～一四歳ぐらいの美少女で子ギツネモードもぷりてぃ。

			　エルフのエフィルは、ちょっと機械が好きすぎて羽目を外すことはあっても、ロリ巨乳エルフという反則じみた性能を持っている。

			　俺を除くと唯一の常識人である騎士のミツハも、もちろん美少女だ。

			　今気が付いたが、周りは美少女ばかり。きっと、俺の普段の行いが良いせいだ。ちゃんと神様は見てくれている。ありがとう神様。

			「ユウ、また変なこと考えてる」

			　相変わらず眠そうな目で、じとーっとマユキが俺を見ている。

			　まさか、こいつ俺の考えていることが読めるのか？

			「そんなわけない。ユウがわかりやすすぎるだけ」

			「そうでございますか」

			　ぐうの音も出ない。

			　まあ、なにはともあれテコ入れ動画の準備だ。

			　全員で一度に撮ることも考えたが、一人ひとりしっかりと紹介したほうがいいと考え別々に撮影することにした。

			　まずは、エフィルの番だ。

			　彼女は、俺の部屋で椅子に腰かけている。

			　よし、準備が完了した。撮影を始めよう。

			「あっ、あの、ユウ様、私は何をすれば」

			　先ほどから放置していたエフィルが不安になって問いかけてくる。

			　俺はにっこりと微笑む。

			「なに、なんの心配もない。俺の質問に答えてくれればいいから」

			　エフィルはちょっとドジなところがあるし、要領もよくない。だから、演技なんて求めず素の魅力をアピールしていく方針でいく。

			「わっ、わかりました！　がんばります！　神々の皆様を楽しませないと！」

			　握り拳を胸の前で作り、やる気に満ちた表情を浮かべる。

			　エフィルはすごい。それだけで胸が揺れる。もう、お兄ちゃんびっくりだよ。

			　ああ、この瞬間を動画にあげればよかった。

			　さあ、動画を公開しよう。

			　リアルタイムで紹介ムービーを実況するのだ。

			「じゃあ、エフィル。始めようか」

			「ふぁっ、ふぁい」

			　エフィルが頷き、実況が始まった。

			　今、この瞬間より動画と音声がネットの海に公開される。

			　次々に、俺の動画のファンたちが集まってきた。

			　エフィルが映ると同時に、コメントが流れ始める。

			　

			『ロリ巨乳エルフちゃんの自己紹介動画と聞いてやってきました』

			『処女ですか？』

			『胸のサイズを教えてください』

			『はじめてオナニーしたのは？』

			『エルフにもま〇こはありますか？』
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			　欲望のままに聞きたいことをコメントしてやがる。

			　ちなみに、このコメントはエフィルに聞かせていない。

			　イヤホンから音声読み上げソフトで流れているが、俺だけにしか聞こえず、彼女のためにもきっちり取捨選択をしてから問いかけるつもりだ。

			　

			「こんにちは」

			「こっ、こんにちは」

			「いよいよだな。今、エフィルはどんな気持ちだ？」

			「きっ、緊張してます」

			「そうだよね。緊張するよね」

			　見られているという意識からか、エフィルはいつも以上にがちがちだ。なんとか緊張をほぐしてやりたいが、俺もいっぱいいっぱいである。

			「簡単なインタビューをするから質問に答えてくれ」

			「ふぁっ、ふぁい、がんばります！」

			　緊張のせいでお互い妙に硬い。

			　二人とも照れて言葉がぎこちなくなってしまう。

			　

			『素人ものＡＶのインタビューかな？』

			『しー、童貞ニートだからそれしか引き出しがないんだって』

			『見慣れたものを真似するのはしょうがないよね』

			　

			　うるさいよ、おまえら！

			　なんでそんなに無駄に鋭いんだよ!?

			「まずは名前から教えてくれ」

			「えっと、エフィルです。エルフ語で風という意味です」

			「いい名前だな。えっと、年齢は」

			「二九歳です！」

			　なっ、んだと。

			　どう見ても一四、一五ぐらいだと思っていたけど、まさかの年上。

			　ちょっと、この見た目でその年齢は反則だろ!?

			　

			『まさかのロリばばあ属性』

			『エルフ、すごい』

			『三〇近くでこの見た目とか最高かよ』

			『私女だけど殺したい』

			　

			　住民(外なる神々)たちも、大騒ぎだ。

			「エフィルさん」

			「ユウ様、急にさん付けなんてやめてください」

			「いや、それは、まさか年上とは」

			「気にしないでください。人間とは時間の感覚が違うので。まだ、成人もしていない子供です」

			「ちなみに、エルフは何歳で成人して、寿命はどれぐらい？」

			「そうですね。三五歳で成人ですね。だいたい二〇〇歳ぐらいまでは生きます」

			　エルフすごい。

			　伊達に耳が長いわけじゃないな。

			　というか羨ましいな、たぶんずっと若いままの容姿なんだろうな。

			「ちなみに、今までかっ、彼氏とかは」

			　俺は再生数をあげるために、なるべく神々(住人)たちの要望に応えようとする。

			　さすがに、処女かなんて聞けないので、彼氏がいたことがあるかを聞いた。

			　……俺も少し興味がある。

			「そういうのはいないですね。話が合わなかったので」

			【朗報】エフィル処女確定【俺大勝利】

			　なんて、スレを立てたくなったのはきっと気の迷いだ。

			　神々(住人)たちも喜んでいる。娯楽のない田舎はそういうのが盛んなので、ちょっと怖かった。だが、セーフだ。

			「ちなみに、ブラのカップは？」

			「ブラ？　ってなんですか？」

			　……冷静に考えたらあるわけないよね。たしか地球でもブラジャーは近代になってからようやくできたはず。こっちの世界の技術水準的に作れるわけがない。ということは……ごくりっ。生唾を飲む。

			「走ったりすると胸が揺れて痛いし動きにくいよね。そういうのを防ぐ道具があるんだ」

			「うわああ、それ、すごく欲しいです！　これすっごく邪魔なんですよ！」

			　そう言ってエフィルが立ち上がると胸が揺れた。さらに、自分で胸を持ち上げ、手が沈み込み、その重量感と柔らかさが全力でアピールされる。

			　その瞬間、過去最高のコメント数が流れた。

			　いろいろと種類はあるが、ただ一つ共通点をあげるとすれば……。

			　

			『『『おっぱい！　おっぱい！』』』

			　

			　もう、それ以外の言葉はいらない。

			　やばい、意識が飛びそうになった。

			「エフィルのために、今度ブラをプレゼントするよ。つけてみると楽になるはずだよ。神々への奉納が済んだらだけどね」

			「はい！　すごく楽しみにしています」

			　前々から揺れる揺れると思っていたけど、そりゃ当然だろうな。

			　だって、ノーブラだし。

			　神々(住人)はブラの購入に猛反対しているが、俺の精神的な安定のために購入する意思は変わらない。

			　住民たちから寄せられた質問はまだまだある。しかし、初めてオ〇ニーしたのはいつですか、エルフにもま〇こはありますか？　そういう系統のものが多い。

			　ＡＶかよ!?

			　てか、聞けないよ!?

			　そんな質問はスルーしつつ、無難な質問を続けていく。

			　エフィルは戸惑いながらも、しっかりと答えてくれた。露骨な下ネタを避けたことで、一部の連中の反感は買ったが、エフィルの初々しい反応は好評で、ほとんどの住民は満足してくれたようだ。

			　さて、質問タイムはこれで終わりだ。次は実技の時間。やっぱり、異世界動画でひたすらインタビューを流してもつまらないだろう。

			　エフィルには事前に、何か派手なことをしてくれとお願いをしていた。

			「じゃあ、外に出ようか。エフィルの力を見せてやってほしい」

			「はい！　わかりました！」

			　せっかく異世界に来たのだ。

			　インタビューだけで終わらせたらもったいない。エルフならではの力を見せてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外に出た俺たちは、まずエフィルの風の魔法を実況することにした。

			　何度やっても魔法の受けがいい。魔法は非日常の代表だ。本物の魔法が見られるのは、俺の動画だけ！

			　エフィルがまっすぐ手を伸ばすと、圧縮された風の弾丸が吐き出されて、的として用意していた大きな石が弾き飛ばされる。

			　欲を言えば、炎とかだともっと派手なのだろうが、エフィルの属性は風だ。それにクラスも魔法職ではないので、もって生まれた属性以外の魔法を使えない。

			　ここで終わらせてもいいと思っていたが、エフィル本人から披露したいものがあると言われたため、まだ撮影を終わらせていない。

			　なんだろう？　おとなしい彼女が自信満々に披露したいと言うのだから、並大抵のものではないはず。

			　そんなことを考えていると、エフィルの準備が終わったようだ。

			「見てください、ユウ様。前よりずっと調合がうまくなったんです。それにだいぶ錬金術士の感が冴えるというか、見えないものが見えてくるようになりました！　ガソリン自体に工夫をしましたし、酸化鉄の割合を増やしたんです！　威力もすごく向上したはずです！」

			　夢見る乙女の瞳で、鞄の中から瓶を取り出す。

			　その中には、液体が入っている。

			　飲み物ではなく、これは火炎瓶。日本でも大人気で学生運動でも使用されたあれだ。

			　それを、ミリオタたちの知識を借りてより物騒に改良してある。油に酸化鉄を混ぜることでテルミット反応を起こし、界面活性剤を加えて延焼時間を増加。もちろん、エフィルお手製だ。いったい、自然と共に生きるエルフとはなんなのか。

			「エフィルは錬金術士だもんな」

			「はい、クラス補正で威力があがるんですよ！」

			　エルフは通常、より精霊たちと仲良くなるために、精霊術士というクラスを選択する。というより、それ以外の選択肢はない場合がほとんど。

			　クラスは育った環境と本人の嗜好と才能によって決まるので、自然と共に生きるのが当たり前のエルフには、それ以外の道が選択できないのが普通だ。

			　だが、エフィルは昔から人間が作った道具が大好きな変わり者。そのおかげで、錬金術士のクラスを手に入れた。

			　その特徴は、錬金魔術を使え、調合や錬成したものに対する上方補正がかかるというものだ。

			「とりあえず、実験してみようか」

			「はい！」

			　エフィルはそれはそれはいい笑顔を浮かべる。火炎瓶の蓋(ふた)の周りには油が染み込んだ綿が巻かれていた。

			　それに火をつけると綿が燃え始める。

			　エフィルはそれを投げた。地面に叩きつけられ瓶がわれる。中身が燃えた綿にかかり化学反応が起き、急激に燃え上がり巨大な火柱になる。

			　いろいろと危ないレシピに錬金術士のクラス補正がかかれば、ただの火炎瓶も凶悪な武器になる。

			「見てください、ユウ様、きれいです！　科学の炎ですよ！」

			「おっ、おう」

			　

			『見ろよ、このエルフ。火炎瓶に興奮しているぜ』

			『完全に雌(めす)の顔ですわ』

			『……これさえなければ』

			『エルフは森と共に生きる種族（笑）』

			『トールキン先生が草葉の陰で泣いておられる』

			　

			　今回ばかりは、神々(住人)に同意だ。

			　まあ、俺はそれを含めてエフィルの魅力だと納得している。エルフとしておかしくてもエフィルとして魅力的ならそれでいい。

			「それと、もう一つユウ様に見せたいものがあるんです！　とっておきのかくし芸です！　以前、ユウ様にいただいたチェーンソウを完璧に使いこなせるようになったので、がんばって編み出しました。ユウ様もきっと驚くと思います」

			　そう言うなり、彼女は駆け足で馬車に戻って小柄な体には似つかわしくない獲物を取り出した。

			　それは電動鋸(チェーンソウ)、ジェーソンとかが大好きなアレだ。

			　チェーンを引き、腹に響く低い音が鳴り響く。

			　そう、それは若さゆえの過ち、俺が乗りと勢いで購入したものの、一度木こりのバイトに使用したきり、箱詰めして押入れの奥に突っ込んでいた。

			　たまたま押入れの整理をしているときに発見し、もうこんなの使わないだろうと、以前チェーンソウをほしがっていたエフィルにプレゼントしたのだ。

			「なんか、おかしくない？　出力があがっているような気がする」

			「あっ、わかります？　分解して組みなおして錬金術士補正をかけたんです！　それに定期的にメンテして大切にしているので、いつでも最高のコンディションですよ！　この子、とってもいい子なんです」

			　もはや、チェーンソウを手足のように使いこなしていた。その光景は最高にシュールだ。

			　エフィルは、巨大な丸太を地面にどんと置くと、チェーンソウを振り回し始めた。木の粉が舞い散る。

			　大雑把なように見えて、ミリ単位で完全に計算された動きだ。一秒たりともエフィルの手はとまらない。

			　そして一〇分後、木の丸太はクルラ……太った大型犬のような魔物の木像になる。

			　完全に職人芸。

			　エフィルがチェーンソウのエンジンを止める。

			「どうですか！　神様たちは喜んでくれましたか」

			　くったくのない、本当にきれいな笑顔で、チェーンソウを抱きながらエフィルが微笑む。抱いているのがチェーンソウなせいか、少しも可愛くない。

			「あっ、あああ、いろんな意味で大人気だよ」

			　ああ駄目だ。引きつった顔と声を隠せない。

			　エフィルは俺が引いているのに気付いていないようだ。褒(ほ)められて喜んでいる。

			　コメント欄は、狂喜乱舞だ。

			　そりゃ、ロリ巨乳エルフが胸を盛大に揺らしながら、とんでもない職人芸を見せれば二重の意味で驚くよ。

			　ドン引きはするけどね！

			　いや、前向きに考えよう。どれだけミスマッチだろうが、異様だろうが、頭がおかしくなりそうだろうが、インパクトたっぷりのいいコンテンツにはなっているのだ。

			　これはあとで話題になって、すさまじい勢いで再生数を稼げるに違いない。

			「これで、動画は終わりだ。俺の仲間、エルフのエフィル。彼女がどんな奴かが伝わったと思う」

			　それは、動画の視聴者とエフィルの両方に向けた言葉。

			　次回も楽しみにしてくれと言って、実況を終えた。

			　そして、エフィルに向き直る。

			「ありがとう。エフィル、おかげで最高の動画がとれた」

			「お力になれて、うれしいです！」

			　エフィルがまぶしい笑顔を浮かべる。

			　この笑顔を見て、どれだけアレでも魅力的な少女だと自分を納得させられた。それぐらいにエフィルの笑顔はきれいだ。

			　この笑顔も動画に流せば喜んでもらえるだろうが、それはしない。

			　これは俺だけの特権で、俺だけが楽しむことができるものだから。

		

	
		
			第３話　メンバー紹介（ミツハ）

			　

			　エフィルの動画が撮れたので、次はもう一人の仲間であるミツハの番だ。

			　メンバー紹介動画は順番に全員分を撮影する。

			　エフィルの動画の話題が十分に広がるのを待ってから、別の日に動画を流すことにした。

			　大丈夫だとは思うが、ミツハの動画で、今、話題になっているエフィルの動画の勢いを殺すわけにはいかない。

			　すでにミツハは俺の部屋にスタンバイしてくれている。

			　椅子に座り、背筋を伸ばしていた。

			　ミツハは身長が少し高めの一〇代後半の美少女。

			　銀色のさらさらした髪が美しい。凛とした雰囲気でこっちまで背筋がピンとなる。

			　彼女の本名はミツハ・クライムット。剣の一族として有名な貴族の出身らしい。

			「ユウ、その、こういう人前でアピールするのは苦手なのだけど。精一杯がんばるわ」

			「大丈夫、ありのままでいいさ」

			　ミツハも演技ができるタイプじゃない。

			　というよりも、仲間になってわかったのだが、ミツハは剣以外、全部ぽんこつだ。

			　その唯一の特技が、魔物があふれるこの世界では有用なので生きていくうえでは問題ないが、今回のような突発的なイベントには弱い。

			「じゃあ、始めるぞ。今から神々に見てもらうから」

			「ええ、わかったわ。はじめて」

			　その言葉を確認して動画を流し始める。

			「今から俺の仲間の一人、剣聖ミツハ・クライムットの紹介を始める」

			　

			『きたあああ、姫騎士きたああああ』

			『くっころ、くっころ』

			『この体を自由にできたとしても心までは……』

			『オークさんの出演まだですか』

			　

			　相変わらず住民(外なる神々)は元気だ。

			　いつも以上に勢いがあった。早速前回のエフィルの動画効果で人が増えている。

			　このペースで人が増え続ければ、なんとか目標額に届き、クレジット凍結を回避できる。

			　今回のミツハの動画も気合を入れていこう。

			「えっと、名前はもう言ったから、まずは年齢を教えてくれ」

			「今は一七ね。二か月後に一八になるわ」

			　これは見た目通り。

			　ただ、精神年齢は俺よりも上に思えるときがある。

			　

			『ワイのストライクゾーンや』

			『十七ならＡＶには出られない。くっころ不可』

			『異世界だからいいんじゃね』

			『ゆあつべ流す以上、日本ルールじゃね』

			　

			　いや、ミツハが一八でも、ユアチューブでエロはアウトだろう。

			　ちなみにミツハは人気がある。それも男性、女性にまんべんなく。男性だけの人気ならエフィルに劣るが、両方合わせるとミツハのほうが若干上だ。

			　俺たちのパーティが経験した中で、今までで一番大きな戦い、魔族アルトバレットを直接倒したのは彼女だ。

			　その際に見せた美しい剣技は、多くの人の心を掴んでいる。

			「ミツハの趣味を教えてくれ」

			「剣よ」

			「ミツハの特技を教えてくれ」

			「剣よ」

			「ミツハの普段の生活を教えてくれ」

			「剣よ」

			「ミツハの好きなものを教えてくれ」

			「剣よ」

			「剣しかないのかよ!?」

			　駄目だ、この姫騎士。剣以外、本当になんもない。

			　生きていて楽しいの？　と日本で育った俺は聞いてしまいそうだ。

			　しかし住人(外なる神々)たちは、これはこれで盛り上がっている。

			　キャラは立っているからな。

			「ミツハは彼氏とかいるのか？　もしくはいたことはある？」

			「彼氏というのは恋人のことかしら？」

			「そうだな」

			「そういうのはないわね。ただ、許嫁はいるわ」

			　その言葉を聞いて、少し言葉に詰まる。

			　次の言葉が出てこない。

			　

			『>>1涙目』

			『これはＮＴＲフラグですわ』

			『そりゃ貴族なら、それぐらいいるわな』

			　

			　精神的なショックが大きすぎて、住民たちにツッコむ気力もない。

			「結婚するのか」

			　そう聞くと、ミツハは気まずそうに頬をかいた。

			「本当なら、もうしていたわ」

			「していた？」

			　妙に言いにくそうにしている。

			「私は弱い男は嫌いなの。家柄だけの人と無理やり結婚させられるのがいやで、家を出たわ。それからはしばらく冒険者をして、この街にたどり着いたの」

			「よく、冒険者なんてつとまったな。ぶっちゃけ、ミツハに生活力なんてないだろ。剣を振る以外、ポンコツだし」

			　口を滑らせたが、ミツハもそれは自覚しているようで、小さく笑うだけで受け流した。

			　それから、遠い目をして口を開いた。

			「友達がいたのよ。表向きは私の従者だったけど。同じ師匠の下でともに研鑽した……ライバルでもあったの。家出するときに一緒についてきてくれて、私が剣で活躍できる場所を整え、ご飯を食べられるように導いてくれた。私の恩人よ」

			「一度、会ってみたいな。今はどこにいるんだ？」

			　ミツハの口調の端々から、その友達への信愛の念が伝わってくる。

			　きっと、いい子なんだろう。

			　それに従者というからには女性だろうし。いや、下心はないよ。少ししか。

			「死んだわ。最初に街を占拠していた魔族との戦いの中でね。彼女がいたから、私は勝てたの」

			　空気が一気に重くなる。

			　ミツハが俺たちと戦い倒した、アルトバレットという魔族。その兄であるアーシェバレットを倒した際に、ミツハは呪いを受けた。そのことは知っていたが、友を亡くしたとは知らなかった。

			「悪いな。無神経なこと聞いて」

			「気にしないで、あなたには話したいと思ったの」

			「そっか……俺も強くならないとな」

			　自然にその言葉が出た。

			「急にどうしたのかしら？」

			「ミツハは弱い男は嫌いなんだろ？　そんなミツハが、言いにくいことを打ち明けたいって思うほど、信頼してくれたんだ。だから、強くならないといけないなって思ったんだ」

			　俺は弱い。なにせ、職業は最低ランクの遊び人。

			　剣術を身につけたわけでも、魔術を使えるわけでもない。専門知識をもっているわけでも、頭がいいわけでもない。

			「強くなったほうがいいと思うわ。でも、今のままでも私はあなたのことが好きよ」

			　突然の言葉に顔が赤くなってしまう。

			　なにも言えずにあたふたしていると、ミツハが微笑んで会話を続ける。

			「あなたは戦闘能力という面では問題だらけだけど、心が強い人よ」

			「そんなことないさ」

			「そんなことあるわ。あなたは普通の人に見えて、最後の最後に勇気が出せる人」

			「ははは、照れるな」

			　ずいぶんと買いかぶられたものだ。

			　俺なんて会社勤めすらできなくて逃げ出したニートだ。ミツハにそんなことを言ってもらえるような、立派な人間じゃない。

			「ちゃかさないで。あなたはそれを行動で示したわ。あなたが真っ先に戦うと宣言してくれた。そのことは忘れない。だから、あなたは大事なときに行動できる人よ。ユウ、あなたのことを尊敬しているわ」

			　ミツハが俺の手を握り、まっすぐな眼差しを向けてくれる。

			　俺たちは見つめあい、急に照れくさくなって慌てて手を離して距離をとる。

			　やばい、心臓の音がうるさい。どくどく鳴っている。

		

	
		
			[image: p_41.jpg]
		

	
		
			　

			『まさかのラブコメ展開』

			『あまーい』

			『>>1はハーレムを作るのが得意なフレンズなんだね！』

			『やだ、見てるの恥ずかしい』

			『まさかの三分の一の純情』

			　

			　相変わらずうるさいよ、おまえら！

			　ああ、もうこの空気は俺に合ってない。

			　そこからは、エフィルと同じように、たんたんと質問をこなして外に出る。

			　今日もここで、ミツハのすさまじい剣技を披露してもらう。

			　俺のような素人が見てもミツハの剣技は圧倒的だ。

			　それはもう一種の芸術で、誰しもが自然と魅入られる。

			　手に持っているのは剣ではなくひのきの棒。

			　彼女には、剣が折れる呪いがかけられている。

			　だからこそ、剣ではないひのきの棒を振るっている。しかし、その美しさはまったく損なわれない。

			　いつもはコメントで大騒ぎする住民たちすら見入っている。

			　俺は彼女の剣舞が終わるまで、じっとその場でたたずんでいた。

			「どう、私の剣」

			「きれいだよ」

			「そう、良かったわ。私にはこれしかないけど、だからこそ私の剣をあなたに捧げたいと思う。これからもよろしくね。ユウ」

			「ああ、よろしく」

			　伸ばされた手をしっかり握り頷く。

			　そこで動画は終わりだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　動画を公開してからしばらく経った。しっかり、ミツハの動画も話題になっていた。

			　エフィルに比べて地味な仕上がりではと心配したが、杞(き)憂(ゆう)だった。

			　なんでも、ミツハの剣をプロが見て、惚れこんで各所で触れ回ってくれたらしい。

			　まったく新しい客層を呼び寄せ、その客たちが過去動画にも夢中になっているようだ。

			　これでさらに再生数があがった。

			　最後はいよいよ、駄ギツネ……もとい、女神の眷(けん)属(ぞく)であるマユキの出番だ。

			　しっかりと手綱を握らないといけない。好き勝手にやらせると、マユキはやばい。

		

	
		
			第４話　メンバー紹介（マユキ）

			　

			　いよいよ真打の登場だ。

			　エルフのエフィル、姫騎士のミツハ、二人とも人気があるが、やはり一番人気と言えばあいつしかいない。

			　キツネ耳美少女のマユキだ。

			　一番最初の仲間でインパクトがもっとも大きく、ケモノ耳美少女というのもポイントが高い。異世界らしさが非常に出ているのは立派な強みだ。

			　問題を一つあげるとするなら、本人にやる気がないところだ。

			　マユキは極度のめんどくさがり屋で、なかなか協力してくれない。

			　今、こうして目の前にいること自体が奇跡と言っていい。

			　いつもなら、キツネの姿で散歩に行っている。

			　そんなマユキが口を開いた。

			「ユウ、ばっちこーい。マユキ、がんばる」

			　俺はあんぐりと口を開けた。

			　信じられない。あのマユキがこんなにやる気を出しているなんて。

			　しかもいつもの眠そうな顔ではなく、きりっとした顔をしている。

			「おまえ、本当にマユキか？　いつもの眠そうな顔はどうした」

			　思わずそんなことを聞いてしまう。

			　俺にとってやる気があるマユキというのは、それぐらいありえない存在なのだ。たとえるなら、今のこいつは時速二〇〇キロで走るナマケモノだ。

			「むっ、失礼。マユキだってたまには本気出す。今回はがんばるとき」

			「ただの自己紹介動画だぞ？」

			「マユキのチーズがかかってる。少しでも再生数を稼いで、毎日８Ｐチーズを食べられる日々を取り戻す」

			　エフィルとミツハの動画を撮るのに夢中ですっかり忘れていた。今回だけは、マユキはチーズのために本気モードだったのだ。

			　マユキは、しばらくご無沙汰しているお気に入りのチーズを思い出してよだれを垂らしていた。

			　マユキの大好物、某雪のマークでおなじみの８Ｐチーズ。

			　こっちの世界にもさまざまなチーズがあるが、マユキに言わせると８Ｐチーズの足元にも及ばないらしい。

			　お金に余裕があるときは、マユキへの報酬として一日ひと箱食べさせていたが、クレジットの限度額に到達してからは、それもお預け状態だった。

			　マユキは毎日うわごとのように、チーズチーズとうめいている。

			「ユウ、マユキはチーズのためならなんでもする。さあ、はやく。動画を撮るの」

			　おう、ならそのやる気があるうちに紹介動画を撮ろう。

			　いい感じに媚を売ってくれるとありがたいのだが……。

			「じゃあ、マユキ、今から始めるぞ」

			「ん。わかった」

			　そうして、俺は異世界実況を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　動画が始まると同時に住人たちが集まり始める。

			　コメントも出始めた。

			　

			『今日はマユキちゃんか』

			『キツネもふもふ』

			『きりっとしたマユキちゃんは珍しいな』

			　

			　マユキは最初からのメンバーだけあって、その知名度は高い。

			　いつもと違うなんてコメントが出てくるのがその証拠だ。

			　

			「えっと、まずは名前を教えてくれ」

			「マユキはマユキ。この世界を守る女神の眷(けん)属(ぞく)。異世界から来たユウを導くための案内役」

			「そう聞くと、なんかすごく見えるから不思議だ」

			「マユキはすごい。女神パワーも使える」

			　なんだ、そんなパワー見たことないぞ。

			「今度見せてくれよ、その女神パワー。すっごい気になるんだけど。というか今回の自己紹介で見せてくれないか」

			　俺がそう言うと、マユキがわなわなと震えた。

			　そして、すべてを諦めた表情で口を開く。

			「……わかった。その力は世界の理(ことわり)の外にある。三回使えばマユキは消滅する。できれば、使いたくない力。でも、チーズを食べるためなら……ユウ、マユキの命を削る力、ちゃんと放送してね」

			「いや、そんなに重い力なら使うなよ!?　なに、その無駄にシリアスな設定!?」

			　思わず突っ込む。

			　さすがの俺だって、再生数を稼ぐために命を消費する力なんて使わせたりしない。

			「ん。ならやめとく」

			　危ないところだった。

			　住人たちもさすがにコメントでやめろと連呼している。

			　根は悪い奴らじゃないのだ。マユキを無駄死にさせろとは言わない。

			「じゃあ次の質問だ。マユキの年齢は」

			　エフィルのこともあるので、若干警戒しながら訊(たず)ねる。

			　このロリ駄ギツネさんが俺より年上だったらどうしよう。

			　だが、たとえ長寿でロリババアであっても、全国区のキツネ耳美少女。

			　数百歳と言われても驚きはしない。

			「マユキは、一三歳。眷(けん)属(ぞく)的には大人」

			「意外に普通だな！」

			　見た目通りすぎて、逆に驚いた。

			　ああ、駄目だ。なんか変にテンションがあがる。

			　

			『一三歳か。Ｒ－18に引っかかるな』

			『ぺろり、これは非合法ロリ』

			『お兄ちゃんって呼んで、呼んでくれたらお兄ちゃんのチーズあげるから』

			『真性のロリっ子で大満足でごわす』

			　

			　まさかのそれ系の話題一色。

			　インターネット怖い。

			「そういえば、そもそも女神様ってなにをやっているんだっけ」

			「世界の管理。世界が滅んでしまわないようにしながら進化を促す。ただ、直接的な介入はできないし、この世界の人間になにかするのもすごく制限がある」

			「だから、別の世界の人間を呼ぶのか」

			「そう、自分の力で解決できない問題が発生したとき、英雄を選んで、案内役の眷(けん)属(ぞく)と一緒に送り込んで平和に導くのが女神様の役目」

			　そうなのだ。

			　そして……。

			「その選ばれた英雄こそが俺というわけだ」

			　ここはあえてカメラに向かって決め顔をする。

			　すると……。

			　

			『異世界終わった』

			『>>1が英雄とか本当に無理』

			『異世界終了のお知らせ』

			『女神様、あなた疲れているのよ』

			　

			　なんでやねん!?

			　俺がんばってるよね。魔族とか倒したし。

			　そんな俺の下にマユキがやってきてポンと肩を叩く。

			「どんまい。ユウはユウなりにがんばればいい」

			「なに、その若干諦めたような優しさは!?　逆に痛いんだけど！」

			　このキツネ、わざとやってやがる。

			　まあ、住人たちも楽しんでいるからいいんだけどな。

			「じゃあ、次だ。マユキの特技を見せるコーナーだな」

			「ん。じゃあ、ほいっと」

			　少女のマユキがその場で宙返り。

			　着地したのは少女ではなく、可愛らしい子ギツネ。

			　小さくてもふもふできゃわわわ。こゃーんと鳴いてポーズを決めて媚びる。マユキは本気だ。

			　尻尾(しつぽ)の先が白くてそこに黒いリボンが巻かれて良く似合っていた。

			「こっちが真の姿。でも、その気になればいろんな姿になれる」

			　その気になればいろんな姿？　それは初めて聞いた。

			　若干、興味がある。

			　たとえば……。

			「大人のマユキになることもできるのか？　二十代前半ぐらいの大人の魅力むんむんな」

			　マユキはとびっきりの美少女だ。

			　大人になれば、すごい美人になるに決まっている。少しその姿を見たかった。

			「できるけど、駄目」

			「その理由は？」

			「ユウが欲情する」

			　その言葉に俺は絶句する。

			　逆にネット住民たちは、同意の嵐。

			　大人のマユキちゃんは見たいけど、野獣と一緒はやめたほうがいいね。襲われるからって流れだ。

			　なんで、こういうときだけ物分かりがいいんだよ!?

			「じゃあ、最後にいつものやって終わろうか」

			「わかった。お外にいく」

			　子ギツネ姿のマユキはとてとてとてと小さな歩幅で外へ出ていく。

			　俺もその後に続いた。

			　俺たちのパーティはいつも馬車で移動している。馬車の中が地球で暮らしていた１Ｋの部屋だ。

			　だが、馬車はあっても馬はいない。

			　その馬がいない馬車がどうやって走るかと言うと……。

			「よいしょ、よいしょ」

			　小さな小さな子ギツネが、馬車を引いていた。

			　その姿は完全な動物虐(ぎやく)待(たい)。

			　何度見てもひどくシュールだ。

			「マユキ、なんども聞くが、それは辛くないのか」

			「マユキは力持ち。楽しいお散歩」

			　子ギツネの足取りは軽やかだ。

			　ネット住民も、新参者は動物虐(ぎやく)待(たい)と騒いでいるが古参連中は穏やかな気持ちで見ている。

			　そろそろ、上映終了の時間だ。

			「これで、俺の仲間、キツネ耳美少女のマユキの紹介は終わりだ。今までにあげた、エルフのエフィルの動画と、姫騎士のミツハの動画も合わせて見てくれ。それじゃ」

			　コメント欄に別れの挨拶と早くも次の動画の催促のコメントが並ぶ。

			　俺はそれを確認してカメラを切る。

			　いつもなら、ここでがんばってくれたマユキに８Ｐチーズを投げて子ギツネがダイビングキャッチを決めるのだが、今はそのチーズが買えない。

			　はやく、買ってやらないとな。

			　いつもやる気がなく、毒舌で心を抉ってくるうえに、大食感。

			　でも、マユキは根がいい奴で、なんだかんだ力を貸してくれる大事な相棒だ。

			　そんなことを考えながら、俺は馬車を眺めるのだった。

		

	
		
			第５話　住民たちは今日も平常運転

			　

			　今日は、再生数から収入を試算していた。

			　エルフのエフィル、姫騎士のミツハ、キツネ耳美少女のマユキの紹介動画は好評で、再生数をだいぶ稼いでくれた。

			　とくに、エフィルのチェーンソウを使ったマルタアートは大人気だ。

			　それもそうだろう、ロリ巨乳エルフが胸を震わせながらマルタを木熊に変えるシーンなんてインパクトがありすぎる。

			　ありとあらゆるまとめサイトに転載された。

			　それにより、新規のお客さんが一気に増え、すべての動画の再生数がうなぎ上りだ。

			　動画だけじゃなく掲示板のほうも盛り上がっていた。

			　だが――。

			　試算が終わった。

			　再生数がぎりぎり足りない。大きな進歩をしたが、あと一つなにかしらの動画が必要だ。なにか企画しないと。

			　いい考えが浮かばない。

			「少し息抜きが必要だな」

			　久しぶりに掲示板を見に行こう、あいつらと久しぶりに盛り上がりたい。

			　

			【Ａｍｏｚｏｎチートは】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【在庫切れ】part29

			　

			　おおう、いつの間にかパートが30近く。最後に見たときはまだ一桁だったのに。いったい、どれだけ進んだんだよ。

			　それにタイトルがひでええ。心を抉(えぐ)りに来てやがる。合っているだけによけい心にぐさっとくる。

			　

			413：1◆0UYgwhZXLvwt

			こんばんは。久しぶりにやってきた

			　

			414：名無しの無職

			英雄様がやってきたぞ

			　

			415：名無しの無職

			ひゃっはー

			慢心王のご登場だぜ

			　

			416：名無しの無職

			ハーレム王お久しぶりです

			　

			417：1◆0UYgwhZXLvwt

			あだ名が多すぎるだろ!?　せめてどれか一つに絞れよ!?

			　

			418：名無しの無職

			英雄（笑）

			　

			419：名無しの無職

			英雄（笑）

			　

			420：名無しの無職

			英雄（笑）

			　

			421：1◆0UYgwhZXLvwt

			なに、その無駄な一体感!?

			　

			　普段は好き勝手やりまくるのに、こういうときだけ住民たちは妙に息がぴったりになる。

			　俺はそんな空気を楽しみつつ雑談のように適当なことを書いていく。

			　すると、再生数が大丈夫かと質問された。

			　

			581：1◆0UYgwhZXLvwt

			微妙に足りないな。あと一つ何かヒット動画を作らないと駄目だけど、いまいちピンとこないんだ

			　

			582：名無しの無職

			テコ入れと言ったらあれしかないだろう

			　

			583：名無しの無職

			せっかく美少女が三人もいるんだしね

			　

			584：名無しの無職

			ここは水着回だろうＪＫ

			　

			585：1◆0UYgwhZXLvwt

			異世界で水着回を放送する意味がわかんねえよ

			　

			　

			　なにが悲しくてお色気動画を作らないといけないんだ。

			　しかし、俺の前でどんどんスレが流れていく。

			　なんと、かなりの人数が水着回を期待しているらしい。

			　だけど、彼女たちの肌を好奇の視線にさらすわけには……。

			　そんな葛藤をしている俺のところにマユキがやってくる。

			「ユウ、どう、再生数足りてる？」

			「微妙に足りないな。あともう一つ人気動画がないとってところだ」

			「そう、あれだけがんばったのに……。ユウ、しっかりして。Ａｍｏｚｏｎチートがないユウはただの弱い冒険者。並み以下。存在価値がない。はやく唯一の特技を取り戻すの」

			　その一言で俺は肩をぴくぴくと震わせる。

			　たぶん、マユキに悪気はないのだろう。

			　ただ、本音を言っているだけだ。だが、俺のプライドはいたく傷ついた。

			　今まで、水着回を遠慮していた気持ちが吹き飛んでいく。

			「いいだろう、次の動画をすぐにでも撮ってＡｍｏｚｏｎチートを取り戻してやる！」

			　おまえの肌を全国中継してやるわ。

			　なんならポロリまである。

			　俺は掲示板に光の速度で書き込む。

			　

			634：1◆0UYgwhZXLvwt

			皆様のご期待に応え、水着回を実施だあああ！

			　

			635：名無しの無職

			>>1はできる奴だって信じてた

			　

			636：名無しの無職

			>>1は俺たちの英雄

			　

			637：名無しの無職

			>>1エフィルちゃんの水着は小さめでおねがいしゃっす

			　

			637：名無しの無職

			>>1ミツハちゃんのために競泳用水着を買うからはやく欲しいものリストに加えろ！

			　

			　ははは、これで後戻りはできない。

			　俺は高笑いをする。

			「はい、これ」

			　そんな俺にマユキはマグカップを渡してくる。

			「これは？」

			「温かい紅茶。ユウ、大変だけどがんばって。マユキも応援してる」

			　心からの気遣いがこもった紅茶が手渡された。俺の好きな茶葉を選んで、丁寧に淹れてくれている。

			　そんなマユキを俺は売るのか？　この住民たちに。

			　俺の良心が悲鳴をあげる。

			　この駄ギツネ、なんでこんなときだけ優しいんだよ!?

			　うおおおお、心が、心が痛い。

			　そんな葛藤に気付くはずもなく、マユキが去っていく。

			　掲示板はお祭り騒ぎ。

			　今更、あとには引けない。

			　そうして、微妙に後悔しながら水着回の放送が決まっていった。

		

	
		
			第６話　エルフは全裸で泳ぐらしい

			　

			　ノリと勢いで水着回を開催することになった。

			　俺たちが今拠点としているマナタマの北には巨大な湖があるのでそこで撮影をする。

			　どうして海ではなく湖にしたかと言うと……。

			「塩水は嫌い。尻尾(しつぽ)がべたつく」

			　というマユキのキツネらしい事情によるものだ。

			　キツネにとって尻尾(しつぽ)は命、塩水で汚したくはないらしい。

			　そのマユキといえば、子ギツネモードになり馬車をせっせと引いている。

			　季節は夏で、かなり暑く、皆は水浴びをすごく楽しみにしているのだ。

			「水浴びなんて久しぶりです。故郷のエルフの村にいたころは、よく湖で水浴びや狩りをしていました」

			　エルフのエフィルが懐かしそうにつぶやく。

			　エルフと湖の取り合わせはなかなかいい。彼女がいることも海ではなく湖にした大きな理由の一つだ。

			　エルフに海は似合わない。なんかそういう偏見ってあるよね。

			「私も小さなころに避暑で大きな湖がある別荘に行ったことがあるわ。今日みたいな暑い日の水浴びは最高の贅沢ね」

			　今度はミツハが口を開く。

			　剣聖ミツハは家出をした貴族であり、俺たちの中では圧倒的なセレブだ。

			　避暑で別荘。そんなお嬢様ワードが出るあたりに業の深さがうかがえる。

			　俺もいつか言ってみたい。避暑で別荘に行く。あこがれのセリフの一つだ。そのためだけに別荘を作ってもいい。

			「水浴びって文化がこっちにもあるのは驚いたよ」

			　実を言うと遊びで水着を着る、泳ぐ、という文化そのものがないのではと疑っていた。

			　地球でもないところはない文化だし。

			　昨日、マナタマでお世話になっている町長の娘のリガーナにきれいで大きな湖がある場所を聞いて、息抜きに泳ぎに行こうぜと言ったところ、ミツハとエフィルは二つ返事で頷いた。

			　さらに、準備が必要かと聞いたら二人とも断った。ちゃんと水着を持っているのだろう。

			　ちなみに、今は三人ベッドに腰かけている。馬車は揺れるのでベッドという最高のクッションの上に座るのが一番楽、ここがベストポジションだ。せまいベッドで両手に華。よくぞ日本人に生まれけりみたいなノリで、よくぞ異世界に召喚しけり、なんて言いたくなってくるよ！

			「ユウ、この地方にも遊泳を楽しむ文化はちゃんとあるわ。ただ、水着姿になるのは少し恥ずかしいわね」

			　ミツハが少し照れくさそうに言った。

			　この世界に水着があるのは少し驚いた。変なところで技術が進歩している。

			「ミツハはスタイルがいいから、なにも恥ずかしがることないだろ」

			　実際、ミツハは胸が若干小さめだが長身で均整のとれた体つきだ。

			　いわゆるモデル体型というやつ。健康的なエロさだ。

			「そう言ってもらえるとうれしいのだけど、隣にエフィルがいるのよ。同じ女として、どうしても気になるわ」

			　ミツハの視線に釣られてエフィルのほうを見る。

			　彼女のほうを見ると、ぽかんとしている。ただ、彼女のもつご立派な胸はきっちりと自らの存在を主張していた。

			　たしかに、これと比べられたくはない。

			「あの、さきほどからユウ様もミツハちゃんも聞きなれない言葉を使っていて、話についていけません。教えてもらっていいですか？」

			「？　いいけど、なにがわからなかったんだ？」

			「水着ってなんですか？」

			　その一言で、俺とミツハの時間が止まる。

			　そして、俺はおそるおそる答える。

			「水着っていうのはな。泳ぐときに使う服だ。濡れても水を吸わない素材で作られることが多いぞ。だから泳ぎやすいんだ」

			　引きつった笑顔で、たぶんこの場ではあまり適さない回答をする。

			「そうなんですか。でも、そのために専用の服を作るなんて不思議ですね。裸で泳げばいいだけの話じゃないですか」

			　エルフすげえええええええ。

			　その価値観がすごいよ。

			　なんなの、そんなに肌を晒すことに躊躇(ためら)いがないの？

			　それなら今度……。

			「ユウ、考えていることが顔に出ているわ。もし、エフィルが許しても……私が許さないわよ」

			「モチロンデス。ボク、ヘンナコトナンテカンガエテナイヨ」

			　嘘です。ロリ巨乳エルフの裸見たいと考えてました。ごめんなさい。

			　ただ、問題はこれからどうするかだ。

			　さすがの俺も全裸で泳ぐエフィルをネットで配信するなんて鬼のようなことはできない。

			　だが、今から街に引き返して水着を購入すると一日無駄になる。

			　というか、今更ながらマユキのことが心配になってきた。あいつは水着があるのか!?　あいつも準備は大丈夫って言ってたけど。心配になってきた。

			　くそっ、Ａｍｏｚｏｎさえ、Ａｍｏｚｏｎさえ使えれば、今すぐ水着を買うのに。

			　どうしたらいいんだ。

			　落ち着け、落ち着け。そうだ、こういうときはネット民を頼ろう。いつものように！

			　さあ、掲示板を開こう。

			　スマホを持ち、トイレに行く振りをしてこの場を離脱した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　掲示板を開いた瞬間に絶句する。

			　いつも以上にタイトルがひどい。このセンスの良さをもっと別に活かせよ……。

			　

			【金のために】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【仲間の肌を売る>>1】part33

			　

			　

			245：1◆0UYgwhZXLvwt

			湖に向かっている途中だけどエフィルが水着をもっていないことが発覚

			このままじゃエフィルの水着動画が流せない

			ちなみにエフィルは胸がでかいエルフな

			　

			246：名無しの無職

			>>245　無能

			　

			247：名無しの無職

			死んで俺たちに詫びろ>>1

			　

			248：名無しの無職

			>>245 まあ待て理由を聞こうじゃないか

			　

			249：1◆0UYgwhZXLvwt

			前日にちゃんと湖に行くから水浴びの準備をしろと言って頷いてくれたんだけどな

			エルフは全裸で水浴びするから水着がいるなんて思ってなかったらしい

			　

			250：名無しの無職

			！！！！　エルフは全裸で泳ぐだと!?

			　

			251：名無しの無職

			女神様、俺を異世界に連れて行ってください。エルフの村の近くを希望です

			　

			252：名無しの無職

			>>249 心配して損をしたじゃないか。やれやれ驚かさないでくれよ。【～エルフ全裸で泳ぐ、おまえ撮影する、わたしたち元気になる～】

			　

			253：名無しの無職

			>>252　神はここにいた

			　

			254：名無しの無職

			>>252　鬼才あらわる

			　

			255：1◆0UYgwhZXLvwt

			>>252 できるか！　エフィルの裸を流すぐらいなら水着回中止にするわ！

			　

			　俺は、そこまで堕(お)ちてない。人として譲れない一線はある。

			　住民たちには大変不評で、非難が続出する。

			　だが、俺は折れない。折れるわけにはいかない。エフィルの貞操は俺が守る！

			　

			331：1◆0UYgwhZXLvwt

			実際問題、水着が手に入らないなら水着回は放送中止だからな

			Ａｍｏｚｏｎがクレジットの限度額超えていて使えないけど何かいい方法ないか？

			裸は論外だからな

			　

			332：エルフ好きの無職◆zxk2MMCzuI

			君、欲しいものリストにメジャーを追加したまえ。それでエフィルたんのスリーサイズと身長を測るのだ

			スリーサイズの図りかたも知らない君のために参考になるサイトも貼ろう

			私が彼女のために水着を選び指定をするから後ほど欲しいものリストに加えたまえ

			　

			333：1◆0UYgwhZXLvwt

			>>332　いいのか。水着は高いぞ。あとその名前はやばいだろ

			　

			334：エルフ好きの無職◆zxk2MMCzuI

			リアルエルフに吾輩の選んだ水着を着てもらえるのなら安いものさ

			さあ、行くんだ。はやく、スリーサイズを、スリーサイズをここにいいいいい！

			　

			335：名無しの無職

			この変態……できる（驚愕）

			　

			　あっ、駄目だ。あかんやつだ。

			　だが、背に腹は代えられない。数字ぐらいは晒そう。

			　

			336：1◆0UYgwhZXLvwt

			あんまり、変な水着だと欲しいものリストに入れないからな

			　

			337：エルフ好きの無職◆zxk2MMCzuI

			ふっ、清楚な水着にあのハレンチなボディを押し込めるからこそ醸し出される妖艶さが彼女の魅力

			我を見くびらないでもらおうか！

			　

			338：1◆0UYgwhZXLvwt

			おっ、おう

			　

			　よくわからないが、キワドイ水着が選ばれることはないのだろう。

			　メジャーをほしいものリストに入れると光の速さで購入され、俺の手の中に現れる。

			　トイレから出た俺はベッドに座るエフィルとミツハに近づく。

			　さあ、計測タイムだ。

			「ユウ様、どうしたんですか？　そんなに見つめられると照れてしまいます」

			　エフィルは顔を赤くして目をそらした。

			　可愛い。それにどこかエロい。そんなエフィルを見つめる。

			　落ち着け、落ち着け。ただサイズを測るだけだ。

			　やましい気持ちなんて俺にはない。

			　相変わらず、馬車の振動でエフィルの胸が揺れている。

			　ごくりっ。自然と喉が鳴った。だいたい、ベッドの上に美少女というシチュエーションがすでにやばい。

			　男なら覚悟を決めろ。

			　さあ、今こそ勇気を出して……。

			「ミツハさん、どうかこの道具を使ってエフィルさんの体を測ってもらえないでしょうか。水着を手に入れるために必要なんです」

			「ええ、いいわ。でも、なぜ敬語なのかしら？」

			「聞かないでくれ」

			　そうして俺は勇気を出して欲望に打ち勝った。

			　ふふふ、あえて手を出さない勇気。それこそが俺に必要だったのだ。

			　けっして、ヘタレて逃げたわけじゃない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからミツハに測ってもらった数字を掲示板に書き込み、ネット住民たちがあまりのサイズに大騒ぎになったり、エルフ好きの無職以外にも自分が選んだ水着を着せたいという住人が続出。エフィル抜きにして人気投票を開始。

			　だが最終的には、人気投票の結果をすべて無視して彼女自身に選ばせるというやり方にした。あまりにも住民たちの欲望が強すぎたのだ。あんな紐(ひも)をエフィルに着せるわけにはいかない。

			　それにエフィルが決めたのなら誰も文句は言えない。

			　エフィルが選んだのは、可愛らしいワンピース型の水着だった。

			　……それは驚いたことに、あのエルフ好きの無職が選んだもの。

			　そのことで、エルフ好きの無職先生は一目置かれるようになったのだが、それはどうでもいいことだろう。

			　エフィルも水着の必要性はわかっていないが、可愛い服が着られると喜んでいた。

			　その仕草を、服を購入してくれたエルフ好きの無職のために動画として流す。

			　短い動画だが、きっと喜んでくれるだろう。

			　そうして、湖への旅は続く。

			　きっと、もう問題はない！　ないはずだ！

		

	
		
			第７話　水着回はじまるよ！

			　

			　水着事件の後も俺たちを乗せた馬車は走り続けていた。

			「ユウ、あと三〇分ぐらいでつく。疲れてきたけどこのままいく」

			　マユキの声が響く。

			「悪いな、もう少しだけがんばってくれ。ついたら隠し持っていた８Ｐチーズをあげるから」

			「うそ……チーズがあればマユキの鼻から逃れられるわけがない」

			「ははは、人類の英知を舐めるなよ」

			　マユキにつまみ食いされないように俺が食べる分は冷凍庫の奥深くに隠している。そうすれば匂いが抑えられるうえにマユキは冷蔵庫のほうしか探さない。見つかるわけがないのだ。

			「悔しい。でも、久しぶりの８Ｐチーズ。マユキ、がんばる」

			　馬車のペースがあがる。

			　こんなに喜んでくれて俺としてもうれしい。

			　あのめんどくさがりのマユキが湖まで俺たちを運んでくれている。

			　これもすべて再生数をあげて、Ａｍｏｚｏｎチートを復活させるため。俺もがんばらねば。

			　実はマユキ相手に一つ秘密ができた。恐ろしいことに気付いてしまったのだ。

			　……言えない。マユキはあくまで８Ｐチーズ目当てでがんばっているだけであり、ほしいものリストに８Ｐチーズを入れといたら誰かが買うんじゃないかな、とか。

			　マユキのやる気を維持するために知らないほうがいいことだってあるのだ。うん。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さらにしばらくして湖についた。

			　掲示板で動画開始の連絡をする。

			　俺は馬車から出る前に上着とズボンを脱ぎ捨てる。

			　ミツハが顔を赤くして手で顔を隠す。だが、指の隙間からしっかり見ている。このむっつりさんめ。

			　だが大丈夫だ。ちゃんと下に水着は穿いている。

			「俺は先に外に出ているから着替えが終わったら来てくれ」

			「ユウ様、かしこまりました」

			「そうね、あまり待たせないようにするわね」

			　今から二人の水着姿が楽しみだ。二人とも文句なしの美少女なのだから。

			　俺は期待に胸を膨らませながら馬車を降りた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「チーズ!!」

			　元気のいい声をあげて、子ギツネが俺の足の周りをぐるぐる走る。

			　マユキだ。

			　少女の姿に戻らず、キツネ形態のままこっちに駆け寄ってきた。

			　キツネまっしぐら。

			「よーし、マユキ。チーズだぞ」

			「こーん♪」

			　俺は８Ｐチーズを放り投げる。マユキは鮮やかに飛び上がり空中キャッチ。

			　キツネ特有のしなやかさによる美技。

			　子ギツネ姿のマユキは本当に天使だ。

			「おいしい。久しぶりの８Ｐチーズ。駄目、マユキはこれがないと駄目なの」

			　キツネ尻尾(しつぽ)をぶるんぶるん振ってマユキはご満悦だ。

			　こんなふうに喜ばれると、俺も毎日８Ｐチーズを食わしてやりたいと思ってしまう。

			　はやくＡｍｏｚｏｎチートを復活させねば。

			「ほら、マユキ、ごろごろだぞ」

			「くすぐったい」

			　いつもは嫌がるお腹なでなでも受け入れてくれる。

			　さて、そろそろ撮影を開始しようか。

			　俺はスマホを取り出し掲示板で配信開始を通知してから、撮影を開始した。

			「おまえら、湖だ。でかくて、きれいだ。魚がここからでも見えるぞ。この美しい湖を堪能してくれ」

			　俺たちがたどり着いた湖。

			　そこはかなりでかかった。対岸が見えない。

			　なによりもきれいだ。水が透き通っている。魚たちが泳いでいる姿が楽しめるし、底にある石までわかる。

			　ここまで美しい湖は、もう俺の世界には残っていないだろう。

			　この湖を見れば、すさんで、汚れて、ひねくれて、ねじ曲がって、傷ついて、おかしくなった住民どもの心も少しは浄化されるだろう。

			　ひんやりしてそうで、すぐにでも入りたい。

			　

			『俺たちは自然よりも美少女が見たいんだよ』

			『脱げ！　脱げ！　脱げ！』

			『>>1のパーティには露出が足りない。ミニスカでパンツを見せながら戦うべき』

			『おら、はやく水着美少女連れて来いや！』

			　

			　住民たちはこんなきれいな湖を見てもなにも変わらない。人間って醜(みにく)い。

			　俺が人間に絶望していると、足音が聞こえた。そちらを向くと水着姿の美少女が二人いた。

			「ユウ様、この服、可愛いです。見てください」

			　エフィルが笑顔で駆け寄ってくる。

			　その身に纏(まと)っているのは可愛らしいワンピースの水着。

			　露出は多いほうじゃない。だが、圧倒的な質量を内包したそれはただの可愛いではない。エロ可愛いに進化している。

			　エルフ特有の真っ白く美しい肌と相まって、押し倒したいほど……ごほんっ、ごほんっ、妖精のような魅力にあふれていた。

			　

			『待ってましたエロフさん』

			『オークがエルフを襲う意味がよくわかりました』

			『これはオークさん無罪ですね』

			『ぶひいいいいいいい、俺がオークになるぶひいいいいい、孕(はら)ませるぶひいいいい』

			『黙れ白豚』

			『はっはっはっ、うっ――。君たちレディに向かってなんて失礼なこと言うのだね』

			『賢者様は黙って』

			　

			　住民たちにも大好評だ。その気持ちはわかる。

			　

			「ユウ、その……変じゃないかしら」

			　ミツハが声をかけてくる。

			　彼女はセパレート型の水着だ。大人しめのデザインだが、品が良く彼女の魅力を引き立てている。

			　スタイルのいい彼女にはぴったりの水着だ。健康的なエロさ。はかどる。

			　とくに、腹筋とへその美しさと来たら……たまらぬ。

			「ミツハもきれいだよ。驚いた」

			「そう言ってもらえるとうれしいわ。ユウ、はやく泳ぎましょう」

			　

			『剣聖様、さすがの肉体美』

			『ふっ、ふつくしい』

			『きれいなお姉さんは大好きです』

			『蹴られたい』

			『いや、ここは俺が』

			『いやいや俺が』

			『なら俺が』

			『『『絶対に譲らない』』』

			　

			　こちらも大好評だ。

			　時間が経ってくると女性のコメントも増えてくる。そこにはあこがれや、かっこいいというものが含まれていた。

			　気持ちはわかる。たとえ女でもミツハには見(み)惚(と)れるだろう。

			　ふふふ、住民(外なる神々)どもよ嫉妬するがいい。

			　俺はこの美少女たちと旅をしているのだ。

			　そういえば、肝心の一番人気は何をしているのだろうか？

			　マユキのほうを見ると水着ではない。

			　というか、少女ですらないキツネ姿のままだ。

			「マユキ、おまえも水着に着替えてきたらどうだ？」

			「その必要はない」

			「まさか、エフィルみたいに裸で泳ぐなんて言わないよな？」

			　一応、マユキには人間じみた恥じらいがあったはず。風呂を覗こうとして怒られたことがあったもんな。俺はロリじゃない。別にマユキ目当てじゃないんだからね！　一緒に入っていたエフィル目当てなんだから！

			「その通り、マユキは裸で泳ぐ。それが一番気持ちいい。せっかく湖に来たし、ここでおしゃべりはもったいない。さっそく泳いでくる」

			　な、ん、だ、と。

			　そんな、バカな。

			　

			『ひゃっほううううううう、さすがマユキ様だぜ』

			『女神様の眷(けん)属(ぞく)は伊達じゃねえ、マユキちゃんこそが俺たちの女神だ』

			『俺、実はロリコンなんだ。ロリコンに生まれて良かった』

			『>>1よ。もしここで撮影を止めたら殺す。絶対に殺す。死んでも殺す』

			『マユキちゃんが一番だってずっと信じてました』

			『キツネ美少女全裸遊泳ktkr』

			　

			　マユキは湖に向かって走る。

			　俺の制止を聞きもしない。

			　そして、裸で湖に飛び込んだ。気持ちよさそうに泳ぐ。

			　もちろん、カメラは回り続けていた。

			　俺は、あ、あ、あ、とその場でまぬけな声を出し、そして叫んだ。

			「こんなことだろうと思ったよ！」

			　たしかにマユキは全裸で湖に向かって飛び込んで、そのまま泳いだ。

			　だけど、だけどさ。

			「子ギツネのままなら恥ずかしくないよな！」

			　そう、マユキは一度も少女の姿になっていない。

			　動画内では、湖で気持ちよく子ギツネが犬かきするという、エロスの欠片もないほのぼの映像が中継されているのだ。

			　

			『のおおおおおおおおおおおお』

			『マユキちゃんにいいように弄(もてあそ)ばれてしまったのか……』

			『実は俺途中から気付いてたんだ』

			『俺も』

			『これはこれで可愛い』

			『キツネ超可愛い』

			『もっふり犬かきはむしろご褒(ほう)美(び)』

			　

			　ネットは阿鼻叫喚だ。

			　子ギツネの犬かきを見て喜んでいる人も意外と少なくない。

			　一応、本人に聞いてみよう。

			「マユキ、一応聞くが、なんで人間の姿にならないんだ」

			「ん。この姿のほうが水が気持ちいい。それに……」

			「それに？」

			「この姿じゃないと泳げない」

			　表情は子ギツネでわかりにくいが、恥ずかしそうな声。

			　それは一部の住民(大きなお友達)に大好評だった。

			　局所的な騒ぎになる。

			　俺は苦笑する。エフィルとミツハも同じような表情を浮かべていた。

			「二人とも、俺たちも泳ごうか」

			「賛成です。あんなに気持ちよさそうに泳がれたら我慢できないです」

			「そうね。私も泳ぎたいわ」

			　三人で湖に向かって駆けだす。

			　さあ、冷たい湖を楽しもう。

			　ちなみに、カメラもスマホも防水仕様だ。すごいぜ日本の技術。

			　たっぷりと湖を楽しもう。

		

	
		
			第８話　避暑に最適な湖が貸し切り。そんなうまい話があるわけが……

			　

			　水着回。

			　それはアニメで唐突に割り込んでくるテコ入れ。

			　ちなみに俺はあまり好きじゃない。本筋に関係ない話を突っ込んでくるんじゃねえよ。テンポが悪くなるだろうが、テンポが。

			　と思ってはいるが、それはそれ、これはこれ。

			　俺は異世界実況の再生数を稼ぐために大絶賛、水着回を放送していた。

			「ユウ、ひんやりして気持ちいい。湖最高」

			　マユキが全裸で泳ぐ。

			　気持ちよさそうに目を細める。

			　まあ、全裸って言っても子ギツネ姿で犬かきだけどね！

			　一応、再生数には貢献している。水着美少女に興味がない層もいれば、子ギツネ状態のマユキのファンもいる。

			　コメントでも一部の濃い人たちが大騒ぎしている。

			「ユウ、競走しましょうか。向こうの岩まで」

			「ふふふ、小学校時代にスイミングスクールに通っていた俺に勝負を挑むとは身の程知らずめ」

			　俺の数少ない……ごほんごほん、珠玉の特技の一つに水泳がある。

			　たしかにミツハは身体能力が優れている。だが、日本の水泳技術を舐めてもらっては困る。世界最速の泳法、クロール。さあ、俺の速さを見せつけてやるぜ！

			「小学校？　スイミングスクール？　よくわからないけど、合図は私が出すわ。スタートと言えば飛び出して。口にする私が有利だからあなたが泳ぎ始めてから私が泳ぎ始めるわね」

			「俺相手にハンデとはいい度胸だ」

			　その油断。後悔させてやる。

			　そして、俺たちは構えをとった。

			「スタート！」

			　ミツハの声が響く。

			　俺は勢いよく泳ぎだす。石までの距離はおおよそ三〇メートル。

			　この距離なら禁断の必殺技を使える。

			　それすなわちノーブレス。息継ぎで顔を出せば抵抗を受けてスピードが落ちる。

			　水泳においての最速は間違いなく息継ぎなし。この距離ならそれができる。

			　最初から最後まで圧倒させてもらおう！

			「がばごぼ(なんだと)」

			　そんな甘い幻想は一瞬で打ち砕かれる。

			　開始五秒後にはミツハが前に出た。

			　どんどん引き離される。

			　彼女の動きは美しかった。しなやかで無駄がない。泳ぎ方はバタフライに似ている。

			　後ろ姿がエロい。ケツが、足が。

			　って見(み)惚(と)れている場合か、負けてたまるか。まだ俺は負けてない。

			　ここから逆転だ。

			　だが、そんなことが起こるわけもなく。最後まで差をつけられ、俺は敗北した。

			　ゴール地点の岩は大きく、二人並んでもゆったり座ることができた。

			「ぜぇぇぇは、ぜえは、ぜええは」

			「ユウ、すごいわね。あんな泳ぎ方初めて見たわ」

			「それはどうも。クロールって泳ぎだ」

			「一度試してみたいわね」

			「負けた泳ぎだぞ」

			「泳ぎ方と勝敗は別問題よ」

			　違うんだ。そんなことわかっている。問題は……。

			　俺が言葉を見つけられないうちにミツハは湖に飛び込み、ろくに教えてもないのにクロールを披露する。

			　何が悲しいかって俺よりも明らかにレベルの高いクロールってことだ。

			　泳ぎながらどんどん改良されていく。

			　そして五分もするころには完璧にマスターしていた。クロールをマスターしたミツハは俺と競走したときよりも明らかに速い。

			「ふう、まあ動画になってないから別にいいんだけどね」

			　カメラは、ゆっくりと泳いでいるはずのエフィルのほうを向いているはず。防水カメラと防水イヤホンだが、少しでも抵抗をなくすために外した。

			　だから、俺の醜態は流れない。

			　ぽんぽんと肩を叩かれる。

			　すると、マユキがいた。少女形態だ。

			　なぜか、ちゃんと水着だ。赤と白の少女らしい可愛さを引き出す面積の広い水着だ。

			「なんで水着なんだ」

			「マユキは女神の眷(けん)属(ぞく)。服はいつも不思議な力で作っている。だいたい、普通の服ならキツネモードになったときに置き去りになる。形状を変えるぐらいは余裕」

			　子ギツネ姿でしか泳げないマユキはキツネモードで湖を渡り、人の姿になってから俺に話しかけてきたのか。

			　問題はなんでこの駄ギツネがそこまでしたかだ。

			「ユウ、安心して。ばっちり撮影した」
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			　まさか、まさか、こいつは。

			「見事な負けっぷりだった。住民たちも喜んでる」

			　スマホを取り出しコメントを確認する。

			　

			『>>1さん無様』

			『スイミングスクールｗｗｗｗｗ小学校ｗｗｗｗｗ自慢のポイントすら無様ｗｗｗ』

			『ミツハたんは泳ぎすら美しい』

			『世界が獲れるレベル』

			『>>1は身の程をしるべき』

			　

			　こいつらはいつも厳しいな！

			　なんなの、俺に恨みでもあるのか。

			「なあ、マユキ」

			「礼には及ばない。これでまた再生数が増えた」

			「ただで済むと思うなよ」

			「じゃあ、マユキはひと泳ぎしてくる」

			　マユキはその場にカメラを置き、子ギツネ姿に戻って再び湖にダイブ。

			「逃がすかあああああ」

			「しつこい。キツネ虐(ぎやく)待(たい)！」

			　その後、マユキを相手に壮絶な鬼ごっこ。

			　結局逃げ切られたうえ、岩の上からしっかりと撮影されて、犬かき以下ｗｗｗｗと笑われたのはまた別の話だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はあ、はあ、はあ」

			　マユキのせいで無駄に疲れた。

			　陸に上がった俺はカメラとイヤホンを着けなおし休憩する。

			　そういえば、エフィルは何をしているのだろう。

			　そんなことを考えていると、エフィルが水面から顔を出した。

			「あっ、ユウ様。大量ですよ」

			　彼女の手には木の長い棒に紐(ひも)でナイフを括り付けたモリがあり、その先端には魚が刺さっていた。

			　彼女は器用に魚を外すと網の中に魚を入れて再び潜る。

			　えっ、あの子は漁までできるの？　さすがはエルフ。サバイバル力が高い。

			　俺は水中の様子が気になって潜る。

			　このカメラは防水なので水中の様子まで撮れる。

			　エフィルが水中でモリを構え、突いた。モリは魚をしっかりととらえる。エフィルが地上に向かって浮上する。

			「ぷはっ、ふう、この湖はいいですね。獲物がたくさんです」

			「魚獲りがうまいんだな」

			「当然ですよ。小さなころからやってますから！」

			　ドジっ子なのに、狩りとなるとむやみやたらに俊(しゆん)敏(びん)になり隙がなくなる。

			　あれ、もしかして俺が一番パーティの中で体力がない!?

			　少しは体を鍛えないと。

			「これだけお魚がたくさんいて、冷たくて気持ちいいのに他の人たちがいないなんて不思議ですね」

			「そういえば、そうだな。漁師とか、観光客とか、そういう奴らがいてもおかしくないのに」

			　なんか、嫌な予感がしてきた。

			　俺はちゃんと、いい湖がないかをリガーナに聞いた。

			　いや、違う。ちゃんと思い出せ。

			　俺が聞いたのは、この辺りで一番大きくてきれいな湖はどこか、ということだ。

			　つまり、リガーナはそれ以外を考慮していない。

			「なあ、エフィル。あの看板は見えるか」

			　俺は一枚の看板を指さす。

			「見えますね」

			「たしかエフィルは文字が読めたよな」

			「ええ、ちゃんと読めますよ」

			　ちなみに俺はこっちの世界の文字を読むことはできない。

			　だから、看板があったことには気付いても、内容は読めていなかった。

			　まあ、こういう場にある看板ってあんまり大したこと書いてないよね。

			　足元に注意しろとか――

			「えっと、待ってくださいね。こう書いてます。デス・クラーケンが出るので湖に入らないでください。死にます」

			「デス・クラーケンって？」

			「さあ、なんでしょうね。ただ、一つ言えるのは」

			「言えるのは」

			「デスって名のつく生き物にろくなものはいないってことです」

			　俺とエフィルは頷く、そして岸を目指す。

			　俺は声を張り上げた。

			「マユキ、ミツハ、陸にあがれ。ここにはデス・クラーケンが出るぞおおおおおお」

			　俺たちよりも陸に近いところにいた二人が目を見開き全力で陸を目指す。

			　あの二人がその反応!?

			　どう考えてもやばいだろう。

			　ようやく陸にたどり着く。エフィルと二人で安(あん)堵(ど)の息をもらし、念のため陸から少し離れた。

			「なんとか逃げ切れましたね」

			「ああ、デス・クラーケンが現れなくて良かった」

			　二人で腰を落として湖を眺める。

			「きゃっ、ユウ様のエッチ。いきなり足をつかまないでください」

			　エフィルが顔を赤くして、変なことを言った。

			　俺は足なんて掴んでいない。

			　嫌な予感がする。

			「エフィル、俺は足なんて掴んでない」

			「それって、もしかして」

			　ゆっくりと二人でエフィルの足を見る。彼女の足には何かが巻き付いている。

			　そして、すごい勢いで引っ張られていた。

			「エフィル、俺の手をつかめ」

			「ユウ様！」

			　エフィルを全力でひっぱる。少しでも陸から離れるために。てか、こいつ力が強いな。

			　しびれを切らせて何かが水の底から出てくる。

			　なんか、平然と陸の上を歩いてるんだけど!?

			「イカじゃねえええか!?」

			　思わず叫ぶ。なにあれ、イカの化け物かよ。

			　でか、本体五メートルぐらいないか？

			　だいたい、ここは湖であって海じゃない。イカがいるっておかしいよね。

			「助けてください、ユウ様」

			　エフィルが涙目で叫ぶ。

			　このイカを倒すための方法は、なにかないのか!?

		

	
		
			第９話　触手はいつも男のロマン

			　

			　まさかのイカの化け物の出現だ。

			　陸にたどり着いて安心してたら、普通に出てきてエフィルを掴んできた。

			「ユウ様、もういいです。離してください。このままだとユウ様まで」

			「離してたまるか食われるだろ！」

			　エフィルの足にはイカの化け物が伸ばした触手が絡んでいる。

			　美少女、触手、この単語には一定の魅力があるが、今この場で興奮する余裕はない。
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			『触手！　触手！　触手！』

			『やめて、そんなところ入ってこないでええええ』

			『美少女エルフ＋触手＝妊娠』

			『いや、普通に食われるだろこれ。やばいって』

			　

			　住人たちは、こんな状況でもいつも通りだ。

			　ああ、駄目だ。向こうのほうが力が強い。

			　なんとかしないと。

			「ユウ、今すぐそっちに行くわ」

			　先に陸にあがって、少し離れた位置にいたミツハが俺たちの窮地に気づいて声をかけてくる。

			　来てほしい気持ちはあるが我慢だ。

			「ミツハははやく剣をとりに馬車に戻れ！」

			「でも二人が」

			「打撃が効かない相手だ。おまえでも素手じゃ無理だ」

			　イカのふにゃふにゃした体には打撃が効かなさそうだ。

			　そりゃ、この綱引きにミツハが参加してくれれば多少は楽になるだろうが、心のなかのミ〇トさんが『それって根本的な解決になりませんよね？』ってささやいている。今回においてはそれが正しい。

			「わかったわ。すぐに戻ってくる」

			　ミツハは全速力で馬車に向かった。

			　ってか、なんとかしないと。

			　イカの弱点とかあるんだっけ？

			「誰か、イカの弱点を教えてくれ！」

			　全力で叫ぶ。

			　この叫びは住民に向けたものだ。

			　ネット民ならなにか知っているかもしれない。

			　

			『イカの弱点なら塩だな。急激な塩分濃度の変更に奴らは弱い。細胞が壊れる』

			『なんで即答できんだよ』

			『君たちとは違うのです。君たちとは』

			　

			　いい返事だ。塩か。

			「塩なら、まだ買える！」

			　クレジットカードを限度額いっぱいまで使ったといっても、残額がゼロというわけではない。数百円ぐらいは残っている。

			　問題は、スマホを操作するために片方の手を離さないといけないことだ。片手で耐えられる自信がない。

			「ユウ、マユキを忘れている」

			　いつの間にか、マユキが近づいてきて俺のスマホをすっと抜き取り操作する。

			　彼女はスマホの使い方をマスターしている。すばやく操作して塩を五袋買った。

			「でかした、マユキ！」

			「でっ、この塩をどうするの」

			「エフィルにぶっかけろ」

			「ん」

			　マユキが業務用の塩の袋をやぶり、丸ごとエフィルにぶちまけた。

			「きゃあああ、辛いです。いきなりなにするんですかぁぁぁあ!?」

			　ちゃんとエフィルに塩をまぶされたのを確認した俺は手を離す。

			　すごい勢いでイカの化け物がエフィルを引き寄せる。うわあ、軽く空を飛んでる。高レベルな俺と綱引きできるのなら、それぐらいの力はあるわな。

			　こんな化け物がいるんじゃ誰も湖に近づかないのも納得だ。

			「きゃあああああああああああああああああああ」

			　エフィルの悲鳴が響きわたる。

			　そして、ばくっとエフィルを口に含み……吐き出した。

			　弱点の塩を一キロまるごと口にしたイカの化け物はのたうちまわる。

			　これが住民のいう、急激な浸透圧の変化に弱いというやつか。ただ塩辛くて吐き出したようにしか見えないが。

			　何はともあれエフィルは解放された。

			　イカが苦しむ隙をついて全力で走って戻ってくる。

			「ユウ様、今のはあまりにもひどいじゃないですか！」

			「いや、触手にかけるのもいいかと思ったんだけど」

			「いいと思ったけどなんですか？」

			「こっちのほうが早いかなと」

			　イカに痛覚があるか怪しいし。あんがい触手なら耐えられるかもしれない。

			　だが、口の中に苦手な塩一キロなら大ダメージだと思ったのだ。

			「ううう、べちょべちょで気持ち悪いです」

			　エフィルの体は、イカの粘液まみれだ。

			　幸い、イカスミではないらしく黒く染まってないのが救いだ。

			　

			『ロリ巨乳な美少女エルフが粘液まみれ』

			『触手しばりもあったよ』

			『はあはあはあ、うっ』

			『これはＲ－18不可避』

			『いいぞイカもっとやれ』

			　

			　再生数がみるみる上がっていく。

			　本当に住民たちはエロに弱い。

			　これが水着回の魔力というやつか。

			　と、イカの化け物がようやく正気に戻った、怒りを込めた目でこっちを見てくる。

			「マユキ、塩をかぶっておけ。食われないで済む」

			「ん」

			　俺とマユキも塩をかぶった。

			　さて、これからどうするか。

			　奴の射程距離に入った、一〇本の触手が伸びてくる。

			　それは天高く掲げられ、振り下ろされる。すさまじい筋力と質量が加速して落ちてくるのだ。致命的な攻撃力がある。

			「これじゃ、塩かぶった意味ねええええええ、食べるつもりなくて叩き潰すつもりだろ!?」

			　餌にするつもりなら巻き付いて引っ張る。それなら塩様のおかげで防げるが、こう殴りつけられては無力だ。

			　あんなの躱(かわ)せるか。とりあえず防御しようと頭を抱える。

			　しかし、その触手は俺たちに届く前に両断された。

			　イカゲソがぼとりと地面に落ちる。

			「待たせたわね」

			　俺たちの前には、剣聖ミツハ・クライムットがいた。

			　黒の魔剣……ミリタリーマチェットを八本収納できるベルトを装備した戦闘態勢だ。

			「助かった、さすがはミツハだな」

			「まだ、終わってないわよ」

			　イカの魔物の切られた触手が生えてくる。

			　なに、あれ。そんな超回復ありえないだろ!?

			「あなたの鞄も持ってきたわ。それを使って」

			　ミツハが鞄を投げ渡してきて俺たちをかばうように前に出る。

			　そこに再び、触手が殺到する。

			　……まずいな。

			　ミツハはかつて受けた呪いから、振るった剣が壊れてしまう。

			　俺が彼女に渡したミリタリーマチェットなら、二回までは耐えられる。

			　ミツハの剣技の冴えはすさまじく、一振りで襲い掛かってきた触手をまとめて切り払ってはいるが、それでも八本の剣が使用不可になるまで十六回しか振るえない。

			　その間に奴の超回復が限界になってくれればいいが……そこに期待するわけにはいかない。

			　ミツハがこの鞄を渡してきたのはその間にあのイカをどうにかしろってことだ。

			　ふん、任せろ。なにせ俺は英雄。武器があればあんなイカ、恐れる必要はない！

			「くらえ、火炎瓶だ！」

			　焼きイカにしてくれる！

			　火炎瓶の口の周りにある布にチャッカマンで火をつける。

			　ちょうど今は、ミツハが触手を切り払ったところ。

			　これなら邪魔されることなく火炎瓶が届く。

			「いっけえええええええ！」

			　全力で投擲した。

			　ふふふ、俺は遊び人(ドリーマー)で筋力値は低い。だが……レベルがすごく高いのだ。なにせ、前回の魔族との戦いで何百匹も配下の魔物を葬ったからな。

			　同じく高レベルのミツハ相手には水泳競走で負けたが、十分強いのだ！

			　イチロー並みのレーザービームで火炎瓶が奴にぶちあたる。

			　あとは瓶が割れて中身が火種に引火。盛大に燃えるという寸法よ。

			　むにゅ。

			「へっ？」

			　イカの化け物にぶつかった火炎瓶は、それはもう優しく受け止められ、やわらかく地面に落ちる。地面も砂場で衝撃が少ない。当然瓶が割れたりしない。

			　ミスったーーーーー、イカ柔らかいんだった。

			　

			『>>1無様』

			『しょせんニートか』

			『当然の結果デツネ』

			『やだ、この子、かっこ悪い』

			『これにはイカさんもにっこり！』

			　

			　

			　わかっているよ！　傷口に塩塗り込むな。

			　ほんとどうしよう。

			「ユウ様、この調子で火炎瓶を投げまくってください」

			「いや、今の見ていただろう」

			「いいから、はやくしてください」

			　エフィルの目がマジだ。

			　珍しく怒っている。

			　エルフ独特の翡(ひ)翠(すい)色の眼が比喩抜きで輝いている。

			　俺は言われるがまま火炎瓶を三つ、次々になげた。

			　すると、エフィルはその一瞬後に小石をなげる。

			　火炎瓶がイカの化け物にぶつかる寸前、小石に追いつかれ砕かれる。

			　中身が盛大にイカの化け物にぶちまけられ、火種に引火。

			　イカが恐ろしい勢いで燃える。

			「ふふふ、よくもねちゃねちゃにしてくれましたね。お返しです!!」

			　やだ、エフィルが怖い。

			　というか、すごいな。俺が投擲した火炎瓶を、ぶつかる寸前のピンポイントでとらえるとか。

			　機械オタクの錬金バカだから忘れていたが、エフィルだってちゃんとしたエルフだったんだ。動体視力が異常にいい。狙撃はお手の物なのだろう。

			　

			『すげえええええええ』

			『>>1のパーティは>>1以外優秀』

			『それに比べて>>1は（諦め）』

			『>>1には動画撮影のお仕事があるから』

			『Ａｍｏｚｏｎでぽちるお仕事もな』

			　

			　うるさいよ！

			「ユウ、あのイカ、這いずりながら水に戻るつもり。トドメを」

			「わかった！　任せとけ」

			　火炎瓶の薬剤は多少の水では鎮火しないが潜られたらさすがに厄介だ。

			　俺は慌てて駆けだす。

			　手にあるのは、業務用塩三袋。

			　瀕死のイカの化け物に向かってその袋の中身をすべてぶちまける。

			　幸い、今は風上。塩が風に乗り奴に届く。

			「ソルト・スプラッシュ!!」

			　信じられないことに、ありとあらゆる装備を適正装備としステータス補正がかかる遊び人(ドリーマー)の能力により、塩すら武器と認識され俺のステータスで強化された。

			　強化された弱点の塩により、イカの化け物が断末魔の叫びをあげた。

			　ふう、厄介な敵だった。

			　今回ばかりはさすがの俺もひやひやしたぜ。

			「なんとか、倒しましたね」

			「人がいなかった理由がよくわかったわ。こんなのがいたんじゃ怖くて泳げないわね」

			「……異世界の湖怖いな」

			　口々に感想を言いあう。

			　本当に、異世界怖い。

			　そんな中、マユキがすごく嫌そうな顔で口を開く。

			「塩でべたべた、気持ち悪い。これが嫌で海じゃなくて湖にしたのに」

			「私もぐしょぐしょで気持ち悪いです」

			　塩塗れのマユキと、イカの粘液塗れのエフィルがそれぞれにすごく嫌そうな顔をする。

			「湖で洗い流すか」

			「ユウ、正気？　こんなのがまだいるかもしれない湖で？　マユキはいや。水の中で戦ったら死ぬ」

			　俺は言葉に詰まる。

			　たしかにそうだな。地上ですらやばかったのに。

			　まあ、馬車に戻ってシャワーだな。

			　そう考えていると場違いな声が響いた。

			「あんら、湖の主、たおしちまっただか。ありがてええ、これでまた漁ができるさ」

			　おばちゃんの声だった。

			　日本でも田舎にいそうなおばちゃん。

			「これ、もしかして一匹しかいないんですか？」

			「んだんだ。ある日突然住み着いてな。それ以来、ぜんぜん漁さできねえで困ってたんだ。あんたら、よく倒してくれたな。本当に助かっただ」

			　俺のもとに来て手を握りぶんぶんと振る。

			　まあ、エフィルがあれだけ簡単に魚をたくさんとることができた湖だ。付近の人たちも漁がしたいに決まっている。

			「倒してくれたお礼さしてえ、おら、温泉旅館さやってんべ。ただでええから来てくれろ」

			　温泉!?

			　そんなものがあるのか。

			　俺とマユキは顔を見合わせ、親指をぐっとたて、温泉を知らないエフィルとミツハは首をかしげる。

			「是非、行かせてください。温泉は最高です」

			「わっけえのに、よくものさ知ってんね。おら、しばらく山菜とってくるからそれ終わったら案内すっべ」

			　なるほどここには山菜を獲りに来たのか。

			　俺は頷き、一度おばちゃんと別れる。

			「というわけだ。あれは主で一匹しかいないらしい。泳ぎなおすぞ」

			「安心しました。すぐに洗い流してきますね」

			「ん、マユキもキツネ尻尾(しつぽ)にもふもふを取り戻す」

			　エフィルとマユキが湖に飛び込んでいく。

			　そこからは普通に、水浴びを楽しんだ。

			　無邪気にはしゃぐ美少女たち。なかなか絵になる。

			　いろいろとトラブルはあったが、それすらもいい材料になった。

			　水着＋イカの化け物回となった放送は過去最高再生数を記録した。

			　触手と粘液さんの力はすさまじい。

			　さて、これからは温泉だ。

			　もしかしたら俺は、伝説のＫＯＮＹＯＫＵを楽しめるかもしれない。

			　最高に楽しみだ。

		

	
		
			第10話　水着回の次に即温泉回をいれるという自由

			　

			　水着回を終えたあと、しばらく湖で遊泳を楽しんでから馬車に戻り、着替えをする。そして、イカの化け物の魔石とレアドロップらしいクラーケンの眼という宝石を回収する。

			　さすがは異世界。真っ黒くて魔力を纏(まと)う宝石っていうそれらしいものがある。

			　すでに実況は終えてある。

			　住民たちは温泉回も放送しろとごねているが、それは丁重に断った。

			　俺にも分別はある。水着ＯＫでも全裸はＮＧ。

			　人として道から外れることはしない。

			　第一、彼女たちの肌を見せるのには、やはり抵抗があるのだ。

			　女神パワーとやらで一瞬で着替えが終わるマユキと違い、エルフのエフィルと剣聖のミツハはシャワー室でお着換え中。

			　その間にスマホを立ち上げ、再生数をチェック。

			　小さくガッツポーズ。

			　これで、引き落としに耐えられるだけの収入に届くはずだ。

			　無事、クレジットの引き落とし日を迎え、Ａｍｏｚｏｎチートが復活するのだ！

			　長かった、本当に長かった。

			　喜びを噛みしめる。

			　今から何を買うかを考えておこう。

			「ユウ、少し話がある」

			「なんだい、マユキ？　ハハハ、なんでも言ってごらん」

			　爽やかに俺は微笑みかける。今ならなんでも許せそうだ。

			「気持ち悪い」

			　マユキがジト目で俺を見てくる。

			　そんなことすら気にならない。

			「ははは、そうかい。それで、なんのようだい」

			「……やっぱり気持ち悪い。まあ、いいの。ユウ、そろそろ試練が来る」

			「試練？」

			「ん。ユウは英雄になる宿命のもとに生まれている。自分から問題に首を突っ込んでいるうちはいいけど、一か所に留まり続けてだらだらしてると問題が発生する」

			「嫌な予感がしてきたんだけど」

			「英雄が怠けるのを防ぐため強制的に成長を促すイベントが起こる。試練が発動すると、全力でやっても死にかねない極限状態に追い込まれるから、自分から英雄になるためにがんばる行動を起こしたほうがいい」

			「女神様、相当性質(たち)が悪いな!?」

			　すべてを許せそうな広い心が吹き飛んだよ。

			　なんだよ、英雄になるのをさぼったら、限界ぎりぎりの試練を押し付けるって、どんだけスパルタなの!?　どうして明るく楽しく英雄にしてくれないの。

			「仕方ない。あの女神様は万年行き遅れ。男のいないさみしい生活で心がすさんでる。癒してくれる人もいないから余(よ)計(けい)捻じ曲がる。心が捻じ曲がるからさらに男に避けられてまた荒む。負の独身スパイラルに嵌(はま)った哀れな女」

			　マユキが寂しげな目で微笑む。

			　やれやれと、大げさな手振りまで交えて。

			「女神様かわいそうだな」

			「ん。かわいそう。だから、行き遅れて心が歪(ゆが)んだ女神さまを嫌わないであげて、女神様は悪くない。ただ、男運と性格がわるいだけだか、こゃああああん、やめ、女神様、ごめんなさい、謝る、謝るから、やめて、眷(けん)属(ぞく)虐(ぎやく)待(たい)ぃぃぃぃ」

		

	
		
			[image: p_115.jpg]
		

	
		
			　マユキが突如雷に打たれたように痙(けい)攣(れん)しだして倒れる。

			　女神様はんぱない。マユキは人の姿でいられなくなったのか、子ギツネ姿で大の字になりぴくりとも動かなくなった。

			　……何はともあれ温泉でしっかりと体を休めてＡｍｏｚｏｎチートが戻ったら本気でなにか英雄っぽいことしよう。

			　マユキがあれだけ本気で忠告してくれたんだ。相当やばいのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　偶然出会った温泉宿のおばちゃんとともに馬車を走らせる。

			　真夏の温泉というのも案外悪くない。

			「ユウ様、この馬車の中、涼しいですよね」

			「エフィルの言う通り、快適すぎてここから出たくなくなるわね」

			「古代宝具(アーティファクト)の一種でレイダンボウって言うんだ。部屋が暑ければ冷やし、部屋が寒ければ温める機能がある」

			　人類の英知である冷暖房。これがない生活なんて想像すらできない。

			　日本で生まれ育った俺にとってこれがなければ異世界召喚なんて死んでもごめんなぐらいだ。

			「これを屋敷の部屋にもつけたいわね」

			　ミツハが言った屋敷というのはリガーナが用意してくれたマナタマの拠点のことだろう。

			「残念だけど、この馬車の中でないと効果が働かないんだ」

			　なにせ、電気がない。

			　バッテリーを持ち込んでもいいが充電は結局こっちに戻ってこないといけない。

			　水力発電機すらＡｍｏｚｏｎには売っているが設置が面倒だ。

			「そう、残念ね。あら、景色が変わったわ。急ににぎやかになってきたわね」

			「こんなところがあったのか」

			　おばちゃんの馬車についてたどり着いたところは、山の中にある村だった。

			　村の割にはかなり人が多い。身なりがいい者も多い。きっとここは観光地で潤っているのだろう。

			　自慢の温泉があるというだけあって、町のいたるところから湯気が噴き出ている。

			「これは期待できるな」

			　俺の１Ｋの部屋にあるユニットバスだとお湯を張っても手足を伸ばせないので、いつもはシャワーで済ませてしまう。

			　日本人である俺は、ゆったりとできる温泉に飢えているのだ。

			　村の中をしばらく走り目的地についた。

			「ほう、なかなか立派な建物だな」

			「驚きました。こんなに大きな家を木で作るなんて」

			　俺とエフィルは、おばちゃんの温泉を見上げる。

			　そこは立派な旅館だった。マナタマでは石と煉(れん)瓦(が)の建物ばかりだったので新鮮に感じる。

			　馬車を止めるスペースまであるようで馬車を止めさせてもらった。馬を預かってくれるというサービスまであるらしいが、俺たちには不要だ。

			　馬車を降りるとおばちゃんがこちらに近づいてくる。

			「どうだい、なかなか立派な宿だろう」

			「ええ、びっくりしました」

			「今日はゆっくりくつろいでくだされ。腕によりをかけて料理を作ったるけえのう」

			「そんな、悪いです。温泉だけじゃなくて料理までなんて」

			「気にすることはないさ。あの主のせいで、ずいぶん困っとったんや。この村は温泉と、湖でとれるおいしい海産物で栄えとったんじゃが、あいつが現れてから湖で漁ができなくなってのう。おぬしらのおかげで、救われた。その恩人をただで帰したら村長の名が泣くわ」

			　今、なんかとんでもないことを言わなかったか。

			「もしかして、あなたは？」

			「わしが、温泉の村、ヤーナカルテの村長。アニエじゃ。よろしゅうな」

			　そう言って、アニエはにかっと笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自慢の宿というだけあって、中も立派なものだった。

			　古い建物だが手入れが行き届いている。

			　それに、石には温かみが木には優しさが感じられる。

			　どこかで酒宴が開かれているのか、笑い声が聞こえる。

			　俺たちが案内された部屋は、最高級の部屋らしく三〇畳ほどの広さはありそうだ。

			　お菓子と果物が置いてあり自由に食べていいらしい。

			「こんな立派な部屋、ただで借りていいのか」

			「さすがに申し訳なくなっちゃいますね」

			　俺とエフィルは基本的に小市民なので、若干落ち着かない。

			　逆に残りの二人は平然としている。

			「これぐらいは当然、あの湖から得られる利益に比べたらたいしたことがない。だから、マユキは容赦なくごちそうをお代わりする。これは期待できるの」

			「ユウ、人々の感謝を素直に受け入れるのも英雄の務めよ」

			　食いしん坊のマユキはともかくミツハの言うことには一理あるな。

			　よし、遠慮せずに厚意を受け入れよう。

			　荷物を下ろした俺たちは食事の前に疲れを癒(いや)そうと、温泉に案内してもらった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この宿の温泉は周囲を柵に囲まれた露天風呂だった。

			　温かいお湯を楽しみながら夜風で頭を冷やせ、上を見上げれば星が楽しめるという、なかなか風情がある造りだ。

			「ふう、気持ちいい。キツ寝しちゃいそう」

			　マユキが湯船に浸かりつつ、いつも以上に気の抜けた声を出す。尻尾(しつぽ)の先が水面に浮かんでいる。

			「はい、マユキちゃんの言う通り気持ちいですね。ぽかぽかして疲れがお湯に流れていく気がします」

			　エルフのエフィルも温泉が気に入ったようだ。

			　エルフ耳が垂れているような気がする。

			「筋肉が喜んでいるわね。毎日入ればトレーニング効果が高まりそう。剣の修行をしていたころに出会っていたかったわね」

			　ミツハも気に入っているが着眼点がおかしい。

			　さすがは剣聖、脳みそまで剣でできている。

			「ふ～ん、ふっ、ふ、あははん♪」

			　俺はというと、両足を伸ばして最高に温泉を満喫していた。

			　これはいい湯だ。まぎれもない天然温泉。疲労回復のほかにもさまざまな効能がある気がしないでもない。

			　はい、ごめんなさい。適当言いました。入っただけじゃわかりません。

			「ユウ、その歌、なかなかいい。もっと歌って」

			「不思議と気分が良くなります」

			「すごく耳に残るわね」

			　さすがはド○フ。異世界でも通用するぜ。

			　俺は彼女たちの言う通り歌い続ける。

			　さて、そろそろいいだろう。

			　ずっとずっと我慢し続けたことを彼女たちに問おう。

			「なんで、おまえら水着を着てるんだよ!?　温泉だよ。裸の付き合いだよ!?　脱ごうよ！」

			　そう、こいつらは神聖な温泉によりにもよって服を着たまま入っていたのだ。

			「ユウに裸なんて見せられるわけがない。でもキツネモードで入ると溺れる」

			　真っ先にマユキが反論する。

			　たしかに、子ギツネモードだと泳ぎ続けないと沈む。

			「タオルがあるだろう、タオルが」

			「危ない。おもにユウの理性が。マユキは身を守るため水着の着用が必要と判断した」

			　マユキの眼を見れば伝わってくるものがある。

			　こいつはまるで俺を信用していない。

			「私は別にユウに肌を見られてもいいのだけど」

			「みっ、ミツハ」

			　ミツハがぼそっととんでもないことを言う。みんなの視線が彼女にくぎ付けだ。

			「ただ、クライムット家の決まりで、肌を見せた者と添い遂げないといけなくなるわ。ユウが相手なら私はいいけど、ユウにその覚悟はあるの？」

			「……ごめんなさい。そこまでの覚悟はありません」

			　俺は土下座する。

			　当然温泉なので息ができない、ぶくぶくぶく。適度なところで顔をあげた。

			「そうよね。だから、水着よ」

			　どこか寂しそうにミツハは微笑む。

			　なら、最後の一人だ。

			「エフィルはどうだ？　水浴びは全裸でするものって言ってたよな！　ほら、この場で脱ごう！」

			　マユキとミツハがゴミを見る目で俺を見ている。

			　うん、たしかにゴミだ。だけど、俺は男だ。止められない！

			　エフィルは顔を真っ赤にして両手で体を隠す。その顔の赤さは温泉のせいだけじゃない。

			「ユウ様のエッチ！　水浴び以外で女の子の肌を見ようとするなんて変態です！」

			「エルフ、よくわかんんんねえええええええ！」

			　なに、そのルール。水浴びＯＫで混浴アウトとか、わけがわからないんだけど!?

			　羞恥心自体はあるの!?

			　おかしいのは、俺かエルフかどっちいいいいい？

			　世界の謎に戸惑う。

			　そんな俺の肩をぽんぽんとマユキが叩いた。

			「実はさっきから、マユキが温泉実況をしてた。水着回でマユキたちを出汁(だし)に再生数を稼いでたから、仕返しにユウだけをカメラで映してた」

			　マユキは緊急連絡用に渡していたスマホを取り出す。

			　もちろん完全防水機能付き。わりと性能の高いマイクも内蔵しているやつだ。

			　マユキはその画面を突き付けてくる。そこには高速でコメントが流れていた。

			　

			『>>1がクズすぎる件』

			『わたし>>1先輩のことを見損ないました！』

			『いつかやるだろうと思ってました』

			『女の子を無理やり脱がせようとするなんて』

			『俺だけは>>1のことを信じてるぜ。>>1はいいやつだって。だからマユキちゃんからカメラを奪ってry』

			　

			　うわあ、俺の評価だだ下がり。

			　マユキは華麗に操作をして実況を終える。

			　裸を映され続けたあげく、脱げ脱げと叫ぶ痴態が全国に流れるという羞恥プレイが完成した。

			「ユウ、自業自得」

			　マユキが無表情でぼそっと言って離れていく。

			　俺は温泉に潜る。

			　欲望(おもい)を紡いだ言葉をネットに晒されるならば俺は物言わぬ貝になりたい……。

		

	
		
			第11話　荒ぶる山〇さんの魂

			　

			　ささいなトラブルがあったものの、俺たちは温泉を大いに楽しんだ。

			　温泉自体は最高だった。間違いなく最高だ。だけど、俺がノリと勢いではしゃぎすぎたせいで微妙に空気が悪くなっている。

			　もうやだ、ネットを見るのが怖い。

			　エフィルに脱げと叫んだことで、どんな反応があったかなんて火を見るより明らかだ。

			「ううう、悪気はなかったのに」

			「ユウ様、全然気にしていませんから」

			「ありがとう、エフィル。やっぱり、俺にはエフィルしかいないよ」

			　エフィルの豊かな胸に顔をうずめて泣く。

			　あっ、柔らかい、いい匂い。ここが楽園か。もうずっとこうしていたい。顔をすりすり。

			「ミツハ、あれがユウの本性」

			「英雄色を好むというやつね」

			　うっ、また調子に乗ってしまった。

			　俺がエフィルの胸から顔を離すと、エフィルはエルフ耳を真っ赤にして、目に涙をためていた。

			「ユウ様、本当に反省していますか!?」

			　本当にごめんなさい。

			　今度こそ反省しました。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いろいろあって、ついにご飯の時間だ。

			　楽しみで仕方がない。

			　やっぱり、初めての土地の料理というのはわくわくする。

			　Ａｍｏｚｏｎで買えるレトルト商品はたしかにうまい。だが驚きがないのだ。

			　その点、異世界で食べる料理は新たな驚きと感動に満ちている。

			「早速、若いもんを湖に行かせてとってきた魚で、たんとこしらえた料理だべ。たっぷり食べてくんろ」

			　なんというか、このおばちゃんの言葉遣いが妙に気になる。

			　日本の方言のように見えて、いろいろと規則性がなくうさん臭い言葉になっている。

			「ありがとうございます。たっぷりと楽しませてもらいます」

			　俺がそういうとおばちゃんがにっこり笑って指を鳴らす。

			　するとおばちゃんの後ろから仲居さんたちが現れて次々に料理を運んできてくれた。

			　サラダに、野菜の煮つけ、多種多様な魚料理、そして何より……。

			「米だと!?」

			　そう、出されたのは米だった。

			　この世界で米を見たのは初めてだ。

			　本来、異世界召喚された日本人は感激するだろう。

			　日本人のソウルフードに異世界で出会って懐かしむのだ。

			　だが、俺は……。

			「ユウが作る料理以外でお米が出てきたのは初めて」

			「ユウ様がカレーと呼ぶ得意料理に使われているやつですよね」

			「この前、食べさせてもらったけどおいしかったわね」

			　そう、Ａｍｏｚｏｎチートが使える俺にとっては米など日常品。

			　むしろ、異世界召喚もの特有の、日本人転生者が異世界で米を見つける感動が味わえないという、Ａｍｏｚｏｎチートの欠点を知ってしまうという不幸だ。

			「おんや、外の人がムルを知っているとは驚きだねえ。たんとお食べ」

			　おばちゃんの指示で山盛りのご飯が目の前につまれる。

			　駄目だ、期待値がさがる。

			　まさか、料理まで見知ったものが出てくるのか。

			　覚悟をしつつ他の料理も見つめるが……。

			「なんだ、これ、面白そうな料理が」

			　少なくとも俺が食ったことがなさそうな料理が並んでいた。

			　立派なスズキに似た魚をまるまる塩で焼いてレモンをかけたもの。それだけだと驚かないが腹に詰め物をしている。貝を調味料に絡ませて炒めたものが入っているのだ。こんなのは初めて見た。

			　横に並んでいるのは魚の切り身の串焼き。ただ、スパイスをきかせておりトマトやしし唐などを交互に挟んでいて、実においしそうだ。

			　そして、圧巻なのは俺の手のひらほどもありそうな巨大な貝。それを蒸し焼きにして香味野菜と甘辛いソースをかけている。

			　さらには小エビと野菜のシチューにチーズをたっぷりかけてオーブンで焼いたものなど。

			　目新しく、なおかつ、絶対にうまい組み合わせがテーブルを彩る。

			　ちなみに動画再生中だ。住民たちもうまそうと口々に言っている。

			「これはすごいな」

			「ユウ、はやく食べたい」

			　食いしん坊なマユキは早くも夢中だ。

			　エフィルとミツハも生唾が出ている。その気持ちはわかる。俺もすぐにでも食べたい。

			　ぐううっとお腹が鳴った。

			　おばちゃんが笑い、口を開く。

			「さあ、食え、食え。若いもんが我慢しちゃいけねえ」

			「そうさせていただきます」

			　俺はみんなに目配せする。

			　そして全員で……。

			「「「いただきます」」」

			　お決まりの挨拶をして料理に手を付けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はまず一番気になっていた手のひらほどもあるハマグリに似た巨大な貝に手をつける。

			　身が柔らかい、おばちゃんのおすすめに従い、殻ごと口に運び一口でバカでかい貝の身を口に入れる。そして殻にたまった極上のスープをすする。

			　むっちりとした食感がたまらない。それにあふれる貝のうまみ。甘い、うまい。香味野菜もまたすごい。こぼれた貝のうまみを吸い取るだけじゃなく、大味になりがちな料理を引き締めている。

			　なんか、いろいろ言ったけどめちゃくちゃうまい。

			「ユウ様、この大きなお魚すごいです。身がしっとりして上品で。お腹の貝の詰め物も複雑な美味しさが……あっ、お魚の身と貝を一緒に食べるともっとおいしいです」

			　スズキに似た立派な魚に炒めた貝を詰めて焼いたものをエフィルがおいしそうに食べている。

			　ああ、気になる。

			「ユウ、この串焼きもいい。スパイシーで食が進む。野菜と交互だから飽きない」

			　魚の切り身の串焼きをマユキが頬張る。そっちも捨てがたい。

			「このグラタンに似た料理もいいわね。下がクリームじゃなくて小エビと野菜のシチューだから、しつこすぎないわ」

			　ミツハは小エビと野菜のシチューにチーズをたっぷりかけてオーブンで焼いた料理をとくに気に入ったようだ。

			　そんなの、絶対においしいに決まっている。

			「全部、食うぞ！」

			　俺は山盛りの料理に手をつける。

			　どれもこれもうまい。魚自体の質もいいけど、料理法もすごく日本人好みだ。手を加えているが最小限。素材の味を生かしている。

			　なにより、最高に米に合う。

			　俺は夢中になって食い続ける。

			　

			『いつ、この料理は出来損ないだ食べられないよが飛び出るか期待していたのに』

			『本当にうまそうだな。これ食いに異世界に行きたい』

			『>>1岡さんをうならせるとは、この店できる』

			『マナタマ一の料理長「げせぬ」』

			　

			　住民たちはいろいろ言っているが仕方ない。だってこれ文句をつけようがないほどうまいもん。

			　このムルという米は、日本の米よりもちもちしている。ああ、これで炊き込みご飯を作ったらおいしいだろう。

			「おばちゃん、炊き込みご飯とかないの？」

			「なんじゃそれ」

			　えっ、もしかしてない？

			　ごはん炊いてるから絶対にあると思ったのに。一応説明しよう。

			「えっとごはん……ムルを炊くときに水で炊くじゃん」

			「じゃな、いい水を使うとうまくなるべ」

			「その水と一緒に調味料をいれるとさ、味がついたムルになるんだよ」

			「そんなけったいな料理聞いたことないべ。ムルは真っ白いもんだべ」

			　もったいないな。

			　とくに、このハマグリに似たでかい貝とかすっごくいい出汁(だし)がでるだろうに。

			　ハマグリの炊き込みご飯は大好物だ。この貝を使えばそれよりうまくなるのか……。ごくりっ、よし、帰り際にこの謎貝をとりに湖によろう。

			　

			『>>1さん絶対に密漁するだろう』

			『まさか、このままトラブルなく終わるのか』

			『まだだ、まだ終わっていない』

			『諦めたらそこで異世界放送終了ですよ』

			　

			　バカめ、俺だってそうそう問題起こしてばかりでたまるか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、たっぷりと湖の幸を堪能した。

			「キツネ、大満足」

			　お腹をたっぷりと膨らませたマユキが仰向けになる。よほど苦しいのかお腹をぽんぽんと撫でている。

			「私も食べすぎちゃいました。本当においしい料理でした。少し太っちゃいそうです」

			「しっかりと鍛(たん)錬(れん)すれば太らないわ。でも……すごくおいしかったわね」

			　この料理のおかげで三人の機嫌が直ってくれた。

			　ふう、危なかった。これで、またなにかやらかさないかぎり自然に収まるだろう。

			　ほっとしていると、ガシャンっと甲(かん)高(だか)い音が聞こえた。

			　そう言えば、先ほどから隣の部屋がうるさかった気がする。

			「おばちゃん、隣の部屋、なんか変な客がいるの？」

			「ああ……えらい貴族さんがきちょるべ。三日前から泊まっておって、ずっと湖の幸がないと怒っておってな。ようやく今日、湖の幸が手に入って提供したら、もうこの宿の料理は飽きた、新しいものを食わせろと言いよる。料理長がいろいろつくっちょるけど、ぜんぜん満足してくれんのよ」

			　うわあ、なんて大人げない。

			「それって無視するわけにはいかないんですか？」

			「それはできんのじゃ。ちょっとわけありでのう……それに悪い人じゃないのじゃ。この村の魅力を確かめるのが仕事で、湖の幸がなければこの村の魅力はわからんのは当然じゃし、食べ飽きたら、どんなごちそうも魅力を感じないじゃろう」

			　部屋の戸を少しあけ、様子を窺う。

			　あっ、隣の人が出てきた。

			　足に宿の人がしがみついている。

			「お待ちを、どうかお待ちを」

			「ふん、古臭い宿、古臭い料理、伝統だのなんだの言って、研鑽もせずにさぼってるだけだ。こんな村を、特例観光村にしておけるわけがないだろ。取り消しだ。取り消し」

			　なんか、変な単語が聞こえてきたぞ。

			　特例観光村。なにそれ？

			　そう思っているとミツハが口を開く。

			「この国の政策の一つね。他国から観光客を増やして経済活動を活発化させるために、特定の村の税金を軽くしたり、国をあげての宣伝をしたりするの。村にとって特例観光村かどうかは死活問題ね」

			「もしかして、今はそれを決めている貴族様がぶち切れている状況？」

			「そうね、どう見てもそうなるわね」

			　ミツハはお茶を飲みながらたんたんと言う。

			　ミツハが冷酷なわけではない。彼女は貴族として教育を受けているから、そうなることが仕方ないし、どうしようもないことを知っているだけだ。

			　おばちゃんを見ると、疲れた笑いをしていた。

			「あんたら、気にせんでええよ。もともと湖の幸がとれんようになって、もうあかんと言われてたんじゃ。今日が最後のチャンスじゃった。うちらが甘かったんよ。湖の幸が手に入ってもう大丈夫と思うてしまった。貴族さんが怒るのも当たり前かもしれんな。伝統を守り続けたことが自慢じゃったが、何十年も同じメニューしか出しとらん」

			　胸がもやもやする。

			　このまま見捨てていいのか。

			　ないな。

			　今日の料理はおいしかったし、まだ食べてない料理がある。

			　それに……一宿一飯の恩は返さないと。

			　俺は部屋の戸をあけ外に出る。

			　そこには、すらっとした中年の男性がいた。着ているのは漆黒のびしっとした服。一言で表すならインテリヤクザ。

			「そこの貴族の方」

			「なんだ、貴様」

			「私は、この宿に招かれた新たな料理人です。この宿の看板料理となる新メニューをすでに開発しています。ぜひ、食べていただきたい」

			　

			『きたあああああ、さすが>>1岡さん』

			『自分から問題に突っ込んでいくスタイル』

			『これには店の人すら苦笑い』

			『>>1さんのニートとは思えない行動力すげえ』

			　

			　ふふふ、俺は義に生きる男。

			「ああん？　俺はさっきから何度も、新しい料理を作り直すという言葉を信じて、小手先の工夫でごまかそうとした代わり映えしないクソ料理を食わされ続けたんだぞ。あんたが新しい料理人だとして、その言葉を信じろと？」

			　まあ、たしかにそうだ。

			　たぶん、このシチュエーションだから厄介なおっさんに見えているが、実のところ普通に真面目でいい人なのかもしれない。

			　言っていることは至極まっとう。代わり映えのないメニューの上に胡坐(あぐら)をかいていては、国をあげての支援は難しい。

			　その考えは理解できる。しかもちゃんとチャンスを与えていた。

			「ええ、信じてください。言葉だけでは足りませんね。もし、俺があなたの期待に応えられなければ……」

			　ん、どうしよう。

			　やばい。とくに考えてなかった。住民ヘルプ。

			　

			『>>1のケツの処女』

			『>>1の人生』

			『>>1の全財産』

			『>>1の女』

			『マユキちゃんたちはダメだろ』

			『俺たちの共有財産だからな！』

			　

			　こいつら頼りにならねええええええええええ。

			「おい、どうした。できなかったら何だというんだ」

			「俺の右手をくれてやる！」

			　やべえ、相手の見た目がインテリヤクザだから、極道ものの定番を言っちまった。

			「ほう、すさまじい覚悟だ。その覚悟に免じて一度だけチャンスをやる。あとから冗談でした、ではすまさんからな」

			　インテリヤクザこええええええええええ。

			　なんか、すごい目を輝かせながら部屋に戻っていくんすけど。

			　

			『>>1さん、かっこいいです』

			『やだ濡れちゃった』

			『俺、おまえのこと勘違いしていたぜ』

			『どうして見ず知らずのおばちゃんのためにそこまで……はっ、>>1の趣味は』

			『どうりでマユキちゃんたちに手を出さないわけだ。熟女が好きなフレンズだったんだね』

			　

			　いや、待て俺はどっちかというとロリ好きだ。

			　てか、俺は何を口走ってるの!?　なんか、漫画のシチュに似てたから勢いで口走ってしまった。

			　冷静になると俺に視線が集まっているのがわかる。

			　マユキはあきれ顔。

			　エフィルはまたなんか勘違いしていてトキメキ顔。

			　ミツハは純粋に心配な様子だ。

			　そしておばちゃんは、申し訳なさそうにしていた。

			　よし、落ち着こう。深呼吸、深呼吸。ここでやるべきことは。

			「おばちゃん、台所貸してください」

			　まずはそこからだろう。

		

	
		
			第12話　魅惑のハマグリの炊き込みご飯

			　

			　そして勢いのままに俺の右手をかけた料理デスマッチが始まった。

			　ノリと勢いって怖いね。もっと大人にならないと。

			「ユウ様、大丈夫なんですか。あんな約束をして」

			「まあ、なんとかなるよ。うん、勝算はある」

			　勝算がないなら挑んでいない。

			　そう、実はもう、なにを作るかは決めている。

			「ユウ、本当に大丈夫？　ユウはもうＡｍｏｚｏｎは使えない」

			「そっちもいい。使うのは調味料ぐらいだし。馬車の中にあるやつで足りているはず」

			「はず？」

			　なにせ、レシピを知らないからな。

			　まあ、きっとなんとかなる。

			　助けて、料理人の無職さん！

			　

			　

			【全員脱げ】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【性犯罪者】part51

			　

			　

			　今回のスレタイは一段とひどいな。

			　マユキの陰謀で俺の評価が完全に下がっているんだけど!?

			　まあ、気を取り直していこうか。

			　

			　

			720：1◆0UYgwhZXLvwt

			料理勝負することになったので助力をお願いします

			とくに料理人の無職さんがいてくれると嬉しいな

			　

			721：名無しの無職

			>>720　性犯罪者さんチース

			　

			722：名無しの無職

			お巡りさんこちらです

			　

			723：名無しの無職

			右手を切り落とされたほうがいいんじゃないですかね

			　

			724：1◆0UYgwhZXLvwt

			いや、ほんとやばいんだって。俺じゃなくておばちゃんを助けると思って

			　

			725：名無しの無職

			>>724　このセリフからも溢れる>>1さんの姑(こ)息(そく)さ

			　

			726：名無しの無職

			ただおばちゃんの宿を守るために右手を賭ける>>1くんはかっこよかったよ（ぽっ）

			　

			727：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			手伝ってやってもいいけど作りたいものがあるの？

			　

			728：名無しの無職

			相変わらず名前の時点で矛盾している料理人の無職先生キタァァァァァ

			　

			729：名無しの無職

			この時間にこのレスの速さ。まさか本当にむしょっ、はっ、みんなシーだぞ

			　

			730：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			俺はオーナシェフだから店があほみたいにこまない限り奥でごろごろしてんの。それより>>1よ。どうなんだ

			　

			731：1◆0UYgwhZXLvwt

			炊き込みご飯を考えてる。ハマグリよりうまい貝があったからな！

			それ使って炊き込みご飯作るんだ。こっちの米、もちもちしてすごいうまいんだぜ

			　

			732：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			着眼点はいいわな。炊き込みご飯の材料のミリンとか醤油とか日本酒とか、そっちにないみたいだし、炊き込みご飯ないっておばちゃん言ってたもんな

			　

			733：1◆0UYgwhZXLvwt

			だろだろ

			　

			734：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			米とハマグリは異世界のがあるとしてな、おまえがまともな出汁(だし)とかとれるとか思えないから最低限めんつゆが欲しいな。めんつゆがあれば、だいぶごまかせる

			これがあるか確認しろ、水、醤油、めんつゆ、酒、みりん

			　

			735：1◆0UYgwhZXLvwt

			全部ある！　めんつゆは親子丼づくりのために常備してるんだ

			　

			736：料理人の無職◆/yjFd7fSrw

			わかった、じゃあ俺の言う通りに作れよ。絶対にアレンジするな

			分量と時間を間違えなければ絶対にまずくならない。言われたこと以外すんなよ

			　

			　

			　さすがは料理人の無職先生だぜ。

			　頼りになる。

			　俺は、料理人の無職先生に言われた材料をもって宿の料理場に向かう。

			　うわああ、微妙に視線が痛い。

			　おばちゃんが必死に料理人たちをなだめてる。うん、ごめんなさい。

			　その代わりちゃんと解決して見せるから。

			　俺は、調理を始める。

			「まずは、ハマグリの塩抜きか」

			　湖だから塩とかべつに吸ってないけど泥は抜いておかないと。

			　真水に巨大なハマグリもどきをつけて放置。

			　その間に米をといでザルにあげておく。

			　しばらくしてから、水につけていた巨大ハマグリもどきを洗って鍋に入れて、料理人の無職先生の言う通りの割合で、水、醤油、めんつゆ、酒、みりんを入れて、しょうがっぽいなにかを千切りにして加え、火にかける。

			　ちなみに今はカセットコンロで調理中だ。

			　俺、カマドで火加減とか無理だし！

			　口がぱかっとあくのを待って、巨大ハマグリもどきを取り出して貝殻を外す。

			　うわあ、すっごい出汁(だし)がでてる。煮汁が超うまい。

			　次はこの煮汁を濾(こ)して冷ます。

			　そして、煮汁をちょっとだけ別にとっておく。

			　なんでもここで煮汁を冷ますのがコツらしい。このまま米を突っ込むとご飯が生煮えになって、味が落ちるらしい。

			　しっかり冷ましてから米をいれる。

			　そして土鍋で米を炊く！

			　はじめチョロチョロ中ぱっぱ。土鍋で炊くとごはんがうまい！　ふははは、ニート時代に暇に飽かして土鍋炊飯を極めたのだ。

			　ごはんを炊いている間に、巨大ハマグリもどきの酒蒸しを作る。

			　これも料理人の無職先生のアイディアだ。

			　鍋にハマグリを敷きつめて酒を少量入れて蒸す！　カタカタ言い始めたら速攻蓋(ふた)をあける！　そして、炊き込みご飯を作るときに用意した出汁(だし)、バター、塩コショウを貝の殻に入れて火を切る。余熱でバターを溶かしきると完成。

			「よっしゃー、炊き込みご飯が炊けた！」

			　土鍋のほうもいい具合だ。

			　蓋(ふた)を開けると、ハマグリと和風だしのとんでもないいい香りが広がっていく。

			　これには、俺を訝(いぶか)しんでいた料理人たちもびっくり。

			　別に作っていた酒蒸しの身を一口サイズに切ってご飯の上にのせて土鍋でまぜまぜ、ああ駄目だ。いい匂いすぎてよだれが止まらない。

			　最初に茹でてたハマグリはどうしたかって？

			　あれは捨てるんだよ。

			　料理人の無職先生曰く、煮汁にいっぱいハマグリの出汁(だし)が出たってことは、身にはうまみが残ってないってことらしい。それに茹ですぎて硬くもなっている。

			　だから、出し殻は捨てて、うまみを逃さない酒蒸しにした。それも炊き込みご飯との相性を考えて、出し汁で味付けするという手の込みよう。

			　さすがは料理人の無職先生だ。

			　これで、完成だ！

			「できた、特製ハマグリ（もどき）ごはん！　おあがりよ！」

			　いかにもってノリで料理人にご飯を盛る。

			「おっ、おう」

			　まあ、某グルメ漫画のネタを振られても異世界の人は困るよね。知ってた。

			　でも、ちゃんと受け取って食べる。

			　そして、食った瞬間に目を見開いた。

			「これは、すごい、なんて料理だ。うますぎる！　ムルと貝の味が一つにいいいいい、こんなの初めてだ。ムルはあくまで主食、それ自体を調理するなんて、夢にも思ってなかったぜ。それにこの味の深み。貝とあわせるために生まれてきたような味。あんた、すごいよ。疑ってすまなかったああああ」

			　なんかこの人。ちょっとセリフが説明っぽすぎて気持ち悪い。

			　ほかの料理人たちも群がってきて、俺の炊き込みご飯を回し食いし始める。

			　さて、この料理を届けよう。

			　俺のハマグリの炊き込みご飯が通用するか。勝負だ。

		

	
		
			第13話　料理勝負に負けると、急にいいやつになるキャラっているよね

			　

			　土鍋を持って、あのインテリヤクザ風貴族がいる部屋に向かう。

			　土鍋はすごい。何がすごいかっていうと、熱だけでなく、匂いも閉じ込めるという点だ。

			　今こもっているハマグリパワー、すっごいことになっているはず。

			　さあ、もう後戻りはできない。

			　覚悟を決めて、部屋の扉をあける。

			　俺のパーティの面々と、おばちゃんが一歩後ろに控える。

			「さあ、俺の料理を持ってきたぞ」

			「ふん、右手をなくす覚悟はあるんだろうな」

			「ないな」

			　即答する。

			　インテリヤクザの顔が恐ろしく引きつっていく。

			「てめえ、覚悟もねえのになめたこと言いやがったのか」

			　すごんでいるが恐怖はない。

			　なにせ、俺はいま、や〇おかさんだ。

			　や〇おかさんは恐れない。

			「料理に絶対の自信がある。負けるなんてありえない。だから、そんな覚悟なんていらないんだ」

			　僕はキメ顔でそう言った。

			　

			『>>1って変なところで度胸あるよな』

			『もう一周回って振り切ってるんじゃね』

			『一度痛い目を見たほうがいいと思う』

			　

			　黙れ愚民ども。

			　今回は絶対の自信がある。なにせ、この巨大ハマグリもどきご飯は最高にうまい！

			「ではご賞味いただこう。これがこの宿の新しい看板メニューです」

		

	
		
			[image: p_151.jpg]
		

	
		
			　インテリヤクザの目の前で土鍋を開く。

			　鍋を開いた瞬間、閉じ込められていた巨大ハマグリもどきのうまみが、たっぷり染み込んだ醤油出汁(だし)の香りが広がる。

			「なんだ、この香りは」

			　ふははは、醤油の匂いなんて初めてだろう。

			　こっちの世界には魚醤はあっても大豆を発酵させた調味料はない。

			　味噌はともかく醤油はワールドスタンダードに通用する魔法の調味料だ。うますぎて和食が醤油一色になるまである。

			「これは炊き込みご飯。脇役であるムルを主役としてとらえた料理、さあ、ご賞味を」

			「こんな奇抜な料理、うまいはずがないだろう」

			　そうは言いつつも、インテリヤクザは生唾を飲む。

			　俺を一(いち)瞥(べつ)すると、おとなしく席につく。

			　それを確認してから皿に大盛でよそう。

			「さあ、どうぞ」

			「うむ」

			　この世界に箸はないので、スプーンでかきこんでいく。

			　ほう、こいつ、食い方がよくわかっている。

			「なんだ、これは、うまい、うますぎる。うまみたっぷりでジューシーな貝の身を噛むと、汁があふれて、そのうえ、ムルの一粒一粒に極上のうまみが。とまらん、このアマじょっぱい味付け、癖になる。……お代わりだ！」

			　インテリヤクザが皿を突き付けてくる。

			　相変わらず口はへの字だが目は笑っている。

			　俺は微笑み、さきほどよりもどかっと盛る。

			　

			『いい食いっぷりだな』

			『ああ、俺はもう我慢できん。同じレシピで作る！　買い物だ！』

			『俺もちょっとスーパー行ってくる。ハマグリ高いからしじみでやるかな』

			『食いてえええええ』

			　

			　ふふふ、俺も同じ気持ちだ。

			　そして、俺のパーティメンバーも。

			　ちなみに毎度ながらマユキは涙目になっている。

			「あああ、そんなに盛ったらマユキの分が残らない」

			　マユキたちには余ったらみんなで食べようと言っていた。

			　だが、インテリヤクザはすでにお代わり分をたいらげ、土鍋ごともってこいという豪気なことを言った。

			　そして、恐ろしいことに土鍋を持ち上げてかきこみ始めた。

			　うわあ、すっごい食欲だ。

			　一瞬で土鍋から巨大ハマグリもどきご飯が消えてしまった。

			「もう、なくなっちまったか」

			　インテリヤクザはお腹をぽんぽんと叩く。まだまだ余裕がありそうだ。

			　さて、食べ終わったのなら判定を聞かないといけない。

			「この宿の新メニューはどうでしたか？　魅力的な観光資源になりえると自負していますが」

			「ふん、俺の食いっぷりを見てわからんか。合格だよ。合格」

			　彼はつまらなさそうにそう言った。

			　エフィルとミツハがやったと抱き合い、おばちゃんが安(あん)堵(ど)の息を漏らす。

			　マユキは未練がましく土鍋をのぞき込んで崩れ落ちた。

			「ありがとうございます。これからも、このアニエさんの宿をごひいきに」

			　ふう、これで一宿一飯の恩義を返せたぜ。

			　勝負が終わってから一気に鼓動が高鳴り始めた。

			　夢中になっている間は緊張を感じないが、ほっとした瞬間に一気にくる。

			　なんにしろ、これでみんなハッピーだ。

			「こいつはチップだ。受け取れ」

			　インテリヤクザが金貨を指ではじいてきた。慌てて受け取る。

			　銀貨ではなく金貨というのは驚きだ。

			　金貨なんて人によっては一生おがめない。

			「久々に、新しいものへの感動ってのを味わったぜ。ふう、じゃあ、俺はおいとまするわ」

			　彼は立ち上がり、上着を羽織る。

			「ずいぶんとせわしないんですね。もう遅いですし泊まっていけばいいのに」

			「あん、次の監査があるんだよ。いったいいくつ特例観光村があると思ってやがる。そうなりたくて申請する村もいくらでもある。枠があるんだ。どの村がこの国のためになるかをきっちり、自分の目と耳と鼻と舌で判断しねえとな。女将」

			「はっ、はい」

			「今回はこのガキに助けられたが、キモに銘じておけ。今、この国中の村がそれぞれの魅力を磨き上げて新たな特例観光村になろうとしてやがる。伝統を守ってるだけじゃ、すぐにとってかわられるぜ」

			　そう言うなり、風のように去っていく。

			　なんていうか、すごい人だな。

			　厳しいけど、ちゃんとした人だった。名前ぐらい聞いておけばよかった。

			　彼の後ろ姿を見ていると、マユキがちょんちょんと背中をつついてきた。

			「ユウ、頼みがある」

			　うん、だいたい頼まれることは見当がついている。

			「実は私もです」

			「そうね、私もたぶん同じお願いをしようと考えているわ」

			　エフィルとミツハも続いた。

			　この場で彼女たちのお願いなんて一つしかないだろう。

			「「「ユウ（様）、さっきの料理もう一回作って（ください）」」」

			　うん、だよね。

			「おまえらよく食うな!?　なんか限界まで食って一歩も動けないとか言ってたよね」

			　一応突っ込んでおく。

			　このパーティは俺しかツッコミ役がいないので、きっちり突っ込んでおかないといつ暴走するかわかったものではないのだ。

			「ごはんものは別腹」

			「その別腹、明らかにおかしいよね!?　容量大きすぎるよね!?」

			「ユウ様、エルフは狩(しゆ)猟(りよう)民族です。食べられるときに食べ貯めできるようになっています」

			「エルフのイメージが崩れるからやめろ」

			「さっきのは夕食、今からのは夜食よ」

			「あまりにも間隔が短い!?」

			　駄目だ。まったくツッコミが追いつかない。

			　三人が期待に満ちた目で俺を見ている。

			　俺は苦笑する。

			　まあ、しょうがない。

			「よし、明日の朝ごはんに作る。みんなで食べよう」

			　三人が手を合わせてはしゃぐ。

			　そこまで喜ばれると悪い気がしない。

			　それに、もう一つ仕事がある。

			「おばちゃん、明日の朝ごはんのときに、料理人たちに作り方を教えるよ。この村のためとはいえ、新しい看板メニューって言った以上、作れないとまずいだろうし」

			「ありがてえ、あんたほんとにいい男じゃな」

			　おばちゃんがかなり強めにぱんぱんと背中を叩いてきた。

			　ふう、これで気持ちよく眠れる。

			　ネットの向こうにいるみんなに向けて、今日最後の一言を告げよう。

			「今日の異世界放送は終わりだ。次回をお楽しみに」

			　実況は終了だ。

			　ゆっくりくつろぐはずの温泉旅行だったが、ちょっぴりハプニングが起きてしまった。

			　まあ、楽しかったからいいだろう。

		

	
		
			第14話　異世界のイナゴは人を食うらしい

			　

			　目を覚ます。昨日は宿に招待されてそのまま宿泊した。

			　あれから、酒と肴(さかな)をいろいろと持ってきてもらって、宿の人たちと一緒に宴をした。

			　体を伸ばす。

			　俺のパーティメンバーたちはみんな気持ちよさそうに眠っている。

			　驚いたのが、マユキがあほみたいに酒に強かったことだ。この世界では子供のうちから普通に酒を飲むらしい。

			　まあ、キツネはお神酒(みき)が好きってイメージはある。

			　ただ、エフィルはすごかった。とにかくすごかった。笑い上戸かつ絡み上戸。弱いくせにお酒は好きみたいで、真っ赤な顔で思いっきり笑い、抱き着いてくる。その胸の凶器を押し付けながら、だ。エルフだからなのかエフィルは果物のようなすごくいい香りがした。

			　思わず理性がぶっとぶところだった。圧倒的な「これ、ヤレんじゃね」感。生まれてこのかた童貞の俺じゃなければ、間違いなく襲っていたね。

			　ミツハは一滴も飲まない。彼女いわく飲んだ瞬間、自分が自分でなくなり何が起こっても責任が取れないということだ。

			　そこまで言われれば好奇心より怖さが勝ってしまう。

			　仲居さんが起こしに来てくれた。

			　一時間後には巨大ハマグリもどきご飯づくりを教えないといけない。

			　その前に朝風呂を勧められた。

			　朝風呂、いい響きだ。ぜひ楽しませてもらおう。

			　残りのみんなは気持ちよさそうに眠っているので、俺一人で朝風呂に向かう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　向かった先は男風呂。

			　昨日俺たちが利用したのは家族用の貸し切り風呂らしい。

			　さすがに一人で貸し切りにするのは気が引けるので、素直に男風呂に浸かる。

			　相変わらず、この温泉はいい。

			　昨日のことでおばちゃんに気に入られて、いつ来てもタダにすると言われている。

			　それは丁重に断った。

			　日本人の俺としては、そんなこと言われても、そのうち図々しい奴とか限度を知らないとか言われそうで、気が気ではない。それなら、普通に金を払って気兼ねなく楽しみたい。

			　先客が何人かいた。年配の方が多い。

			　ふう、女の子と一緒は楽しいが、こうして一人でまったりというのもそれはそれでいい。

			　心が休まるのを感じる。

			　風呂に浸かりながら、おじいさん二人が会話している。

			「どうやら、イナゴが出たらしいぞ」

			「そりゃ大変だっぺ」

			「大量発生しなきゃええんだがな」

			　イナゴというのは、バッタに似た米や麦を食らう害虫で、大量発生すれば畑が全滅することもある。

			　農家にとっては天敵と言ってもいい存在だ。

			「んだんだ、去年はイナゴに牛さ食われたからな」

			「牛ですんで良かったでねえか。おらんとこは娘婿が食われたぞ」

			　えっ!?　なにそれ。

			　怖いんですけど。こっちのイナゴは人を食うの？

			　さっき大量発生とか言ってたのは気のせいかな？

			「あいつらが大量発生したら村ごと食われるからな。王都のほうに報告さしとかないと」

			「んだんだ、一般人じゃ餌になるだけだっぺ。あいつら腹いっぱい食ったら分裂すっからな」

			「村襲ってたっぷり飯食ってあほみたいに数増やして。んで、また別の村さ襲う。悪夢だっぺ」

			　いや、悪夢ってレベルじゃねえだろ？

			　なんだよその悪魔じみたイナゴ。絶対に会いたくないんだけど。

			「そろそろ上がるとすっかね」

			「んだんだ。湖の魚さ食えるようになったんだと。楽しみじゃ」

			　そうして、俺へイナゴの恐怖を植え付けたおじいさんたちは風呂を出て行った。

			　一応あとでマユキたちにイナゴについて聞いてみよう。

			　もしかしたらおじいさんたちの勘違いかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食は約束通り、巨大ハマグリもどきご飯だ。

			　この宿の料理人たちに作り方を教えながら、仕上げていく。

			「なあ、兄ちゃん。この醤油って調味料、どこで買えんだ」

			「んー、買えないから魚醤でごまかして」

			「なあ、兄ちゃん。このミリンって調味料どこで買えんだ」

			「ほら、昨日ムルの酒ふるまってもらったじゃん。あれが似たような味だから適当にそれ使って」

			「なあ、このめんつゆっていうの」

			「味覚えて適当に再現して」

			　思いっきり日本の調味料を使っているので、作り方はかなりアバウト。

			　だけど、味を覚えていればなんとか、料理人たちがそれっぽいものを作るだろう。

			　大事なのは炊き込みご飯という概念だ。

			　そのうち、俺が作るものよりおいしい炊き込みご飯ができるかもしれない。

			　そんなことを考えながら、俺はかなりアバウトに作り方を叩き込んでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食が終わる。

			　土鍋いっぱいに作り、四人でお腹いっぱいだ。

			　やっぱり昨日のインテリヤクザはおかしい。すでにかなり腹にたまった状態で、土鍋いっぱいの炊き込みご飯を一人で食い切りやがった。

			「なあ、マユキ。イナゴって知ってるか」

			「いっ、いなご」

			　マユキがびくっと体を震わせる。尻尾(しつぽ)の毛まで逆立っている。

			「さっき温泉でイナゴが出たって話を聞いた。どんなものか聞きたくて」

			　マユキは青ざめた顔でとつとつと話し始める。

			「イナゴっていうのは、マユキぐらいの大きさの黒いバッタで」

			「マユキサイズ!?」

			「肉食で顎(あご)が異常に発達して、人間だろうが家畜だろうが骨ごとばりばり食べる」

			「想像以上に凶悪!?」

			「お腹いっぱいになったら分裂する。一説では食った人間の数の五倍増えるって言われてる。厄介なのが、殺しても仲間の死体を食って増える。一体ずつ出てくるうちはいいけど、群れを作る習性がある。小規模な群れで数百匹。この時点ならまだ軍を出動させればなんとかなる。でも、これが千まで行けば無理。殺すより増える数のほうが多い、万まで行くと国が滅ぶ」

			　顔が引きつる。

			　まさか、イナゴがそんなに凶悪なわけないよね？　ってノリで聞いたらより凶悪な返事をされたのだ。

			「ユウ様、イナゴを見つけたら絶対に殺さないと駄目ですよ。草の根わけてでも見つけ出して殺さないと、どうしようもなくなります」

			「そうね。それで滅んだ村がいくつもあるわ。イナゴが見つかったらすぐに王国に連絡すると決まっているの。そして調査団が来て徹底的に周辺を調査するわ」

			「そこは、あの人たちもイナゴが出て王国に報告するって言ってたから大丈夫だろう」

			　まあ、それだけ凶悪だったら専門家がいるだろう。

			　餅は餅屋。専門家に任せよう。

			「マユキも賛成。数の力は怖い。たぶん、マユキたちがあれの群れに襲われたら、あっという間にごはんにされちゃう」

			「一応、火に弱いって弱点はあるんですけどね」

			　エフィルが苦笑しながら言った。

			「まあ、よく燃えそうだな」

			「はい、最後の最後はありとあらゆる種族の炎を使える魔法使いたちが総出でイナゴの群れに火炎魔術を放つんです。よく燃えますし、灰にされれば共食いで数が増えることもありません。ただ、それもかなり危険なんです」

			「そりゃ、飢えた巨大な虫の前に体をさらすんだもんな」

			「火炎魔術の射程は三〇メートルほど。イナゴの速さなら五秒かからないんです。目の前のイナゴを焼きはらったところで、後ろから次々に来ます。命がけというより、ほとんど死ぬ覚悟をもってやる作業です」

			　エフィルは悲しそうにそう言った。

			　その言葉は他人事ではなく、エフィルの親しい人がそうだったとさえ感じさせる。

			「数が増える前に倒せるといいな」

			「ええ、そう祈っておきます」

			　そのあとは、なんとなく気まずくなって会話がやんだ。

			　おばちゃんに感謝の言葉を伝え、お土産をたっぷり買ってマナタマに帰る。

			　水着回から始まった今回の旅、なかなか楽しむことができた。今度はゆっくりできるときに来よう。

		

	
		
			第15話　祝！　Ａｍｏｚｏｎチート大復活

			　

			　マナタマに戻って数日。

			　その間はレベル上げとか、レベル上げとか、レベル上げとかに勤しんだ。

			　なにせ、女神様の嫌がらせ。そう、英雄になるための試練をぶつけられたら、たまらないからな！

			　とりあえず、近場でなるべく強い魔物が出るところでこつこつと戦った。

			　今より魔物が強くなる東を目指すのはＡｍｏｚｏｎチートが復活してからでないと怖い。

			　そして、ついについにこの日が来た。

			「祝！　Ａｍｏｚｏｎチート復活!!」

			「わーい」

			　無表情でマユキが合いの手を打つ。

			　今日、クレジットの引き落としがあった。無事引き落とされ、カードが使えなくなることもなく限度額が復活した。

			　これでまたＡｍｏｚｏｎでいろいろと買い物ができる。

			「ふははは、今日はごちそうを作るぞ！　ずっと日本の食べ物を我慢してきたからな！」

			　とっくに、レトルト食品は底をついて、最近は異世界飯しか食ってない。

			　異世界飯がまずいわけじゃない。だが、やっぱり日本食も恋しくなるのだ！

			　先ほどから胃袋が全力で日本食を所望している。

			「そうやって、無駄遣いするからすぐに限度額になる。もう少し自重するべき」

			「自重、そんなもの俺にはない！　ついさっき、カード会社に限度額をあげてもらうように連絡した！　そして承認が下りた！　高額の引き落としができた実績のおかげだぜ！」

			　俺は今の状況を甘んじて受け入れていたわけではない。

			　限度額をあげてくれとカード会社に連絡をしていた。だが、審査に落ちた。

			　しかし、今回高額の引き落としができたことで再審査に通ったのだ！　今までよりも三十万ほど多く買い物ができる。

			「……ユウ、お願いだから計画的に使って。ユウはＡｍｏｚｏｎがなければ一般人以下。本気で死ぬから」

			「聞こえんな。宴じゃ、宴じゃ」

			　近頃、再生数は右肩上がり。

			　今月ですら、ぎりぎり引き落とせた。つまり、来月は余裕ってことだよ。

			　マユキの目がどんどん冷たくなっていく。

			　マユキは心配性だな。

			「今日は、エフィルとミツハはなにをやっているんだっけ」

			「エフィルは爆弾の研究。名無しの無職たちからいろんな情報をもらって爆弾を改良してる」

			「頼りになるな」

			　エフィルは錬金術士。彼女が作った爆弾は錬金術士のクラス補正がかかり、より強力になる。

			　Ａｍｏｚｏｎで買える材料で爆弾は作れる。ただそれには高度な知識が必要だ。

			　某掲示板のオタクたちがわかりやすい教科書を作ってくれて、それを印刷してエフィルに持たせた。ずっと理論だけを勉強させてきたが、Ａｍｏｚｏｎチートが復活すれば実験をさせてやれる。

			　これで、より強力な爆弾が完成するだろう。

			「ミツハは剣の訓練か」

			「ん。というよりミツハは稽古をつけるほう」

			　あの腕前だ。リガーナの依頼でこの街の兵士たちを鍛えているのだろう。

			「んじゃ、夜まで戻ってこないか。なら、腕によりをかけてごちそうを作ろうか。喜べ、マユキの大好物もあるぞ」

			「８Ｐチーズ！」

			　現金なものでマユキは急に目を輝かせてキツネ尻尾(しつぽ)を振り始める。

			「もっといいものさ！」

			「ユウは素敵。ユウはマユキの英雄様！」

			　このキツネ、超ちょろいな。

			　キツネと言えばあれしかない。マユキにキツネに生まれてきた喜びを教えてやろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　台所に立ち調理を始める。

			　マユキは外に散歩に行った。子ギツネモードでのびのびと楽しむみたいだ。

			　さて、俺は俺で料理を始めよう。

			　今日のメインはいなり寿司だ。

			　キツネといったら、お揚げ。お揚げと言えばいなり寿司だ。

			　今回、俺がＡｍｏｚｏｎで買うのはこれだ。

			　

			　お稲荷さん　６個分　ジューシーいなり寿司！　京都の美食広めたい！

			　

			　丁寧な仕事がされた絶品。

			　良質な油を使いボリュームはありながらも重く感じさせない油揚げを、京都風の甘味を抑えたうまみたっぷりの出汁(だし)で煮たお揚げ。

			　いなり寿司に合うように作られた特製のお酢。一緒にごはんに混ぜる具まで入っているので、熱々のごはんに混ぜ込んでお揚げに詰めれば、簡単に本格的ないなり寿司が作れるという優秀な商品だ。

			　今回は米もいいのを買っている。さあ、仕上げていこうか。

			「って言っても、本当に一瞬で終わるんだけどな」

			　パックからお揚げを取り出して広げておく。

			　米を適当にボウルに入れて、お酢と具をかけてしゃもじで混ぜまぜ。適量をお揚げに入れると完成。

			　お稲荷様にはラップをかけておく。

			　これだけで終わると面白くないから、いろいろと用意しようか。

			　そういえば、まだマユキたちにＳＵＫＩＹＡＫＩをごちそうしてないな。

			　いろいろあって忘れていた。金もあることだし買っておこう。

			　俺はすばやく、前の料理バトルでも使った最高の和牛を購入する。

			　

			　厳選 黒毛和牛 最高Ａ５ランク 雌牛限定 ギフト用 モモ バラ　牛すき焼き肉 １㎏

			　

			　一般的に市場に出回る肉は雄だ。なにせ、雌は乳を搾ったり子供を産んだり仕事が多い。

			　だが、一つの真理として雌のほうが身がやわらかいし、うまいというのがある。雌の肉はこうして雌肉とパッケージに書いてあるものを購入しないと絶対に食べられないのだ。

			　さらに憎いのが、ここの問屋は信用でき最高の熟成状態で送ってくれる。竹皮に包んで送ってくれるから変な匂いもつかない。

			　Ａ５という最高ランクの和牛がおいしいのは当たり前だ。

			　それを最上のコンディションで届けてくれるからすごいのだ。

			「すき焼きの準備は完了っと」

			　すき焼きのたれと合わせて、ネギも最高のものを買う。

			　

			　山形県庄内産｢美雪軟白長ねぎ｣

			　

			　美雪軟白長ねぎの特徴はその柔らかさと甘さ。ブランドねぎの一種。すき焼きにはもってこいだ。

			　よし、これですき焼きの材料は揃った。

			　さあ、あとはみんなが到着するのを待つだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユウ、いい匂いがするわね」

			「本当です。お腹が鳴っちゃいそうです」

			　ミツハとエフィルが戻ってきた。

			　ちなみに、マユキはとっくに帰ってきている。子ギツネ姿で丸まって寝ていた。

			　料理の下ごしらえは終わっているし、折り畳みベッドをたたんで、ちゃぶ台を出してすぐにでも食事ができるようにしていた。

			「夕食の支度はできてるよ。今日はごちそうだ」

			「ごちそうですか!?　うれしいです。今日はいいことがあったんですか」

			「よく聞いてくれた。古代宝具(アーティファクト)をようやく取り戻した。神様へ前借りした分の奉仕がやっと終わったんだ」

			「おめでとうございます！　ユウ様」

			「安心したわ。ぜんぜん力が戻らないから心配していたの」

			　ミツハとエフィルが俺の復活を心から喜んでくれる。

			「というわけで、今日はごちそうにしたんだ。マユキ、ごはんだぞ」

			　キツ寝する駄ギツネをゆする。

			　すると彼女は飛び起きて、人間形態になる。

			「ごちそう！　８Ｐチーズよりすごいの！」

			　さっきまで気持ちよく眠っていたのに圧倒的な切り替えの早さである。

			「みんな席についてくれ。すぐにとってくるから」

			　俺は苦笑し、まずはカセットコンロをちゃぶ台の中央に設置する。

			　さらに割下を注いだすき焼き鍋。そして最高級Ａ５和牛様を用意する。

			「ユウ、これってあのときの」

			「マユキが食べ損ねた最高の和牛だよ」

			　マユキがキツネ耳をぴくぴくさせながらよだれを垂らす。

			「私も食べたくて仕方なかったんです」

			「それがあの料理長を負かした料理なのね。楽しみだわ」

			　エフィルとミツハも興味をもってくれたようだ。

			　あとでたっぷりと食べてもらおう。

			　俺は一キロの包みを二つ買った。一人五〇〇グラムの計算だ。足りなくなることはない。余ったら余ったで別の日に回せばいい。

			　そして、今日の真打。

			「マユキ、これが今日のメインディッシュだ」

			「ユウ、これはなに」

			「いなり寿司って言ってね、日本ではキツネの大好物って言われているんだ。キツネはみんないなり寿司に夢中で、いなり寿司を食べるために人間に化けて嫁いだりするぐらいだ」

			「つまり、マユキに、ごちそうを食べたければ嫁になれって言ってるの？」

			「違う！　普通に食えよ！　ただの善意だよ」

			「……ただの善意。ユウがただの善意。これは怪しい」

			「もうチーズやらないぞ」

			「ユウはすごく優しい、マユキの英雄様。大好き！」

			　相変わらず、この駄ギツネは……。

			　もう突っ込む気力すらない。

			　視線を感じてそっちを向くと、エフィルが拳をぎゅっと握ってもどかしそうな目で俺を見ている。

			　はやくごちそうを食べたいんだろう。

			　俺もそうだ。かなりお腹が減っている。

			「それじゃ、みんな食べようか」

			　全員が頷く。そして……。

			　

			「「「いただきます」」」

			　声を合わせてから食べ始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユウ、これ本当においしい。甘くてじゅーしー。いくらでも食べられそう」

			　マユキはキツネ尻尾(しつぽ)を振りながらもぐもぐといなり寿司を食べていた。

			　一度に詰め込みすぎてリスみたいに頬が膨らんでいる。

			「気に入ってくれてよかった。また作るよ」

			「ん。楽しみにしている。これ、いい。作るの面倒なら皮だけでいい。皮をお腹いっぱい食べたい」

			　キツネはお揚げが大好き。その認識が俺の中でより高まる。

			　なんたって、お揚げはキツネ色だからな。キツネが好きになるはずだ。

			「ユウ様、お肉が口の中でとろけます。はう、こんなお肉があったんですね。ユウ様がお店でステーキがまずいって言ったとき、信じられないって思いましたけど、このお肉を知っちゃうと……ああ、幸せです」

			　エフィルはエルフだが、普通に肉を食う。むしろ好物だ。

			　俺の言いつけ通り、火を通しすぎないようにして次々にすき焼きを頬張っていく。

			「不思議ね、こんなに甘いのはお米に合わないと思ったけど、むしろ最高の組み合わせに思えるわ」

			　ミツハのほうは米に肉をのせながら感心した声をあげる。

			「俺もすき焼きには米が必須だな」

			　ちなみに卵は使わない。卵は邪道だ。だから、卵をつける食べ方自体を教えない。

			　みんなあまりにもおいしい肉で夢中になって食べ続ける。

			　気が付けば、二キロあった肉が消えた。

			「ユウ、感謝。今までで最高の食事だった。デザートにチーズがあれば、もっと最高になる」

			「私も同じですね。こんなお料理エルフの村だと絶対食べられませんよ」

			「私たちは貴族よりいいものを食べているわね。こんな贅沢が許されるのかしら」

			　三人が心地よい満足感に浸る。

			　だが、甘い。まだ俺のターンは終わってないぜ。

			「マユキ、チーズはあるよ。だが、８Ｐチーズじゃない。最高のデザートチーズを味わうがいい！」

			　そう、俺は完璧主義者。デザートに手を抜くなんてありえない。

			　

			　濃厚レアチーズケーキ（チルド冷蔵）（チーズケーキ お取り寄せ スイーツ）

			　

			　手作りチーズケーキの店　エニシから取り寄せる冷凍レアチーズケーキ。

			　その味は専門店そのまま。これが自宅で味わえるのは最高の贅沢だ。

			　お値段も高い、一ホールなんと三〇〇〇円。だが、その値段を知ってもなお、こう言おう。これが三〇〇〇円は安いと。

			　ケーキをカットして、みんなの前にデザートを進呈する。

			「チーズの匂い、白くてきれい」

			「上にかかっているのはブルーベリーのジャムですか？　コントラストが綺麗です」

			「食べるのがもったいないわね」

			「食べないともっともったいない。最高のデザートだ、食べてくれ」

			　俺たちはレアチーズケーキに手を付けた。

			　心地よい酸味と甘み。濃厚でありながら、もたれない。

			　そして後味も最高と来た。

			　ああ、なんておいしいんだろう。材料はクリームチーズ、生クリーム、レモン汁、ゼラチン、バターという、ほぼ乳製品オンリー。

			　なのにこの複雑で優雅な味わい。

			　レアチーズケーキを考えた奴は天才だ。

			　女性陣は言葉を失う。

			　無心でケーキを平らげる。

			　そして、あれだけ肉を食ったのに、その視線はまだ残っているカットされていないケーキに向かう。

			　俺？　もう限界。これ以上入らない。

			「えっと、三人ともカットしようか」

			「大き目！」

			「私も！」

			「そうね。これはもっと食べたいわ」

			　まさかの全員大盛オーダー。

			　何度もお代わりをされても面倒なので三等分にしてやる。

			　それを見て、とてもうれしそうな声をあげた。

			　甘いものは別腹。

			　仕組みはどうなっているんだろう。

			　なにはともあれ、Ａｍｏｚｏｎチート復活記念は終了だ。

			　明日から、またがんばっていこう。

		

	
		
			第16話　正統派エルフ登場

			　

			　Ａｍｏｚｏｎチート復活の宴をした翌日、俺たちはマナタマの領主に呼び出されていた。

			　厄介ごとの匂いがする。

			　偉い人に呼び出される。その時点で面倒でないはずがない。

			　領主の屋敷にたどり着くと、応接間に案内された。やたらと魔術師が多い。

			　住人たちにとっての面白いネタになりそうなので実況を開始する。

			　応接間には、俺にとっては見慣れた、だけど、こんなところにはいないはずの連中がいた。

			　エルフだ。

			　エルフが二〇人ほど応接間に集まり紅茶を飲んでいた。

			　

			『エルフ来たああああああ』

			『ちゃんとぺったんこ、ぺったんこ。これにはトールキンさんもにっこり』

			『それで、私の嫁はどの子だね』

			　

			　住民たちも正統派エルフに大喜び。

			　それにしてもエルフか、エフィルの知り合いかな？　そう思い、横にいるエフィルの顔を見る。

			「ブレン姉さんたち、なんでここに」

			　エフィルが驚(きよう)愕(がく)の声をあげた。

			　すでに部屋の中にいた者たちが一斉にエフィルのほうを見た。

			　その中でもひと際美人で、実にエルフらしいエルフ……もといぺったんこで気の強そうなエルフが口を開いた。

			「あら、出来損ないの家出娘がこんなところにいるなんて驚きね」

			　エフィルが不安からか俺の裾を握る。

			　

			『ペロッ、これは間違いなくフラグ』

			『お姉さま、僕のいけないここを踏んでください』

			『エムにはたまらない目つきですな』

			『屈服させたい。誰かオークを連れてこい』

			　

			　住民たちが好き勝手言っているが、俺には彼らの気持ちがわかる。エロゲーに出れば、真っ先にオークに犯されるタイプのエルフだ。

			　そんなくっころエルフがエフィルの知り合いというのはびっくりだ。

			「出来損ないじゃないです。そりゃ、精霊術士(ドルイド)にはなりませんでしたが、私は錬金術士(アルケミスト)としてがんばっています」

			「そういうのはいいから。エルフは精霊術士(ドルイド)になるのが普通よ。そこから外れたあなたはエルフの恥さらしよ」

			　冷たい声で美人のエルフが言い切る。

			　彼女の言うことは一理ある。エルフという種族は自然と精霊に愛された種族。地・火・風・水。自然の力を借りる魔術を使える精霊術士(ドルイド)との相性は抜群だ。

			　だけど、あえて俺はこう言おう。

			「エフィルは優秀な錬金術士だ。魔族と一万の魔物の軍勢相手でも勇敢に立ち向かった、この街の英雄だ」

			　エルフたちが俺の一言で驚き、ざわつく。

			「嘘ね、このどんくさい子がそんなことできるわけ」

			「本当だ。噂には聞いているだろう。魔族アルトバレットに立ち向かったパーティの活躍。剣聖ミツハとともに戦った三人のうちの一人がエフィルだ」

			　なんとなくノリでそれっぽいことを言った。

			　噂がエルフの村まで届いているかなんて知らない。

			　まあ、届いてなくてもエルフ以外の皆は知っているだろうから、問題ないだろう。

			　エルフたちはエフィルと俺の顔を交互に見て驚(きよう)愕(がく)する。

			「いい仲間が見つかったみたいね。あなたみたいなのをかばうなんて。一応そのパーティの一人っていうのは信じるわよ」

			「ブレン姉様、私は私でがんばっています」

			　エフィルが活躍したということは信じていないみたいだ。

			　だが実際、車爆弾や火炎瓶をエフィルが作ってくれたから勝てたようなものだ。

			　とはいえ、この場でいくら言葉を重ねても信じてもらえないだろう。

			　空気が悪くなってみんなが押し黙る。

			　そんな中、扉が開く音がいつも以上に大きく響き渡った。

			「皆様、よく集まってくれました。とくにエルフの方々は遠いところをご足労いただき申し訳ない」

			　現れたのは、この街の領主様だ。

			　リガーナの父親。

			　個人的にはあまり好きじゃない。有能な人間だが、この街を救うためにミツハを見殺しにしようとしたことが忘れられない。俺は根に持つタイプだ。

			　そんな俺のことは気にせずに領主は口を開く。

			「もう、聞いている者もいるかもしれないが、イナゴが大量発生した。進路はこの街に向いている。すでに二つ村が滅びた。ここに到達するころには数が一〇〇〇に到達する。到着見込みは四日後だ」

			　重苦しい声。冒険者らしき何人かが悲鳴をあげる。

			　イナゴ。

			　日本であれば、大量発生したら畑がやばいぐらいの認識だが、この世界のイナゴは子供ぐらいの大きさで肉食。

			　しかもたっぷり栄養を摂取したら分裂する、ハイパーイナゴ。

			　そいつらが一〇〇〇匹を超えてやってきたら街が滅ぶ。さらに言うなら、この街の人間を食い尽くせば、その数はさらにとんでもないことになる。

			「町中の魔術師を集め、さらに精霊魔術が得意なエルフの方々にも来ていただいた。この街に到着する前に根こそぎ倒す！」

			　ちなみに、術者を集めたのは炎でないと効果が薄いからだろう。

			　こっちのイナゴは物理攻撃で倒したところで、その死体を食って別のイナゴが分裂する。炎で焼かないと数が減らない。

			　数匹での突撃なら共食いする時間を与えず全て倒すという選択肢もあるが、一〇〇〇を超える群れになると、共食いを防ぐのは不可能だ。

			　ただ、気になるのはどうして俺たちが呼ばれたかだ。

			　ぶっちゃけ、火炎系の術を使えるようなメンバーは一人もいない。ここに呼ばれる意味がわからない。

			　もう、手をあげて帰っていいですか？　とか聞きたい。

			　そういえば、さっきからエフィルが俺の裾を握ったままだ。

			　彼女の顔を見るとひどく真剣な様子で、一言一句聞き逃すまいと領主の言葉に聞き入っていた。

			「作戦については、この街から一〇キロほど西に向かった渓谷で奴らを迎え撃とうと考えている。イナゴの大群はかならずそこを通る。せまい渓谷で一本道のポイント、幅は五〇〇メートルほどしかないところがある。そこに炎の魔術を使える術者を等間隔に並べて、絶え間ない火炎魔術で焼き尽くす。護衛として鎧(よろい)を着こんだ兵士たちも配置する」

			　シンプルだが、いい作戦だと思う。

			　だが、命がけもいいところだ。

			　炎の壁を抜けてきたイナゴに襲われたら魔術師は食われるだろう。

			　というか、俺なら絶対ごめんだ。何が悲しくて人食いイナゴの前に立たないといけないのだろうか。

			　炎の魔術が使えなくて本当に良かった。

			　住民たちはこの作戦に対して、五〇点だとか、穴だらけとか、所(しよ)詮(せん)異世界の作戦などこの程度かなど、ぼろくそに言っている。

			　あとで掲示板を見て、いろいろと意見を聞いてみよう。

			「以上だ。質問は？」

			　領主が全員に問いかける。

			　そんな中、エルフの一人が手をあげた。先ほどエフィルにつっかかってきたエルフだ。

			　名前はたしかブレンといったはず。

			「あたしたちエルフは、旧き風の盟約にしたがい戦士としてここに来たわ。どうして、この場に必要ない人たちがいるの？　邪魔だから追い出してほしいんだけど」

			　彼女はそう言うとエフィルをにらみつける。

			　エフィルは俺の後ろに隠れた。

			「その人たちは関係がないわけではない。魔族アルトバレットに勝つほどの英雄だ。なにかいい案が出るかもしれないと思って来てもらった」

			　なるほど、そういうことか。

			　別に知恵を貸すのはいいけど、そういうことは初めから言っておけよと突っ込みたくなる。

			　俺には心の準備が必要だし、掲示板での事前相談が必要なのだ。

			「必要ない。あのイナゴを燃やす以外、なにをするっていうの。できるだけ密集させて魔法で焼くだけよ」

			　そりゃ、そうだ。

			　虫相手に作戦も糞もない。

			　まあ、ここにいるメンバーが、これでいけると思っているなら大丈夫だろう。

			　もし、無理ゲーならもっと騒いでいるようだし。

			「せっかく呼んでもらったんだし、なにができるか考えてみるよ」

			　とはいえ、危険な作戦であることは俺にもわかる。

			　できることがあるなら協力しよう。これで誰かが死んだら目覚めが悪いし。

			「頼む、英雄ユウ殿」

			　やめて、その呼び方すっごいくすぐったい。

			　あと、古傷が痛むから。

			　

			『英雄ユウ殿ｗｗｗｗｗｗｗｗ』

			『その人は英雄じゃないわ。ニートよ』

			『けど、あのときの>>1はかっこよかったな』

			『そこは認めてやるべき』

			『【無(む)窮(きゆう)の剣製】はループで見た』

			『ああ、あの素材にされておもちゃにされてるやつ』

			　

			　やーめーてー、死にたくなるから。

			　俺は知っている。俺の【無(む)窮(きゆう)の剣製】の詠唱動画がアホほど拡散されてネタにされ続けていることを。

			　英雄（笑）。それを突き付けられると背中がかゆくて、かゆくて、仕方ない。

			　

			「ええ、善処をしましょう。イナゴは人類の敵ですからね」

			　できれば、一生会いたくない。

			　そんなことを考えていると乱暴に扉が開かれた。

			「報告があります。イナゴが進路を変えました」

			　あれ、うれしい報告だ。この街に来ないの？　良かった。なんか、いろいろ間違って俺がイナゴの前に立つようなこともありえると警戒していたんだ。

			　だけど、妙に今入ってきた兵士の顔がこわばっているような……。

			「到着予定は四日後から五日後に変更になりました。ただし、予想では通らなかった街一つを飲み込んでから到達します」

			　ちょっと待って、それって。

			「群れの数は、推定で三〇〇〇になります」

			　三倍に増えてるううううううううううう。

			　その数を聞いて、一部のエルフや魔術師たちが顔色を真っ青に変えた。

			　軍師らしい人たちも、震えながらいろいろと計算を始める。

			　そして、その軍師が口を開く。

			「駄目です、渓谷で三千もの数を受けるとなると、どう計算しても燃やしきれない。私たちだけでは止めきれない」

			　顔をいち早く青ざめた連中はその言葉に頷いた。

			　なるほど、それが経験でわかったんだな。

			　止められないとなると、この街はどうなるか。

			　すべてを食い尽くされる。

			　さて、どうしたものか。

			　これを解決するための方法はないのか？

			　そう考えたのは俺だけではなく、誰もが必死に作戦を考える。

			　そして、結局この日はこのまま終わった。

			　前提が変わった以上、作戦を伝えるという本来の目的が果たせない。翌日の朝、もう一度集まることになった。

			　みんな部屋を出ていく。誰しも顔色を真っ青にして。

			　さて、俺たちも帰るか。そう思い立ち上がるとこっちに一人のエルフが近づいてきた。

			　先ほどエフィルに絡んだブレンだ。

			「エフィル、話があるわ」

			　エフィルが頷きついていく。なんとなく一人にしたくなくて……。

			「俺もついていく。ちょっと準備をするから待っていてくれ」

			　無意識にそうつぶやいた。

			　俺は、領主に周辺の地図を片っ端からもらい、次々に写真にとってネットにアップする。

			　掲示板に知恵を貸してくれと書き込んでから、わけありエルフたちについていった。

		

	
		
			第17話　姉妹喧嘩はニートも食わない

			　

			　エフィルの知り合いである、きつい印象を持つぺったんこエルフに引っ張られて、マナタマにある喫茶店へと移動した。

			　喫茶店に入り、お茶が出てくると、彼女は一気に飲み干し、深いため息を吐いてからようやく口を開いた。

			「でっ、おちこぼれの家出娘のあんたがなんでこんなところにいるの？」

			「えっと、私はバイトでたまたまこの人に出会って、仲間にしてもらったんです。それからいろいろあって、この街を魔族から守って英雄になりました」

			　エフィルが言いづらそうに答える。

			「それ、本当？」

			　ブレンというエルフは疑わしそうに俺のほうを見てくる。

			「本当だよ。信じられなければ街の人に聞いてみるといい。この街の人ならエフィルのことをよく知ってる」

			　俺たちもずいぶんと有名になった。

			　まあ、かなり派手なことをやったしね。

			「ふうん、ろくに精霊魔術も使えないあんたがね。錬金術士なんてなんの役にも立たないと思ってたけど良かったじゃない」

			　口調は厳しいが、どこかほっとしているような気がする。

			　それからブレンは病気になっていないかとか、いろいろとエフィルの近況を聞き出そうとする。

			「エフィル、もしかしてこの人、お姉さんだったりする？」

			　今更ながら聞いてみる。

			　エフィルはさっきからブレン姉様と彼女を呼んでいた。

			「いえ、違います。ブレン姉様は近所に住んでいて、いろいろと面倒を見てくれていたんです」

			　なるほど、近所のお姉様か。

			「あんたになにかあると、あんたの母親に顔向けできないからよ。まあ、のたれ死んでないってわかって安心したわ。ねえ、そこのあんた。エフィルの彼氏なら、そいつ連れてこの街から出ていってくれない」

			「なっ、なんてこと言うんですか、ブレン姉様。ユウ様とはそういうのじゃないです。ユウ様は恩人です！」

			「ふうん、エフィルが一方的に片思いしてるだけか。ねえ、エフィルは胸はでかいし、精霊魔術が使えない無能だけど、一応家事はできるし、狩りは一番うまい。こいつと一緒になれば一生飢えはしない。さっさとやっちまって、ものにしな」

			　エフィルがエルフ耳の先まで真っ赤になる。口をぱくぱくさせて言葉に詰まっている。

			　俺もてんぱりかけたが、エフィルがそこまで慌てふためくと逆に落ち着く。
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			　俺は苦笑して紅茶を一啜り。

			　にしてもエルフの価値観すごいな。一緒になれば一生飢えない。そこをセールスポイントに持ってくるとは。

			「エフィルとはそういうのじゃない。信頼できる仲間だ。少なくとも今はそういう気持ちにはなれないよ」

			「ほう、今はってことは、そうなる可能性はあるのかい？」

			「さあ？　先のことなんて誰もわからない。ただ、俺は彼女のことを大事に思ってる。急かして傷つけるようなことはしたくないな」

			　完璧だ。

			　エフィルを立てつつ、やんわりと断る。

			　ふっ、俺の守備範囲は広い。いつモテ期が来てもいいように、少女漫画をかなり読み込んでいる。その成果が現れたようだ。

			「ユウ様」

			　エフィルが呆けた顔で俺の名前を呼ぶ。

			　なんか、目がとろんとしてる。

			　あれ、思ったより効果抜群？　これ、本気で惚れられてないか!?

			「あんた、いい男だね。こんな男がいるなら無理に連れ戻すことはないかな。でも、くっつかないにしても、この街からは離れたほうがいい」

			「イナゴか」

			「そう、あんたもエフィルも炎の魔術を使えないだろ。いても役に立たないなら、逃げたほうがいいよ」

			「それなんだが、三〇〇〇って数はどれぐらいやばいんだ？　イナゴを見たこともないし、あなたたちの魔術の威力もわからないから判断しようがない」

			　俺が問いかけると、ブレンは腕を組んで、少し考え込む。

			「勝算は一ミリもないの。あの渓谷の幅と人数で考えると、全員イナゴの餌になってお陀(だ)仏(ぶつ)、一〇〇〇が安全に倒せるぎりぎり。多少なら超えてもなんとかやれるだろうけど、三倍じゃ話になんない」

			　なるほど、そういう状況か。

			「渓谷で迎え撃つんじゃなくて、この街で迎え撃つのはどうだ？　この街には周囲を囲む立派な防壁があるだろ？　防壁の上から炎の魔術を交代で打ち続ければ、いつかは倒せる」

			「現実的にはそうなると思うよ。けど、あいつら垂直跳びで二〇メートルは飛ぶ。これぐらいの塀なら軽く飛び越えるだろうね」

			　さすがはバッタの一族。てか怖いな。

			「それって、火炎魔術で迎え撃つのもやばいんじゃ。簡単に飛び越えられて突破されるだろう」

			「それは予測済み。渓谷で迎え撃つのは防壁の上から兵士たちが迎え撃てるレベルまで数を減らすことなのよ。一〇〇〇匹まるまるなら無理だろうけど、一〇〇匹ぐらいなら壁を越えられる前になんとかできる。もし、一切数を減らせずに街に到着されたら地獄ね。ぴょんぴょん、ぴょんぴょん、次々に街に入ってくるでしょ。戦闘力なんてみじんもない連中をごりごり食って次々に街の中で分裂する。はい、地獄の出来上がり」

			「イナゴこええええええええ」

			　あいつら、どれだけ半端ないんだよ。

			　普通に人類が滅ぶレベルだろ。むしろよく今まで無事だったな、人類。

			「だから、エルフもイナゴが出てきたときは総力をあげて協力するのよ。まずは数を減らさないと、みんな食い殺されるの。歴史上、魔族とすら協力したことがあるぐらい」

			　まさかのイナゴ相手に魔族との協力。

			　ぱっつんぱっつんの上着を着たアルトバレットさんも生きていれば協力してくれてたのかな……。

			「ブレンさん、あんたはどうするつもりだ」

			「全力で戦うわよ。少しでも数を減らしてみせる。そしたら、あとの人たちがイナゴたちを全滅させる確率があがるからね」

			「逃げたくならないのか？」

			「そりゃ無理な相談。エフィルの母親はね、エフィルが小さいときにイナゴの群れを止めるための戦いであたしをかばって死んだのよ。そのあたしが逃げられるわけないでしょ」

			　そう言えば、以前イナゴの話をしたとき、エフィルが陰のある顔をしたのを思い出した。

			　イナゴに母親を食い殺されていたのか。

			「ブレン姉様、私も戦います。私だってエルフです。戦えます！」

			　エフィルが立ちあがり両手を机に叩きつける。

			　それを見たブレンが厳しい目でエフィルをにらみつける。

			「あんたが、ちゃんとしたエルフの精霊術士(ドルイド)なら、あたしも一緒に連れて行ったさ。でも、あんたは無能な落ちこぼれなんだよ。イナゴの餌になって敵を増やすだけだ」

			「でも、私だって力に」

			「これだけ言ってもわかんないのか。足手まといだからくんな。邪魔をしたら殺すぞ」

			　ブレンはそう言って立ち上がり、エフィルと同じように机に手を叩きつける。

			　そして、美少女エルフがにらみ合う。

			　しばらくすると、ブレンが椅子に座りため息をついた。

			「ほんと、あんたは母親似だ。そういう強情なところがそっくり」

			「わかってくれましたか、ブレン姉様」

			「わかんない」

			　放つ言葉はどこまでも冷たい。

			　ブレンは伝票をひったくり、そのまま席を立つ。

			　そしてすれ違いざまエフィルの肩をたたいた。

			「意地を張るのはやめて、あんたは遠いところで好きな人の子供を産んで育てな。とろいあんたにはそれが一番似合ってるよ」

			　ブレンはその言葉を言って去っていく。

			　エフィルはうつむいて、涙を目に貯め……。

			「ブレン姉様のバカ」

			　そうつぶやいた。

		

	
		
			第18話　任せておけ、俺は英雄だからな

			　

			　それからエフィルをなだめて馬車に向かう。

			　イナゴ対策のため、いろいろ準備するなら馬車のほうが都合がいい。

			　事情はすでに実況で流しているし、周辺の地図を片っ端から写真に撮ってアップしているので、ネット住民たちもいろいろと対策を考えてくれているだろう。

			「ユウ様、ブレン姉様をひどいと思いません？　人のこと無能だの、足手まといだの。私だってたくさん成長したのに」

			　エフィルは頬を膨らませて涙目になっている。

			「あの人は優しい人だと思うよ。エフィルに生きてほしいから、あんな言い方をしているんだと思う」

			　無能なら逃げてもいいが、有能であれば戦わないといけない。

			　たぶん、あの人は今のエフィルが何かしらの力を持っていることを確信しているが、エフィルを絶望的な戦いに巻き込まないために、あんな憎まれ口をたたいている。

			　みんなが集まった場で、第一声がエフィルを無能と言ったのもそのためだろう。

			「そんなことわかってます！　ブレン姉様は昔からそうでした。あの人はすごく優しくて、みんな私が錬金術士(アルケミスト)になるのを反対した中、最後の最後には、認めて応援してくれたんです。家出したときもポーチにお金と食料が入っていて、手紙もなにもなかったけど、きっとブレン姉様が用意してくれたに決まってます！」

			　涙目になりながらエフィルは叫ぶ。

			　すげえ、あのブレンって人、想像の二周ぐらい上のいい人だ。

			　はんぱないな。

			「そんなブレン姉様が、イナゴの群れに挑むんですよ。放っておけるわけないじゃないですか。ブレン姉様以外にも、知り合いがいました。なのに私が一人で逃げられるわけないじゃないですか。みんなを助けたいに決まってるじゃないですか、なんで、わかってくれないんですか！」

			　エフィルがここまで感情を表に出すことは珍しいな。

			　それぐらい、エルフのみんなが好きなんだろう。

			　エフィルを見て、覚悟が決まった。エフィルのことを心配してくれた人たち。そしてエフィルが好きな人たち。

			　その人たちを死なせないためなら、全力を出してもいい。

			　イナゴが怖くないと言ったら嘘になる。巨大な虫とか視界にいれるのもごめんだ。

			　それでも俺は戦うと決めた。

			　ここで逃げたら、気まずくてエフィルの顔を一生正面から見られない。

			　だいたい、ニートっていうのは普段がんばらない存在だ。そんなニートの俺がやるべきときに何もしなければ、ニートですらないクズになる。

			　なにより、見捨てると後味が悪いじゃないか。

			「よし、エフィル。俺に任せろ。おまえの錬金術士(アルケミスト)の力を存分に振るえる舞台を整えてやる。イナゴを全滅させて、おまえの力をみんなに見せつけて度肝を抜いてやろうぜ！」

			「ユウ様！」

			　エフィルが涙をぬぐって微笑む。

			　俺のことを信じてくれたみたいだ。

			「まあ、任せておけ。なんたって俺は英雄だからな。絶対になんとかしてみせる」

			「はい！　信じてます。だってユウ様はユウ様だから」

			　エフィルが俺の左手に抱き着いて体重を預ける。

			　なんか空気が甘酸っぱい。

			　こんなのは俺のがらじゃない。だけど、たまにはいいだろう。

			「ねえ、ユウ様」

			「なんだ、エフィル」

			「私、ユウ様のこと大好きです！」

			　最高にまぶしい笑顔。

			　力が満ちてくる。今の俺ならなんでもできそうだ。

			　そうと決まれば、ネット住民たちと作戦会議だ。三〇〇〇の人食い巨大イナゴ。その対策をみんなで考えよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかえり、ユウ、エフィル」

			　床に寝転がってスマホゲームで遊んでいたマユキが、こちらを振り向かずに声をかけてくる。

			　なにかがおかしい。妙によそよそしいというか、意識的にこちらを避けているというか。

			「ただいま、マユキ。ちょっと聞きたいことがあるんだが」

			「マユキにはなにも話すことはない。マユキはなにも隠していない。だから、今日は早く寝るべき。作戦とか明日考える。ぐっすり眠って次の日にがんばるが吉」

			　怪しいってレベルじゃねえ。

			　この駄ギツネ、絶対になにかやらかしている。

			　すごく気になる。

			　だが、今はそれどころじゃない。明日の昼にもう一度作戦会議があるのだ。

			　それまでになんとか策を練らないといけない。寝てる場合じゃない。

			　部屋に置いているノートＰＣを起動する。本気で調べ物をしながら掲示板を見るときはスマホだと不便だ。

			「ユウ、話があるの」

			「マユキ、後にしてくれ。今は忙しいんだ」

			　マユキの声が微妙に震えている。

			　まるでいたずらした子供が母親に怒られる前に自白して罪を軽くしようとしているみたいだ。

			　ノートＰＣを操作しながら一応マユキの話を聞く。

			「そのね、悪気はなかった。ユウがエフィルと二人きりで出ていくなんて珍しいから気になった」

			　まあ、そりゃ気になるだろう。

			　マユキと同じ状況なら俺でも気にする。

			「こっそり後をつけたの」

			　それぐらいはいいだろう。俺も暇ならそうするかもしれないし。

			「ユウっていつもマユキたちを勝手に撮ってネットに流す。だから、ほんの出来心で」

			　待て、結果が予想できたぞ。

			　まずい、かなりまずい。

			　だって、俺、誰も見てないからかなり恥ずかしいことを言った気が。

			　落ち着け、落ち着こう。まだ決まってない。

			　掲示板を開いた。

			　スレタイを見て、絶望する。

			　

			【任せておけ】異世界に召喚されたけど、Ａｍｏｚｏｎとネットしかチートがないんだが【俺は英雄だからな】part55

			　

			　やっぱりかあああああ、この糞ギツネええええええええええええ！　隠し撮りして放送しやがったなああああああ!!

			　さすがにあのセリフは恥ずかしいんだけど!?

			　というか、住人ども、いくらなんでも反応早すぎだろ!?　なんだよ。この速度おかしいよね!?

			「マユキ」

			「ユウ、なに？」

			「俺さＡｍｏｚｏｎチート復活してから８Ｐチーズ毎日ひと箱あげてたじゃん」

			「まっ、まさか。早まらないで、マユキ謝る、なんでもする。だからそれだけは」

			「しばらく週に一箱な」

			「きゃああ、ごめんなさい。ユウ、ごめんなさい。反省してる。だからチーズは、チーズだけは許して」

			　駄ギツネが崩れ落ちる。

			　土下座して謝るというプライド投げ捨てプレイを披露してくれた。

			　しばらく放っておこう。

			　許すつもりではあるが、しばらく反省はさせないといけないので、土下座は続けさせる。

			　恥ずかしくて気は乗らないが、ネット住民たちの力を借りるために書き込みをしないと。

			　

			820：1◆0UYgwhZXLvwt

			動画で経緯は知っていると思うが緊急事態だ。助けてくれ

			このままじゃ美少女エルフたちがイナゴに喰われるし街も滅びる

			　

			821：名無しの無職

			まあ、任せておけ。なんたって俺は英雄だからな。絶対になんとかしてみせる

			　

			822：名無しの無職

			私、>>821様のこと大好きです！

			　

			　こいつら容赦ねええええ、速攻傷口に塩を塗り込むスタイルだよ!?

			　

			823：1◆0UYgwhZXLvwt

			遊んでいる場合じゃないんだ。頼む、俺じゃなくて美少女エルフたちを助けると思って

			　

			824：名無しの無職

			なんで俺たちがリア充助けないといけないんですかね

			　

			825：名無しの無職

			かあああ、ぺっ。美少女エルフを堕とした>>1さんは死んでくれない？

			　

			826：名無しの無職

			俺たちの>>1は死んだ

			　

			　いつも以上に協力してくれる気配がない。

			　これはまずい。なんとか、なんとかしないと。

			　

			827：1◆0UYgwhZXLvwt

			落ち着け、おまえら。もし俺がエルフたちを救ったらどうなるか考えてみろ

			恩人面してあられもない姿を見せてもらう。当然、実況する。放送で見てただろう？

			美少女ばかりだ。なあ、見たくないか

			　

			828：名無しの無職

			よし、おまえら作戦会議始めるぞ

			　

			829：名無しの無職

			いくつかプラン纏めてたよな。比較表どこにアップしてたっけ

			　

			830：名無しの無職

			参謀本部、応答せよ

			　

			831：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			比較どころか結論でたぞ。裏の軍事版では真面目に議論してたからな

			>>1が用意してくれた地図があって助かった

			あれがないと手の打ちようがなかったからな。成長したな>>1

			　

			　この光の速度での切替。

			　本当に住民たちはぶれないな。

			　俺にもわかるようにミリオタ無職がまとめてくれた資料を見る。

			　

			832：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			さすがに今回はＡｍｏｚｏｎで買えるものだけじゃ、絶対的に量が足りねえ

			そっちで最低でもそこに書いてあるだけの油が必要だが買うだけの金と、市場在庫があるかが問題だ

			　

			833：1◆0UYgwhZXLvwt

			なんとかする。領主の力を借りる

			てか、スケールでかいな

			　

			834：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			相手のスケールがでかいなら、こっちもスケールでかくいかないといけないだろう

			歴史的に火刑は基本中の基本だ。軍事版の奴らなら、この辺の計算はちょちょいのちょいよ

			そっちの油とＡｍｏｚｏｎの科学薬品の相乗効果だな

			あとは、殺虫剤スレの連中も検討してる。うまくいけば、こっちもいけるはずだ

			両方手配しとけよ

			　

			　駄目だ、ミリオタ無職先輩が頼りになりすぎる。

			　もう、こいつ一人でいいんじゃないかな。

			　

			835：1◆0UYgwhZXLvwt

			ありがとう。もらった資料印刷して明日作戦概要を説明するわ

			これで勝てる目が出てきた

			　

			836：ミリオタ無職◆Fl1oLLcgPU

			そいつは良かったぜ。だが、絶対にエルフ美少女のあられもない姿を見せろよ

			もし約束を破ったら二度と協力しないぜ

			まえのマユキちゃんの全裸写真みたいな逃げは許さねえからな

			　

			837：名無しの無職

			ひゃっはー、俺たちは本気だぜえええええええ

			　

			838：名無しの無職

			エルフ美少女の写真がとれなきゃエフィルちゃんを差し出してもらおうか

			　

			839：名無しの無職

			むしろ大丈夫でも差し出してもらおうか。ミツハちゃんとセットで、むしろミツハちゃんメインで

			　

			840：名無しの無職

			ばっかおめえ、マユキちゃんが一番に決まってるだろ

			　

			841：名無しの無職

			金髪ロリ巨乳エルフなめんな

			　

			　なぜか、俺とは関係ないところで盛大な喧嘩が始まる。

			　作戦は立てられた。

			　あとはこの作戦をやり遂げるだけだ。

		

	
		
			第19話　遊び人の装備選択の自由は異常

			　

			　住民たちと協議して、作戦の基本方針が決まった。

			　作戦の決め手となったのはイナゴたちの侵攻ルートがほぼ確定していることと、周辺の地図があったこと。

			　昨日話に出た、炎の魔法が使える術者を集めて迎え撃つポイントより向こうに、道が狭まるポイントがある。

			　そこで先に仕掛ける。

			　イナゴを全滅させることはできないだろう。

			　だが軍スレ住民の試算の結果、高確率でこの街の術者たちが迎え撃てるであろう一〇〇〇匹以下へ数を減らせることがわかった。

			　あとは時間との戦いだ。

			　今日から作戦を開始できるとして、どれだけの油を確保し、エフィルの手により錬金できるか、それにすべてがかかっているのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時間になったので領主の用意した応接間に向かう。

			　昨日のメンツが集まっていた。

			　エルフをはじめとした火炎の精霊魔術を使える面々。

			　この国の兵士たち。

			　それに、領主と俺たちのパーティ。

			　領主が全員揃ったのを確認してからゆっくりと口を開いた。

			「一晩経った。この中に妙案が浮んだ者はいるか？」

			　領主の問いに答える者はない。

			　そうそう一日で三〇〇〇匹の人食いイナゴを倒す方法なんて浮かぶものではない。

			　もし、ここで俺以上の妙案が浮ぶ奴がいたら任せても良かったが、そんな都合のいい話はないらしい。

			　

			『異世界人頼りにならねー』

			『そりゃ女神様も地球から召喚するわ』

			『さあ、お行きなさい俺たちの>>1』

			　

			　当然、異世界実況をしている。再生数を稼ぎたい。それ以上に現場の空気と、この場で得られる情報を提供することで、さらに検討を進めてほしいのだ。

			　住民たちの中に専門家がいる。俺が見落とすこともちゃんと拾ってくれるだろう。

			　エフィルを心配してくれたブレンが手をあげ、発言を許可された。

			「名案なんてものはない。玉砕覚悟で少しでも数を減らすしかないわね。魔術師だけでなく、大量の弓使いも派遣してほしいの。共食いで数は減らせなくても、食べている間は、動きが止まる。奴らが足を止めればその時間だけ、火炎魔術を叩き込めるだけの時間が増えるわ。一体でも数を減らす。それしかない。数を減らしたところでこの街が助かる確率は低い。だけど、少しでも助かる確率はあがる」

			　悲壮な覚悟のもと、できる最善をブレンは告げる。

			　その言葉に死にたくないと取り乱す者。覚悟を決める者。さまざまな反応があがった。

			　俺もネット住民たちもブレンの勇ましい姿には好感を覚えていた。

			　やっぱり死なせたくない。

			「我々の結論も同じだ。第一陣で削り、街の防壁を利用した第二陣で死力を尽くして戦う。それしかないのだ。もし、ほかに妙案がある者がいれば教えてほしい。なんでもいい。誰か、誰かいないのか？」

			　領主は無力感に打ちひしがれながら、誰かいないのかと繰り返す。

			　みんな意見がないようだ。無理もない。それほど状況は絶望的だ。

			　なら、俺の出番だ。

			　この世界の人間に出せない答えを、俺なら……いや、俺たちなら出せる。

			　手をあげる。

			　すると、領主が安(あん)堵(ど)の表情を浮かべる。

			「英雄ユウ殿、妙案がおありですか」

			「ああ、うまくいけば誰一人死なずに済むかもしれない」

			「さすがは英雄ユウ殿、その妙案というのをお聞かせ願いたい！」

			　エルフ以外の面々は、急に明るくなり希望を持つ。

			　さすがにエルフはアルトバレットとの戦いを噂でしか知らないので、楽観的になれない。

			　俺はあらかじめプリントしておいた地図を二枚用意する。

			　一枚は大雑把な地図。

			　前に出て、それを広げる。

			「もとの作戦で、一〇〇〇匹のイナゴを迎え撃とうとしていたポイントはここだ」

			　そうして、赤く×印を付けたところを指さす。

			「ここで当初の予定メンバーで待ち構える。そしてそのメンバー以外で先にイナゴをたたく。ポイントは、ここだ」

			　青い×印を指さした。

			　そこは、当初のポイントの二キロほど先。

			「英雄ユウ殿、そこは涸れた沼です。水はもうないとはいえ、ぬかるみでろくに戦えない。迎え撃つには不向きだと思われます」

			　そう今はただのぬかるんだ泥でしかない。しかし、きっちりくぼみにはなっていて液体を貯蔵するには具合がいい。

			「だからこそいいんだ。この沼はおおよそ、二五〇〇平方メートル。縦も横も五〇〇メートル。両端を高い岩壁に囲まれ逃げ場はない」

			　涸れた沼なら好きなだけ油を注いでもこぼれない。

			「待ってください、英雄殿。当初のメンバーを元のポイントに集めたとして、そこで誰が戦うんですか。そんな戦力どこにも」

			　そこを心配するのか。

			　それならば無用な心配だ。

			　なぜなら……。

			「涸れた沼で戦うのは俺のパーティ。俺、エフィル、ミツハ、マユキの四人だけだ。四人で三〇〇〇のイナゴどもを一〇〇〇以下に減らししつつ、俺たちも生き残る！　だから、残りはおまえたちに任せる」

			　おそろしく雑な作戦。

			　だが、それしかないし俺たちならそれができる。

			　……とはいえ、すごい、そんなことができるんだね。任せた！　なんて楽観的なことを言う者は一人もいない。

			　いや、俺のパーティだけは俺を信じてくれている。

			　ミツハは微笑み、エフィルは握り拳を作り、マユキはめんどくさそうにあくびをする。

			　俺の頭がおかしくなったのかと、一部の連中が騒ぎだす。

			　とくに、ひと際怒ったのはエルフのブレンだ。

			「あなた、死ぬ気!?　それはただの自殺行為。あなたが死ぬのは自業自得だけど、他の子を巻き込まないで」

			　他の子か。

			　きっと本心ではエフィルのことで怒っているのだろう。

			　だが、その怒りは見当違いだ。

			　そのことを教えてやろう。

			「マユキ」

			「ん」

			　マユキに合図を送る。マユキがそそくさと部屋を出る。

			　ここで必要なのはデモンストレーションだ。

			「俺は死ぬつもりはない。これは勝つための作戦だ。俺の勝算をお見せしよう」

			　こうなることは想定済み！

			　だからこそ、用意していたショーを披露する。

			　俺は窓に近づき、開く。

			　そこではマユキがいそいそと木で作った人間サイズの人形を地面に突き刺して倒れないようにしていた。

			「俺のパーティには錬金術士のエフィルがいる。エフィルと俺で作り上げた武器がこれだ。名前を火炎瓶という」

			　みんな大好き火炎瓶。

			　エフィルと俺の思い出の武器だ。これが今回の作戦の勝利の鍵になる。これには運命的なものを感じる。

			「こいつは、金属と薬品を加えた油を瓶に閉じ込めたものだ。簡単な武器だが、あなどれない威力がある。【剣撃崩壊】」

			　遊び人の【ものまね】でコピーした剣聖のスキル【剣撃崩壊】を使用する。

			　これは、適正な装備が行われている状態で放てるスキルで、武器の崩壊と引き換えに信じられないほど威力を向上させる効果がある。

			　遊び人は能力上昇が低い、ろくなスキルもないゴミのような職業だが、唯一といっていい利点として、ありとあらゆるものを適正装備して使うことができる。

			　それは、火炎瓶すら対象だ。

			　俺の投げた火炎瓶が、木の人間に当たり巨大な火柱が立ち上る。

			　そして、それは数秒で消えない。一分経っても燃え続ける。

			　さすがは俺の【無限に続く煉獄の炎(エターナル・フレイム)】。

			　それは、エルフたちの火炎魔術すら凌駕する威力だ。

			　なにせ、この前のアルトバレット戦で車爆弾を使った大量虐殺で、人類最高峰のレベルがある。そのステータス補正はバカにならない。そこにチートスキルの武器を犠(ぎ)牲(せい)に高威力を得る【剣撃崩壊】だ。とんでもない威力になって当たり前なのだ。

			「あなたの力がすごいのはわかった。だけど、それが何発撃てるの？　一〇、二〇？　それだけできたところで、イナゴをせいぜい一〇〇匹殺せるかどうかってところよ」

			「なにを勘違いしている。俺が見せたかったのは、この酒瓶程度の大きさでこの威力だってことだ。俺は今回、もっと大きな火炎瓶を作る」

			「大きく？　樽一つなら、もっと威力が大きくなるだろうけど、その程度じゃどうにも」

			「スケールが小さい！　もっとだ」

			「樽より上なら、馬車一つ？　でも、それでも」

			「どうして、そこまで発想が陳腐なんだ。さっきの作戦を思い出せ。俺は沼を戦いの場に選んだんだ」

			　そこまで言って、察しのいい者が何人か気付いたようだ。ブレンも気付く。

			　俺たちの狙いは……。

			「ようやくわかったようだな。俺は五〇〇メートル四方の沼そのものを火炎瓶にする。酒瓶の代わりに涸れた沼を使う！　酒瓶でこの威力なら沼一つならどうなると思う？」

			　ここにいる全員がうおおおおっと叫ぶ。

			　酒瓶一つで巨大な火柱。

			　ならば、もし沼一つになれば、イナゴをすべて焼き尽くしうる火力が出る。

			　火計は戦争の基礎の基礎。もちろん、ただの油を燃やしただけなら人食いイナゴたちを相手に火力不足。

			　だが、人類の英知による化学の炎かつ、沼一つの火炎瓶という武器であれば十分すぎる威力を発揮する。

			　

			『>>1さんって、なんかこういう場でいきいきしてるよな』

			『ニートなのに謎の度胸』

			『案外頭いいし、演出がうまいよな』

			『なんで>>1さん、こんなに堂々とした態度をとれるのにニートだったの？』

			『>>1は俺の会社に欲しい人材』

			　

			　うるさいよ。おまえら。

			「ただ、この作戦には最低五トンの油が必要だ。この街中の油を接収する必要がある。足りなければ付近の街や村からも。油を運ぶ馬車も足りない。エフィルが火炎瓶に加工するのに一日かかる。三日以内に五トンの油がそろわなければ、できない作戦だ」

			　五〇〇メートル四方に二センチの深さで油を注ぐ場合、最低でも五トンの油がいる。

			　Ａｍｏｚｏｎチートで買えればよかったのだが、酸化鉄と界面活性剤を確保するためだけで、九十万ほど使う。五十万の限度額のカード×二でぎりぎりといったところで、油はこの世界での現地調達が必須だったのだ。

			「領主、俺の作戦を信じる覚悟、五トンの油を支出する覚悟があるか？　あるのなら、俺は英雄の誇りにかけてイナゴをせん滅する。信じてくれ。かつてこの街を救った剣聖ミツハを、アルトバレットに打ち勝った俺を、そして……偉大な錬金術士(アルケミスト)であるエフィルを」

			　彼女の肩を抱き寄せる。

			　エフィルが顔を赤くしつつも自分の意志で俺の隣に立つ。

			　

			『英雄である俺を信じてくれｗｗｗｗｗｗ』

			『>>1がこんなに立派になるなんて』

			『エフィルちゃんが完全に雌顔な件について』

			『今夜はお楽しみですね』

			　

			　住民ども、今いいところなんだけど!?　こういうときぐらい黙ろうよ!?

			　なにはともあれ、あとは領主の判断次第。

			　さあ、どうする？　油が買えないと作戦は成立しない。異世界の金がまったくないわけじゃないが、五トンもの量は金があっても個人では買いそろえられないし、輸送する手段もない。

			「わかった、英雄ユウ殿。あなたのパーティを信じる。ここにいる皆様、英雄ユウ殿に賭けてみましょう！　彼ならきっとやってくれる」

			　場が一気にわく。

			　絶望的な空気が払われ、勝てるという希望が生まれた。

			　こうなれば、あとは動くだけだ。

			　より詳細に、作戦が詰められていく。

			　ネット民からリアルタイムにアドバイスも来ていた。

			　一時間後にはすべてが決まり解散となった。

			　領主と油の輸送について個別に相談し俺たちも退出する。

			　エルフのブレンとすれ違う。

			　彼女は耳元で小さくささやいた。

			　妹を頼む。

			　それから、ありがとうと。

			「そんなこと言われたら、余(よ)計(けい)に失敗できないじゃないか」

			　さあ、準備をしよう。

			　イナゴどもに目にものを見せてやる。

		

	
		
			第20話　輝きの少女

			　

			　イナゴを迎え撃つ沼に来ていた。

			　先ほどからひっきりなしに馬車がやってきて油が詰まった樽を置いていく。

			「ユウ様、すごい量ですね。あれ、全部油ですよ」

			「沼一つを油で満たすからな」

			　あまりの規模に驚く。

			「マユキ、雨は降らないんだな」

			「ん。マユキの見立てじゃ間違いない。キツネは勘がするどい」

			　今回の作戦は雨が降ればすべてが終わる。

			　キツネ耳美少女のマユキは湿気とか風の匂いとかそういうので、三日先ぐらいまでの天気を１００パーセント的中させられる。

			　今日から三日雨が降らなければ問題ない。

			　予定では三日後にイナゴの大群が到達する。

			　それまでに沼そのものを火炎瓶に作り替えないといけない。いや、ペースがあがる可能性もある。明日中には、だ。

			「エフィル、おまえには無茶をさせるな」

			「大丈夫です！　任せてください。体力には自信があるんです！　これでも、私も超高レベルですから！」

			　アルトバレットの軍勢との戦いでパーティを組んでいたエフィルも当然超高レベル。

			　体力も無尽蔵と言っていいほどある。

			　だけど、疲れないわけではない。エフィル一人で沼一つを火炎瓶にするのは相当の無茶だ。

			　事前にエルフたちに頼んで、土魔術で沼の地形を変え、火炎瓶に最適化してもらった。だが、油を注ぎ、酸化鉄を大量に攪(かく)拌(はん)させ、界面活性剤を注ぎ込む。

			　その作業はエフィルが一人でやらないといけない。

			　なぜなら、そうでないと錬金術士の作る道具にかかる補正が受けられない。

			　エフィルの作品でないと駄目なのだ。

			　エフィルが次々に樽の中身を注ぎ込むのを見つめる。

			　できるだけエフィルが中身を注ぎやすいように沼の周囲に樽を積むなどのサポートを行う。

			　他にも魔物に作業の邪魔をされないように周囲を警戒する。

			　これは時間との戦いだ。

			　なのに、できることが少なくて歯噛みする。腐るな、できることを少しでも考えろ。

			　そう自分に言い聞かせながら、汗を流して全力で油を注ぐエフィルを見つめ続けた。

		

	
		
			[image: p_225.jpg]
		

	
		
			◆　◆　◆

			　

			　日が暮れてきた。

			　そろそろ一度休憩だ。

			「エフィル、こっちにこい。夕ご飯にしよう」

			「でも、まだまだ作業が残って」

			「休憩しないと効率が悪い。無理にでも休め。命令だ。そっちのほうが結果的に早くなる」

			　そこまで言って、ようやくエフィルがこっちに向かってくる。

			　がんばり屋のエフィルはこれぐらいきつく言わないと聞いてくれない。

			　エフィルの手も足も油まみれだ。

			　気分転換もかねてシャワーを浴びることを勧める。

			　その間に完成させた料理を食卓に並べた。

			　すでに食卓には、ミツハとマユキがいる。

			　シャワーを浴び終わったエフィルが来て全員がそろった。

			「今日のごはん、肉じゃがなんですか!?　すごくうれしいです。それに、炊き込みご飯、鶏肉が入っているんですね！　また食べてみたいと思ってました。それにお豆腐のお味噌汁。ユウ様、私の大好物ばかりです」

			「お代わりもあるから、いっぱい食べてくれ」

			　少しでも元気になってもらうために、今までエフィルが気に入ってくれた食べ物ばかりを集めた。

			　エフィルは目を輝かせて、いつも以上の勢いでごはんを食べていく。

			　いつもは、大皿に料理をもったら肉だけを的確にとっていくマユキもエフィルを気遣ってかジャガイモをメインにとっていたりして、苦笑してしまった。

			「ユウ様、これで元気が出ました。もうひとがんばりしてきます！」

			　あっという間に食べ終わったエフィルが、胸の前で握り拳を作って気合をいれて出ていこうとする。

			「出ていく前に、これを飲んでいけ」

			　無駄に高い、一瓶一〇〇〇円する栄養剤を彼女に渡す。

			「これはなんですか？」

			「元気になる薬だ」

			「それは、素敵ですね。ぷはっ！　へんな味ですが体がぽかぽかします。これあと五本ぐらいないですか？」

			「一度に飲んでも意味はないよ」

			「そうですか……残念です」

			　エフィルが肩を落とした。

			　飲ませてあげたいが、意味がないどころか飲みすぎは逆効果だ。

			　本音を言うと、がんばりすぎるなと言いたい。

			　でも、エフィルにはまだまだ仕事がある。がんばりすぎないと間に合わないのだ。

			「エフィル、ごめんな。ろくに手伝ってやれなくて。もっと、なにかできるといいのに」

			　それが悔しい。

			　俺はエフィルのことをエルフのみんなに認めさせたいと思っていた。

			　だから、こんな作戦を採用した。

			　だけど、後になって後悔した。あまりにもエフィルにかかる負担が大きすぎる。そんなことすら気づけずに浮かれて、エフィルを今苦しめている。

			「ユウ様、そんな悲しそうな顔をしないでください」

			「そんな顔をしていたか？」

			「してました。ユウ様は笑ってください。それに、私は今、最高にうれしいんです」

			「うれしい？」

			「はい！　精霊魔術をろくに使えない私は、エルフの村では落ちこぼれだったんです。なんにもできない子で、エフィルだから仕方ないとか言われてたんです。その私が、みんなのためにがんばることができるって、最高だと思いませんか？　私はユウ様のおかげで、みんなの力になれる私になりました」

			　エフィルは笑っている。

			　その笑顔は本物で、嘘なんて微塵もなかった。

			「ねえ、ユウ様。私、ユウ様の仲間になれて良かったです。どんどん新しいものを見て、新しい私になれて。だから、ユウ様。無茶させてください。初めて、私じゃないと駄目な今があるんです。倒れるぐらい、全力を尽くしたい」

			　エフィルのことが最高にまぶしく見えた。

			　その笑顔はミツハがアルトバレットに剣聖として立ち向かうと決心したときの笑顔に重なった。

			　鼓動が高なる。

			　そうか、俺はこういうのが好きなんだ。

			　最高の女の子が、気高く輝く瞬間。

			　あのときのミツハも今日のエフィルも、輝いている。なら、俺の役目は……。

			「わかった。なら、好きなだけ無茶しろ。俺が倒れさせないし、その無茶を絶対に無駄にしないように協力する」

			　それだけだ。

			　エフィルが微笑み。部屋を出る。

			「じゃあ、マユキもお手伝いする。面倒だけど、イナゴはキツネの敵でもある」

			「もちろん、私も手伝うわ。この周辺、かなり魔物が出るわね。夜はとくに危ないわ。エフィルに指一本触れさせない」

			　めんどくさがりなマユキも、責任感が強いミツハも力を貸してくれる。

			　これは俺のパーティの総力戦だ。

			　みんなでできることをしよう。

			　そうすれば、絶対になんでもできる。

			　なぜなら、俺たちは最高のパーティだからだ。

			「じゃあ、みんな。食後の運動だ。もう少しがんばろう」

			「わかった」

			「そうね、行きましょう」

			　絶対に、イナゴが来るまでに間に合わせる。

		

	
		
			第21話　決戦ＶＳイナゴ

			　

			　沼をまるごと使った火炎瓶がついに完成した。

			　タイミング的には、かなりぎりぎりになってしまった。

			　イナゴの到着予定時間は日が近づいたことにより、かなり正確に算出され、あと八時間から一〇時間後に迫っていた。

			　すでに斥候がここから数キロ先で警戒を始めており、定期的にイナゴどもの動きを伝えてくれている。

			「ようやく、完成したな」

			「なんとか、間に合いました」

			　エフィルとともに沼を見つめる。

			　沼は今、油で満ち、酸化鉄と界面活性剤が混ぜ込まれ超大規模な火炎瓶となっていた。

			　目に力をこめて鑑定を行う。

			　

			アイテム名：火炎瓶（沼）エフィル製

			武器種別：爆弾

			重量：５２０３キログラム

			攻撃力：＋４３００

			耐久値：９００

			　

			　まさかの攻撃力４３００。ミリタリーマチェットですら＋98であることを考えると、どれだけぶっ飛んでいるかがわかる。

			　さすがは沼一つで作った火炎瓶だ。

			「作らせておいてなんだけど、とんでもないものができちまったな」

			「はい、たぶんここまで大きな武器を作るのは最初で最後だと思います」

			「そうだな。こんなものを作るような機会は二度と訪れてほしくない」

			　こんな命がけなのはもう二度とごめんだ。

			　第一、財布にも優しくない。酸化鉄と界面活性剤だけで九〇万円オーバー。

			　確実に金銭感覚が狂っている。

			　エフィルがふらついたので慌てて支える。

			「少し休め。イナゴが来たら斥候が教えてくれるから寝ても大丈夫だ」

			「いえ、休んでなんかいられません。少しでも成功率をあげるために何かをしたいんです」

			　俺は苦笑する。

			　エフィルらしい。

			　とはいえ、なにができるのだろう。もう沼一面の火炎瓶は完成している。

			　これ以上できることと言ったら……。

			　一つあった。

			　より確実にイナゴどもをこの沼に閉じ込めるための仕掛けを作れる。

			「わかった。なら、徹底的にやろう。いいか、今から……」

			　そうして俺は新たな指示を出す。

			　保険だが、あったほうが必ずいい結果を生むだろう。

			　問題は時間がないことだ。

			　エフィルは俺の言葉を聞き、全速力でとあるものの作製を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　沼の近くの開けた場所に来ていた。

			　領主が今回の作戦に参加する連中を全員集めたのだ。

			　斥候の報告では、イナゴ到着まであと二時間。

			　最後の作戦会議であり、ここでは戦意高揚の効果を期待する。

			　全員、真剣な顔で話を聞いていた。

			　この作戦で街の運命が決まる。

			　もし、俺がとちればろくに数を減らせないまま第二陣にイナゴたちが殺到する。

			　不安なのはエフィルもだ。今回の火炎瓶はあまりにも大規模かつ、油の質が悪い。しかもテストが一度もできなかった。

			　期待した効果が発揮できなければ、みんな死ぬ。エフィルの小さな肩にはとんでもない重圧がのしかかっている。

			　俺は彼女の柔らかい手を握る。

			　エフィルが俺の顔を見上げてくる。

			　優しく俺は微笑んだ。

			　こういうとき、下手な慰めの言葉は逆効果だと経験で知っている。だから、そっと手を握って笑い返す。それで十分なのだ。

			　エフィルの目に力が宿った。

			　翡(ひ)翠(すい)色の目が魅力的に輝いている。もう大丈夫だ。俺は前を向き作戦の説明に耳を凝らした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　作戦共有が終わり、俺たちのパーティと少数の斥候を兼ねた護衛が沼地に向かい、残りは渓谷に挟まれた迎撃ポイントに向かう。

			　出発の準備を整えていると、つるぺったんなエルフのブレンがやってきた。

			「エフィル、本当にあなたが作戦の要になるなんてね」

			「ブレン姉様、私じゃ頼りになりませんか？　私を信じられませんか？」

			　涙目でエフィルが問いかける。

			　せっかくエフィルがやる気を出してくれているのに、ここで冷や水をかけるようなことはしないでほしい。そう考えていると、ブレンはエフィルを抱きしめた。
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			「エフィルが、すごくがんばっていることを聞いたわ。外に出てすごく成長した。あたしたちはどんな結果になっても、それを受け入れる。だから、変に気負わないで、あなたはもう立派なエルフの戦士よ。……それだけ言いたかった。終わったら一緒に食事をしましょう」

			　そう言ってブレンは去っていく。

			　彼女なりの激励だ。

			　エフィルはその背中に全力で手を振って涙目で叫ぶ。

			「ブレン姉様！　必ずですよ！　マナタマにいいお店があるんです！　エルフの村じゃ絶対に食べられない、海のお魚が美味しいんです！　だから、絶対の絶対ですよ！」

			　憎いことをやってくれる。うちの錬金術士のモチベーションが最高になったじゃないか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　沼地にたどり着いた。

			　この沼地を通らないとイナゴどもは絶対に街にたどり着けない。

			　まだか、まだか。俺たちはずっと身構えていた。

			　ちなみに、もう異世界放送は開始している。

			　完成した巨大な火炎瓶の沼を見て、住民たちが騒いでいる。

			「ユウ、イナゴに沼が通じなかったらどうなる？」

			　マユキが尋ねてくる。

			　彼女の手には普通の火炎瓶があった。

			「たぶん、食われて死ぬだろうな」

			　俺の手には、釘打ち機とミリタリーマチェット。ベルトには火炎瓶をぶら下げていた。

			「最悪、私があなたたちに襲い掛かるイナゴぐらい切り払うから安心して」

			　剣聖ミツハは腰にぶら下げている剣に手をかける。

			「おまえは、十六回しか切れないだろ」

			「実は、すごいことに気付いたの。鞘(さや)にいれたまま振れば、呪いは発動しない。イナゴぐらいなら鞘(さや)に入ったままの剣で頭を割れるわ」

			「それは頼りになるな」

			　うれしい誤算だ。

			　だが、戦闘力が著しく落ちるのは避けられないだろう。

			「みんな、心配しないでいいです。私とユウ様の愛の結晶がイナゴごときに破られるはずがありません」

			「微妙に恥ずかしいセリフを言うな」

			「ユウ様、気付いているかもしれませんが、私、ユウ様のことが好きです。無事に帰ったら私の恋人になってください。返事は全部終わったあとでいいです」

			　なっ!?

			　突然なにを言い出すんだ。好かれていることは気付いていたけど、まさか告白されるとは。

			　

			『ロリ巨乳エルフ「この戦いが終わったら付き合ってください」』

			『ぺろっ、これは死亡フラグ』

			『安心しろ>>1。たとえ生き残っても俺たちが殺す』

			『勝てよ。ぶっちゃけ、イナゴに美少女が食われるとか、見たくないから』

			　

			　住民たちに言われて気付く。これ、あかん。死亡フラグや!?

			　そして、ついにそれは来た。

			　地面が揺れている。

			　どどどと地響きのような音が聞こえてきた。

			　そう、ついに奴らが現れたのだ。

			「ユウ、イナゴが来た」

			「きっもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

			　思わず絶叫する。

			　視界すべて茶色に染まる。それほど密度の高いイナゴの群れ。

			　茶褐色の大型犬ほどのバッタが、ぴょんぴょん跳ねながら迫ってくる。でかい虫というだけで生理的な嫌悪感がやばい。

			　耳障りな鳴き声をあげる口には牙がびっしり。あんなのがありゃ、そりゃ牛だろうが人だろうが容易く食えるだろうよ!?

			　

			『おうえええええええ』

			『異世界のイナゴはんぱねえ』

			『グロ注意』

			『まじやばい、これやばい』

			『これは想像以上だわ』

			　

			　ネット住民たちも思わずドン引きだ。

			　イナゴの先頭が、沼に入る。

			　沼を覆う火炎瓶の水位はせいぜい二センチ程度。野犬サイズのイナゴはものともしない。

			　茶色い虫の壁が迫ってくる。

			　沼は五〇〇メートルあると言っても、やつらは時速二〇キロは出ている。つまり、秒速五・五メートル。ここまで一〇〇秒もかからない。

			　怖い、キモイ。

			　火炎瓶を発動するのは俺の仕事だ。

			　すぐにでも火をつけたい衝動に駆られる。だが、まだ我慢だ。沼になるべく奴ら全体を引き付けないと。

			　心臓がうるさい。

			　汗がすごいでてる。

			　人食いイナゴの顔がどんどん大きくなる。

			　まだだ、まだ、引き付けろ。

			　もう少し、もう少しだ。

			　先頭のイナゴどもとの距離はあと一〇メートルもない。イナゴの息遣いさえ、聞こえてきそうだ。気がおかしくなる。あと少しだけ我慢。

			　イナゴとの距離は五メートル、四メートル、三メートル、二メートル、一メートル。

			　よし、ここだあああああああああ！

			　

			「【剣撃崩壊】！！！！！！！！！！！！！！！」

			　腹の底から叫び、俺のスキルである【剣撃崩壊】を発動しながら、沼に火をつける。

			　ここが限界だ。もう待てない。

			　とてつもない火柱があがる。

			　五〇〇メートル四方はある沼すべてが炎に包まれ、火柱が天にも届きそうなほど高く上る。

			　炎の色が魔力を帯びた紅色に染まる。

			　それは灼熱地獄の顕現。

			　酸化鉄を混ぜたことによる超高温炎症現象、テルミット効果。

			　界面活性剤を混ぜたことによる常識外の延焼時間。

			　エフィルが作製したことによる錬金術士の威力向上補正。

			　遊び人ゆえに、火炎瓶（沼）なんてふざけたものを装備できた俺自身のステータスの反映。

			　武器を破壊する代わりに、たった一撃を最高の威力に引き上げる【剣撃崩壊】。

			　そのすべてが一つになり、これほどの威力に到達する。

			　腰が抜けそうだ。

			「うわあああああああ」

			　イナゴの頭がこちらに跳んでくる。頭から下はない。

			　きっと、先頭の一匹が最後に跳躍して頭だけ燃やされずに済んだのだろう。俺の頭をかみ砕けそうなほど大きく口を開けている。

			　やばい、あれ、ぶつかったらただじゃすまない。

			　しかし、頭は横からの一撃で叩き潰された。

			「あなたは私が守るわ」

			　ミツハが払いのけてくれたのだ。

			「助かった。ありがとう」

			　ずいぶん、情けないところを見せてしまった。

			　

			『ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ』

			『なに、この大量虐殺魔法』

			『これ街一つ滅ぼせんじゃね』

			『見ろ、イナゴがゴミのようだ』

			『炎はすげえけど、>>1の悲鳴もすごかったな』

			『>>1「うわああああああああ」』

			『これには>>1にべたぼれしたエフィルさんもがっかり』

			　

			　炎については同意見だ。炎の火柱は留まることを知らない。ここまでの威力があるのは想定外だ。

			　イナゴの悲鳴すら聞こえない。一瞬で灰になったんだろう。

			　だが、俺を馬鹿にするのはひどいんじゃないか？　こんなのに襲われてみろ、普通絶叫する。俺も絶叫する。

			　数分後、炎がやむ。

			　確認するまでもない。奴らは全滅したに決まっている。

			「キキ」

			「へっ」

			　思わず間抜けな声が出る。

			「キキ」

			「キキキ」

			「キキュ」

			「キュキャ」

			　虫の鳴き声が無数に響き渡る。

			　あれ、これ、やばい。

			　煙が晴れる。

			　すると、沼の向こう岸に、無数の虫たち。

			「ぜんぜん、殺せてない!?」

			　ぎりぎりまで引き付けたつもりなのに、想像していたよりずっと数が多かったのか!?　そのせいで向こうの隊列が長くなり、沼に侵入していなかったイナゴが思ったより多くなったようだ。

			　やばいやばいやばい。

			　

			『>>1終了のお知らせ』

			『所(しよ)詮(せん)>>1は>>1だったか』

			『>>1は責任をとって単騎特攻の自爆でイナゴを道連れにするべき』

			『『『それだ！』』』

			　

			　それだ！　じゃねえよ!?

			「ユウ、殺せてないわけじゃない。めちゃくちゃ殺した。キツネアイとキツネイヤーによると、残り五〇〇と二匹。ノルマは達成。この数なら第二陣で対処可能」

			　良かった。それを聞けて一安心。

			　いや、安心しているわけじゃない。

			　マユキが、不安で耳をぴくぴくさせる。

			「ノルマは達成できているんだな。それなら」

			「マユキたちがすることは」

			「「全力で逃げる！」」

			　そう、あくまで俺たちの目的は第二陣で倒せるぐらいの数に減らすこと。

			「「「キキキ」」」

			　イナゴの群れが炎が消えた沼を安全と判断し恐ろしい勢いで襲い掛かってくる。

			　あいつら、俺のこと思いっきりにらんでない!?　まさか、イナゴふぜいに知性があって仲間の仇(かたき)とか思ってるんじゃ。

			「みんな、走れ！」

			　女神に与えられた馬車は無敵。絶対に壊れない。

			　そこに入れば助かる。

			　俺たちのパーティだけじゃなく斥候の人も合わせて全力疾走。

			　てか、イナゴはえええええええ。

			　追いつかれる。

			「【剣撃崩壊】!!」

			　手持ちの五本の火炎瓶を全部なげる。

			　火柱をあげ、それぞれ数匹のイナゴを吹き飛ばし、さらに火柱はイナゴたちを怯えさせ足を数秒とめる。

			　その間に全力疾走した俺たちは、一人ひとり馬車内に入っていく。

			　そして、最後の一人である俺が入ったところで扉を閉じる。ドカンッと大きな音がなった。イナゴが扉に頭をぶつけたのだ。

			「ふう、なんとか助かったな」

			　あとは奴らが通り過ぎていけば、一〇〇〇匹なら処理できる第二陣が控えている。

			　待ってればＯＫだ。

			　っというか。

			「イナゴうぜえええええええええええええええ」

			　全力で絶叫する。

			　さっきからガンガンガンガンと、馬車に次々にイナゴが激突している。

			　無敵の馬車に体当たりを続けているのだ。

			　というか、イナゴさんぜんぜん通り過ぎる気がないよね？

			「ユウ、まずい。イナゴがそうとう怒っているみたいで、マユキたちを殺すまでここを動かないみたい。さっきからなんとか馬車を壊そうとしてる」

			「好きにやらしときゃいいだろう」

			「たぶん、マユキたちが死ぬほうがはやい」

			　何を心配しているんだか。この馬車は女神にもらった無敵の馬車だ。壊れるなんてありえない。

			「馬車は壊れないだろう」

			「馬車は壊れないけど、このせまい部屋にマユキたち四人と斥候の人六人で一〇人いる。そのうち」

			　マユキの心配していることがわかり、冷や汗が噴き出てきた。

			「酸欠になるか」

			　思ったより、イナゴかしこい。

			　この状況はやばい。

			　１Ｋの部屋に一〇人、超せまい。空気が足りない。

			「窓、あけるか」

			「窓を見てみる？」

			　カーテンをあける。

			　すると、窓にイナゴさんの顔がドアップ。思いっきり顔を擦り付けてらっしゃる。

			　うん、虫にも表情があるんだね。ぶちきれてるよこれ。

			　

			『キモッ』

			『トラウマになるわ』

			『窓開けたら一瞬で終わりじゃねえか』

			『>>1さん詰んだな』

			　

			　マユキが子ギツネ姿になった。

			　きっと酸素消費量を抑えるためだ。

			「やっぱり、ユウみたいなニートに英雄は無理だった。死んだら化けキツネになって、女神様に一生行き遅れる呪いをかける。あっ、必要ないか。呪わなくても行き遅れ。こゃゃゃっやああんん!?」

			　子ギツネが、雷に打たれたように全身を震わせる。女神の罰はこんなときでも健在のようだ。

			「てか、マユキ、意外に余裕があるな!?」

			　それに比べて斥候さんたちは、俺の部屋に驚くことも忘れ、もう限界だ、どうせ死ぬんだからとやけになって美少女を襲うまでありそうなぐらいの追い込まれっぷり。

			　まあ、俺もなにも手がなければそうなっていただろう。

			　だが、ちゃんと秘密兵器がある。

			　エフィルに目線で合図を送る。

			　さあ、俺が教えたセリフを言うんだ。

			「みなさん、こんなこともあろうかと秘密兵器を作っておきました」

			　伝説のセリフ。

			　こんなこともあろうかと。

			　俺も一度ぐらい言ってみたい。

			「エフィル、新兵器なんてものがあるの？」

			　ミツハがぽかんとした表情で答える。

			「はい、あります。もともと、沼が不発に終わったときのための保険をユウ様と話していたんです。馬車に逃げこんでできるだけ引き付けて……はい、ユウ様」

			　エフィルは、怪しげなボタンを渡してくる。

			「ぽちっとな、【剣撃崩壊】」

			　それを、これまた一度は言ってみたいセリフ、ぽちっとな、とともに押す。

			　これは起爆装置だ。

			　でっ、爆弾がどこにあるかというと……。

			　轟(ごう)音(おん)、至近距離での爆発だ。馬車が揺れる。

			　そう、爆弾は馬車の周囲に土をかけて隠していた。車爆弾でも活躍したアンホ爆弾さんだ。

			　ダイナマイトの代わりに使われるだけあって威力は抜群。

			　バカなイナゴどもめ、俺たちを狙わず第二陣にまっすぐ向かえば、もう少し長生きできたものを。

			　はっはっは。

			　

			『さすがは>>1さん。俺は>>1を信じてた』

			『俺も>>1を信じてたよ。まったく>>1を無能と言ったやつは死んだほうがいいんじゃないかな』

			『よっ、英雄様』

			　

			　住民たちの切替の早さにあっぱれだ。

			「ユウ、駄目。まだまだ、たくさんいる」

			「まあ、急ぎで用意できた数はそんなに多くないしな。だが、こうして仲間が吹き飛ばされればびびって逃げるだろう」

			　窓から見てる限り先ほどの爆発で減らせたのは、せいぜい二〇〇匹程度だ。だが、これは想定内。さてと、そろそろイナゴどもが逃げ出すころだ。

			「あれっ、逃げない。どんなけ、肝が据わってるんだよ。イナゴども!?」

			　

			『所(しよ)詮(せん)>>1の浅知恵か』

			『こんなことだろうと思ってたよ』

			『誰だよ、>>1を褒(ほ)めたやつは？』

			『みんな聞いてくれ。俺たちは>>1に騙(だま)されたんだ』

			　

			　もう、おまえら黙ってろよ!?

			　そんな住民たちのやり取りを尻目にミツハが立ち上がる。

			「ここにいても、どうにもならないわ。イナゴが飽きて先に向かう可能性にかけるよりも、決死の覚悟で叩くべきよ」

			　ミツハの声に斥候たちが賛同する。

			　全員の視線が俺に集まった。

			　ここのリーダーは俺。判断は俺の仕事だ。

			　イナゴたちは先ほどの一撃で残り三〇〇匹程度。ミツハがいて、俺の釘打ち機をフルに生かせば――。

			　場の空気が張り詰めていく。

			　こいつは、難しい判断だ。

			　というか、息苦しいな。さすがに一〇人もいると、この部屋も息苦しくなる。

			　換気扇回しとこ。さて、キッチンに行って、紐(ひも)を引っ張ると。

			　ああ、新鮮な空気だ。快適、快適。

			「というわけで、空気がなくなる前に攻めるか、奴らが諦めるかの話だが。俺は打って出ようと……」

			　あれ、なんかみんなの目が冷たいのは気のせいかな。

			「あの、ユウ様、その紐(ひも)を引っ張ってからすごく息がしやすいのですが」

			「ええ、ユウ。冷たい空気が中に入ってきている気がするのだけど」

			　エフィルとミツハが俺に問いかけてきた。

			「ああ、これ。換気扇って言って外の空気と中の空気を入れ替える効果が……。ああ、そうか。空気とか心配しないでいいよ！　換気扇回しとけばＯＫだ」

			「「「そんなものがあるなら、はやく言えよ!?」」」

			　うわあ、みんな仲いいな。

			　なぜか、ネット住民まで俺を責める。

			　結局、様子を見に来た第二陣の斥候たちが、イナゴの残りはたった三百匹まで減らされている情報を持ち帰り、いつまでも馬車から離れないイナゴたちを倒しにやってきてくれた。

			　うん、まさか。イナゴがここまで執念深いとはびっくりだ。

			　爆風で仲間が吹き飛ばされるのを見たら逃げると思っていたのに。

			　馬車の周辺のイナゴが全滅したのを窓から見届けて外に出る。

			　深呼吸、ああ空気がうまい。

			　なにはともあれ……。

			「俺たちの勝利だ!!」

			　そう俺が叫ぶと、微妙な顔をしながら残りのみんなが、喝采の声をあげた。

		

	
		
			エピローグ　今度は王都に行くみたいです

			　

			　ふう、またしても街を救ってしまった。

			　これが英雄に生まれた者の運命(さだめ)。

			　ああ、怖い。有能すぎる自分が怖い。

			　なんてことを考えながら、馬車の中にある俺の部屋で寝転がる。

			「ユウ、なんか気持ち悪いことを考えてる」

			　駄ギツネが微妙に引きながら、ぐさっとくることを言ってくる。

			　いいじゃないか、たまには黄昏(たそがれ)ても。

			「なあ、マユキ。一つだけ聞きたいことがあるんだ。……今回のイナゴ騒動ってさ。俺のせいか？　俺がなにもしないせいで女神の呪いが発生して、イナゴが湧いたのか？」

			　それはどうしても聞いておきたかった。

			　今回、マナタマは救えたがイナゴによっていくつかの村や町が滅んでいる。

			　これが俺のせいなら、自分で自分を許せなくなる。

			　それを意識しないために、英雄に酔って逃避していたが、やっぱり現実を受け止めるべきだろう。

			「今回のは違う。まだ、女神様の呪いは発生していない。正真正銘ユウがこの街を救った。そのことは誇っていい」

			　そうか、安心した。

			　だけど、本格的に活動をしないとな。

			　Ａｍｏｚｏｎチートが復活したことだし、今度こそ本当に東を目指そう。

			　たしか、東って王都とかあったような気がする。

			　いいよね、王都。一度行ってみたい。

			「そう言えば、今回の宴はすごかったな」

			「領主様、かなり奮発したみたい」

			　イナゴ討伐から街に帰ると、それはもう大規模な祭りが開催された。飲めや歌えの大騒ぎだ。

			　俺たちのパーティはそこで超ＶＩＰ待遇。

			　これで二回街を救ったのだから当然だろう。

			　ミツハはどこかの偉い人に呼び出されて留守にしていて、エフィルはエルフのブレンに会いに行った。

			　約束通り、一緒にご飯を食べながら過去のしがらみをほどいていくのだろう。

			　俺とマユキのコンビはネットサーフィンをしながら、いろいろと今後の方針を決めている。

			「おっ、やっぱイナゴとの戦いの再生数はすごいな」

			　人食いイナゴの群れのインパクトは半端ではなく壊れたかと思うぐらい再生数がぐるぐる回っている。

			　これなら、火炎瓶（沼）を作るのに使った九〇万円は楽に回収できるだろう。

			「再生数があがるのはいい。前みたいに再生数稼ぎをがんばるのは面倒」

			　駄ギツネさんは、最近がんばりすぎた反動で超駄ギツネに進化している。

			　会話に疲れて、俺の膝の上で子ギツネモードで寝始めた。寝息が聞こえてくる。大変、可愛らしい。

			　エフィルたち早く帰ってこないかな。

			　この部屋に二人は寂しい。

			　そんなことを考えているとエフィルが帰ってきた。

			　にっこりと笑っている。きっと、ブレンたちといい酒が飲めたのだろう。

			「おかえり、エフィル」

			「ただいま、ユウ様。聞いてください。ブレン姉様たちが、私をすごいって言ってくれたんです。精霊術士(ドルイド)じゃなくてもすごいことができるエルフだっているって、認めてくれたんです。それから、今までドジとか、ノロマとか言ってごめんって言ってくれて、私、やっとちゃんとしたエルフだって認められました」

			　言葉の端々に喜びがあふれている。

			　なんだかんだ言って、喧嘩して村を出たことを引きずっていたらしい。

			「良かったな」

			　俺はエフィルの頭を撫でる。

			　すると、彼女はえへへと笑って頬を紅(こう)潮(ちよう)させる。

			「それと、一度村に帰ってきてって言ってくれたんです。みんな寂しがってるって」

			「それはいいかもな。エルフの村はちょっと興味がある」

			　ネット住民たちも見てみたいだろう。

			「寂しがっているだけじゃなくて、その、恋人を紹介してほしいって」

			　エフィルが上目遣いになる。

			　ちょうど、イナゴの大群と戦うまえのエフィルの告白を思い出す。

			　やばい、心臓の音がうるさい。

			　エフィルはマユキが眠っていることを確認してから口を開く。

			「ユウ様、答えをください。私はユウ様が好きです。ユウ様は私のことをどう思っていますか？」

		

	
		
			[image: p_259.jpg]
		

	
		
			　覚悟を決めろ。

			　答えは決まっているだろう。

			　さあ、言え、言うんだ。

			　喉がからからだ、うまく声が出ない。

			　違う、それは言い訳だ。勇気が足りないだけだ。

			　俺はエフィルの肩を両手でつかむ。

			「エフィル、俺は」

			　そして……。

			「みんな大変よ！」

			　部屋にすごい勢いでミツハが現れる。

			　俺とエフィルは顔を真っ赤にして、慌てて離れる。

			「どうかしたのか？」

			　さすがにミツハの前で続けるのは無理だ。

			　くそっ、邪魔が入った。

			「王都から私たちのパーティが呼び出しを受けたわ。魔族アルトバレットを倒した功績と、イナゴの大群を駆逐した功績で褒(ほう)美(び)を授けるって」

			「それはすごい。光栄じゃないか」

			「……普通ならね。でも。あそこの王族はちょっと、いろいろあれだから。間違いなくめんどくさいことになるわ」

			　ミツハさんの顔がマジなんですけど。

			　なに、どんな罰ゲームですか？

			「さっそく行きましょう。かなり無理な日程で呼び出されたわ」

			　あれ、ちょっと待って。

			　俺の甘くてすっぱい告白タイムはどこに行ったの!?

			　てきぱきとミツハが旅支度をしているのだけど。

			「マユキ、起きなさい。すぐに出発してもらうわ」

			「マユキ、眠い。キツ寝する」

			「王都につけば、ここじゃ食べられないごちそうをたっぷり奢(おご)ってあげるわ」

			「さあ、ユウ。王都に行くの。マユキ、全力で馬車を引く!!」

			　駄ギツネがキツネ姿のまま部屋を出ていく。

			　そして、馬車が走り始めた。

			　これじゃ、二人きりになれもしない。

			「さあ。ユウ、王都よ」

			「おっ、おう」

			　俺はかなりテンションを低く、一応頷いた。

			　エフィルが顔を赤くしたまま、ちらちらこちらを見てくる。

			　半端ない消化不良感。

			　そうして馬車は王都に向かって走り出す。

			　まったく、せわしない。王都についたらエフィルを連れ出してどこかで二人きりになろう。

			　それと、俺を呼び出した奴を一発殴ろう。

			　そんなことを考えながら、窓の外を見つめ……俺は微笑んだ。

		

	
		
			あとがき

			　

			『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する ２』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　２巻でもユウの暴走は続く！　Ａｍｏｚｏｎチートを取り戻すために四苦八苦！　水着回も温泉回もある豪華仕様！

			　もちろん手に汗握るバトルも用意しています。シリーズ最強の敵、悪夢そのものの具現。そんなピンチをどうやってユウが打ち破るか、期待を込めて読んでください！　さらにさらにラブコメ成分も多めになっていますよ！

			　

			宣伝

			　

			　７月１日には角川スニーカー文庫様から『回復術士のやり直し ～即死魔法とスキルコピーの超越ヒール～』という本が発売されます！　二度目の人生、最強の【回復(ヒール)】ですべてを掴む。エッチで痛快な復讐劇！　こちらもぜひ読んでください！

			　

			謝辞

			　

			　冬空実先生、二巻も素敵なイラストをありがとうございます。とくにカバーイラストが素敵ですね。コミカルな雰囲気が作品によく合っています！　担当編集の荒田様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた青木様、ここまで読んでくださった読者の皆様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			　

			二〇一七年五月　月夜 涙

		

	
		
			月夜涙（つきよ るい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一七年七月現在）

			　

			イラストレーション

			冬空実（ふゆぞら みのり）

			愛知県出身。イラストレーター・デザイナー。主にソーシャルゲームのイラストなどをお手伝いしています。趣味はゲーム制作です。（二〇一七年七月現在）

		

	
		
			俺(おれ)の部(へ)屋(や)ごと異(い)世(せ)界(かい)へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎ(あもぞん)の力(ちから)で無(む)双(そう)する②

			発行日：２０１７年７月３日

			著　者：月(つき)夜(よ)涙(るい)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Rui Tsukiyo 2017

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する②』（２０１７年７月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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